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南洋輸入材のナ キクイムシ科
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Akir乱 Nom;CHI: Platypodida巴 found in Importcd Tropical 

Timbむrs from South E乱st Asia 乱nd Othcrs, (Colcoptera) 

華客 旨: ï!:ji'(材が愉入されはじめてから， ナさに 20 数が終)@し 3 とのfi1J，輸入材に H1~i したま

ま íl 本の治でずと死されたキクイムシ到の組制に 3501記ーにもしている。

二可 lま，これらの llì怨のうちÍ'li朽の決定したナガキクイムシ科の険会2Z， J己救与をえする。ととで

l[jzり仮ったH恕1は Crossotarsus 10 右下 Platy_戸us -12 桁 2 ilEH, Biocis 1 桁 J S�athidiccrus 1 ti0:J 

Dia�us 6 ρiacaznlS 7 1 市近のまj' 6 G7 駐日 ~Ii艇である。

はじめに

i伎役玄もなく rHi'í剥が輸入きれてから， :'L r:_ セ輸入[註がJ.1尚nする傾向にある。ノに[1'員約の n 本貿易 n 械によ

ると昭和 49 イドは経済(川町JJ もあ勺て市日付の輸入 L4が泊の 93.196 となったとはし、え， 2， 099 万 m3 で

あり，総木材輸入i自の 44.096 をしめている。

?1_!, ~(s丹，フィリピン，サノ fにほと /υ ど rwι さ Ztてい tと IIHオJ也カユインドネシア p サラワク，カリマンタン，

ベトナムヲ ソロむンJnKJ~ パプア。ニューニド、二司ア9 一二コ戸ジ F ラン 1"'，アフリカまで拡大されている。そ

して巴 とれらの 98. 5% が丸太のままで輸入されているため， ヰクイムシ桁がきた主主で刊本の各地の

浴に到泣し多約 350 互にものぼる和が検疫の際に発見されているのもらろん， これら ω 多くは fl~、にい

ないほ獄で以入:ラ立しとしてする ilHìt: '[!j がおく，木村検波 lω大きな問題となっている。

これらの!主は単に .lJi[ -J'己品だけでまとまった十H合や4食品三表もなく航物松佼'!~; ，)ごと「て 1111 ).じが全く附 1，11 な状

態にあり ， j~NiJ{~告の作成が百円要望されている。ゲ， 1巨 HIアジア Jti~域においても，キクイムシJ'ú は;Jtf;，体

主:去として袋なものであり，主主任j休業技術協ノI]Vと関述して分日を上手~i1、 l三進めておく必袈がある。

このような背去にあって) ~n~内は佐政党氏がi氏浜 L ， Karl E. SCHEDI 教 iえの川たしたが、小、を検↓討する

機会を i'}t，: 。愉入村から充凡されたよれまlむ 11'，1出のキクイムシ HJの f(Jiζ しかずぎないが，ナガ干クイム

シ ffの疏内市同，出への検索表の作成と各湿の liJj己 E~を行い p ノト役の{汗究の '['i 1' [としたい。

在fiUr までの検索炎は SCIIEDL9 ) に iJtい， j巳!玄 i(J特徴の表現にあたってはぷ古によ〕て t?2rc. i'什なものが入り

均一ではないが， この報告白では 'lJi.Fヰあるいは属内でのm刻的な表J\) を汀]し、た。

との f干の 11虫は if[;ò q~'入孔近くにいて3 深く刈 rl11と入してし、る !tf[より採集される険会が多く，また，

;rit1.の特徴も Mtのえj が I)j らかなためヲ 7険京表，百:2 ，1&1土 J的を 1(.与としたのず汁;Rの悶は k.肝引によって yでにグ己

表されているので市略した。

標本の検誌にあたって悶々こ、山宜をたまわった +i!~�flﾓ: ~丸山役所 iV;'Ji't ;;~~， 池上絞芥 lì 司以lJ::， 小泉;1:治課

1977'p 4 月 1511:'乏1'11
(1) {県議内i

{'i~ ~\('. 12 FOL Prot. -12 
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長，時|斗笠之iき;'J'I[慢ならびに害虫係の名{jJ[，佐藤覚元東京支所長，名古屋三植物防疫所大野静男管理室に厚

くお干し申しあげる。

ナガキクイム Platypodidae 

ナガキクイムシ科は主\L熱帯?に分布し， 約 1 ， 000 種が記載されている。 この虫はキクイムシ科 lご近縁

で，外 è;[5JI~~ ， /j二態ともに郊似しているが，イ本が細長く，頭部が大きく露山し， frl閉店のSj'q節が極端に長

しそれより先の節の合計より長いか，あるいは同じ長さで，すべて ambrosia beetle である。

亜科の検索表

1. 1-前政iT~í~1寓はお五いに践する。 ・・ .，.・....".一岨…………...…・ー...・…….....….，.・目白……・.."..巳・ 2

1 前 IKJま節寓はお圧いに離れる。前肢腔節の外国は間性とも竜骨状の杭敏y!Jをそなええる。

. Diaporina巴 il日i

2. I複眼は円形ないし短卵形で強く隆起する o 一........・ E ….. • . . . . • . . .一…・ ....・.....，............... 3 

'-_複 lぷ l土橋円形さ~8 く隆起する。前政腔節の外国lば両性とも75骨状の格、被列をそなえる。.

. Periommatinae 亜科

3. 反駁簡の外l百は雄では竜骨状の横鍛列をそなえ， rcttでは横鍛3'1]が全部あるいは少なくとも先端部

l において小頼粒群 l吋かえ山。下慨は l 節からなる。 ω… 
L一前1肢支腔[節1目羽Ul~の外市は「両詞酎f性生とも棋富敏皮:;;1佐そなえる O 下唇努は 2 節からなる O ー .. Platypodinae 1医科

Cro缶詰otarsinae 亜科

この亜科は 5 属からなるが，輸入材からは Crossotarsus 1 J高が発見されている。

Crossot臨時us CHAPUIS h蚤

種の検索表(雄〉

1. 迎鞘はほとんどぷ平で後方は平板状 lこ突出し，その下方はほとんど、垂直となり光沢を有しヲわずか

に斜阿部の痕跡を残す。中胸側主反は側縁近くに後方lこ向いた胞起を，腕部負')5 節腹面には鼎起をそ

なえる。後肢基i1ííは大きしシャベ/レ状 lこ後方に長く突出する。。岳・........一 一・ー .。・ 2

也君月 l土後ブiにおいてゆるく傾斜い斜阿部は中高でほとんど光沢を欠く。 I ド ~~û{}!Iド!民腹部第 5 ifiJ阪

Lljìには宿起を欠く。基íW5は中日tで，後方はほとんど突出しない。バリ 0 ・..，...・ 6 ・ 0 ・..・・ a 一一 .........3

2. ，-一週鞘後方平版部の列目印は点列部よりはるか後方lこ突出し，持形となる。立[':;2 ， H'Ij間部は$1 ヲIj

l 同部よりはるか後方に延びる c 第 7'~HiJ叩 :fi5 よりなる後fWJ角の突起は細く長い。体長は 7.1mm

l 内外0 ・・ 0 ・ 。…・・ 0 ・.........白 .........…・ 0 ・"'"・・ 0 ・・....・ .....，........， ..Crossotarsus lecontei CHAPUIS 

題鞘後万平l反郎の子iJ問 1111は点列1]:およりわずか後 }j iと突 J11 し i致桁される c ~5 2 , 3 子IJRiWI5 は:2f~ 1 ヂiJ 間

部より);31 く終オ〉る c 第 7 .~ 9 7iiJ 111]1むよりなる後担IJj円の突起は幅広く短い。体長は 6. 9'~7. 2 mm。

.Crossotaγsus laratensis BEESON 
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3. 腹部qll iY;ðll友1Mの中央官[j(とは長突起そそなえる。 町.......，.・ e ・ ・ E ・省 .............................4

L 腹部第 1 負iJJ皮i1iîiとは長突起を欠く・ 0 ・ぃ，一…白町一，....ぃ…・…・・ 0 ・ b 号.....・........... ..............5 

4. 一体:は主大大q き く納I長てしい、 O 遡革鞘i百f初θの〉会介f線ぷ近くのj点えF列iリj 吉削部|店:幻(は立;不J与干不不f子ドそtに;三υ;1り明y川jl際隊O 子列!せJ I日問[日悶;甘j i郎T%叩:η:ば立宗余斜11作11II凶川II吋I Î!】1市Eの前方から F屯託 F丹?状 lにご降起

[ しい， 後方川に凶伏ま山りNやや宿飢川川な削刷岬l問州叩同剛l
鋭く i長ミ戸三J灼守 I形:，;.ζJ7宅!f-ljする。脱却のが]は長くヲ第 5 節まで達し，先端は kフf;'に ltlti] ~こ青山する。体長

は 3. l'~3 ， 8 mmo ・・ ・・・ 0 司 a ・ 金包圃 e ・ 6 ・ 8 白 ー ー ..・ ・・ ・包・・ 2 ・・ @・・........巴・旬。..，正:rossotarsus simPlex MURAYAMA 

はやや小さくよ短い。魁鞘の会合線近くの14列部は不明瞭な条清か点刻列となる o その他の点刻

列も 1月|僚に認め ιれるコ間新の列間f\fjは斜面郊の前方から丸く降起し， ~)ずかに後方lと狭まり，駄

な阿IJでつ列をそなえる。斜面市先端の第 2 ヂIj問郊には小突起をそなえ， 後側戸Hま弱く， ~f~ く尖 O-!Iず

るわ阪iむの取iJはやや短く， -;;f� 3JJ友胤の後縁で終わり， 先端は上方lこ奇山しなし '0 体長は 3.1~~3. 3 

rnn10 "・‘ ...............................・盲・ 町四 回・ ・ー ..........・・・ 0 ・・・・・・ a ・・・ 2 ・・ Cγ0550tαγS拡S 拘itens CIIAPUIS 

G. I 斜 rf司郎は l}rt1 く 1[J向，後端の両側は突 n1j しない。. • • . . . • . • • . • .・."..，....司匂...匂 0 ・ e …… e …町.......... 6 

l 斜面 {:fíはわすかに仁~l;:':j，後出の同miJ ~ま笑t]-l[する 0 ・ p ・ ...，・ . . . • . • . . • • • . • . . . • • . . . 白..白 7

6ι. 一主遡自脚F桁目の主斜l両 J郎沼知;ば土 f魚急守主、 lにこ傾主斜、Hしいノ~， 後仰縁は lほまとんど滑"骨丹な干竜注母j状;犬たとなり E百問「丹!みをを‘火〈。 後縁 f巾わう央jた己 f郊1市ílにと:は土納

l しい、汚叩入川古叩削日日川カ
ιCrossotαrsus Z.αcordaireωei CHAP叩Ul S

|辺鞘の斜lド阿{む幻[日ÎiT~は徐々に傾到し‘夜組iJ縁は鋸歯状をなし [')]1ζ小さな [11Jみをそなえる。後紋 11 1央部に

ば刺広い f[j形の?な入泌をそなえ， その山総には小歯をそなえる。恨IH誌は反転しない。体長は 3.5

mm  内外... … ・ …・ 0 ・町・・ 巳・ ー... 町町・ ....................... ..... .Crossotarsus e持lanczρatus MURAYAMA 

7目[槌踏の百l 1, 3, 5, 7 ヂiJ f:il 郎は斜面郎のと縁で他の列同一郎より長くかっ J~-:J くなる。体長は 3.7mm

|内外田 0・・………・ ・ 0 ・・ e ・ ・ E ー一一…… Crossotarsus octocostatus SCHEDL 

! 四輪'5の個々の y'IJI日j 却は同じJ込さで I\]J じ!日J さ o ..,...... ,.,.,... ...••••.•. ,..... .......,.....,..........., ，.一 "8

8, l' iいま大きい (7.1' ，/7.3 mm)。泊料iの斜面 ~~r5 は不規)'[lJな点刻をそなえ， /長打時，駅前t を欠く。

1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・ 9 ・@・ ".....φ Crossotarsus rengetensis NllJIMA 巴t MURAYA凱A

さい。組鞘示、11 自 ff4T5の点ヂIJ ~Il は 10J 11台でまたとなり，列IlJJ ";151ごは弘iýJi.列をそなえる c 巳 9 

9・「体は大きい (3・ 4~/4・ :)mm)c ill草ríの斜[釘 i{j5の後Dlu'i'白の突起は強心 ド後 )jiζ災l[ J1 ずるがョ背|百か

らり]らかに認められる c {:主総のず入 f:il~ ~こは小企~iR 'jご起をそなえる。ダIJII'，]印は ~;rdïi ['{fjの!縁近くから

| IJ出く決ま u ~ F年起し，その後 Jiは鮫肌状をなし光沢を欠く 0 ・ 0

-ー Cγossotaγ$US exteγ抗edentαlus FA ll< MAIEミ也

体はノトさい (2. 8" ,2. 9mm)。匙!鞘の斜 IHî'~fijの後但IlflJ突起は 35 く F')jiと尖 ill し 'r'íi白からほとんど認

められない。後縁の :F11入吉1)1とは拡:i:氏突起をそなえない。州問 N~は斜面部の i 縁から後縁までて?陪，

久喜一 iE10 aa-- …一ー 2 …・ー ・ 一 …- …...・ H ・……，…一 ………- …… ……一 .Cγossotαγsus sαltαtoγSC !lEDL 
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種の記載

Crossotarsus lecontei CHAPurS 

CHAPU1S, 1865 , Monogr. Platyp. , pp. 24, 25 , 60，~61 (色，♀)

体長は雄 7.1111111，雌 7.8 m1110 11青茶褐色，復i取は黒色，光沢は強い。

頭部は平土1]，中央縦線はやや長く，その 1:.方は日む。表TIItは不整形で密にはJ刻され粗i急先手もにおおわ

れる。

自1日J{ifl 背は I!J話 Jぷく， 1悩よりわずかに;畏し、 o (t1IJ総は仁jl央部前方ーから後縁にかけ浅くえぐられp 封入部のがJj行

は角ばる。背国i は拘Jlかい )~tljをそなえるが，側)iのものは大きく密になる。前方側万には短モlを生ずる。

中央縦線は短くほとんど基縁lと速する。

組鞘l立/忙[Z ， :f之さは幅の約 11/2 位。但IJ縁はほとんど平行しp 後方でわずかに狭まる。点列部は狭く [lfl

んだ点条をなし，中央官民は浅く 1111 んだl~.:7iJ状となる。列 11司郎は幅広しわずかに隆起し明瞭な点刻をそな

えるが，この点主iJは後方に小さく~%となり p 後端はそれぞれ葉介状に突出するが，女王 7 ~ 9 :yrj間部は 1 つ

の葉片になり三角形状に強く突出する。 第 2， 4 YIJ阿部は応方で広がるがlï~~まに迭しない。斜而布告は非常

に狭し 禁片状突起の下方にわずかに認められる。腹部第 5 i~Jの中央部のやや ilíJ)]にはl!臼起をそなえ

る。

1ft任の頭部は(l1(Ì f~1z戸j肴J上部を結ぷ線より顕蓋にかけ 1[1面広く深く[りみ，そのl:縁は角ばる。 (WH，求は上方 J と)\.

きな湾入部を有し?を入部の Iて縁は竜骨状となる。中央~iUt~0)tは長くj'mæJi (epistoma) から頭蓋 lと速する。

表面はほとんどIn~点刻，告lfもで前却のみに川i療な点刻と垣毛を生ずる。 i~1zjTJ ω柄節は蕊方が大きくトツfjlC

延び畏三角形状をなして尖仇先端は中 11男郊の者生部を述えて延び 2 古おとなる。自íJjj削干の点主lj は 14f より Ii，CJ

lほ。泊料はより細長く，長さは I[Jfr\の 2 倍に近い。但IJ縁の後方は徐々に弱く広がる。主縁近くに横降起線を

そなえる。表面の後)jは点列部が不明憶で粗造となり短ちをそなえる。斜面f.[íは徐々に傾斜し予 長三角

形。後縁は葉片状となる。 後技芸節の葉片状突起は短い。腹部は指起を欠く。

守Et樹種:ラワンO

分 ずIJ: ブィリピン。

Cγossotarsus larat印sis BEESON 

BEESON, 1937, Ind. FOJ二 Rec. N. S. , (3) 3 : 56~57 (古?♀)

体長はUíô 6. 9~7. 2 mm，減 7.6~7.8 mm。哨茶褐色，後限は黒色ヨ光沢は強い。

頭部ば平均ヲ中央総t~泉付近はi:lえく凹み3 前顔上方に八の字Jjq.の凹みをそなえる。表面は全国に訟な不整

形の印刻をそなえ，粗造で良毛を生ずる。触角の制節は前方lこ膨らみ，基方11:下方 l乙突出する。

前胸 1fは幅広く， 長さはl協の約 11/6 倍，側縁は rjJ うた;古，1)で、浅くえぐられp 湾人;郊の前約は戸j ばる。背面

は細かい点刻をそなえるが， 1lllJ方の点刻jは大きく訟となる。「ド央縦線は短く j広縁近くまで延びる。

組特はノj，ç:'jム? 長さは限の約 P/2 倍， 1!1 IJ縁はわずかに後ブ71こ狭まり， 基縁近く Iこ fj\\[隆起線をそなえる。

点ヂrJ:"i日は狭心点条をなし基方ではやや深く[Iiiむ。予iJ間 J~I)は幅広し基方で隆起する。表面は後方ほど小

さくなる点主IJそそなえる。守í 2, 4 YrJ li司古ßi立法方で広がり基縁に達しない。それぞれの)irJ fi司部は後端で7J

j仰と突出し，三色をそなえるが，第 7 ~ 9 )i11l1司却は共通の三j干æ~ご起となり強く'1ミ 11\する。斜計jJ部は非常
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lと綬く十lldと山み三|乙泊。服部1;(>; 5 節は る。

t慢の頭部ば同jlJ!U灼詐~t:部を結ぶ線から糸にかけ深く凹み， 1二 iJ!lJj，，* iこ大きな入却をそなえる。湾入/il~

の l二@下側は竜 i号状をな iノ p 上縁は角ばる。表 rTií 1，ま m~l;i、主 IJ であるが，出j阪に間IJ毛の生じた !m~(な点亥IJそそ

なえる 023入在日の F:1f~と街な附二色をそなえ，湾人{{-r~ ド1]11J)j，山陥市上鋭、lとはトゴ'J'~'L 曲った密なヂIj)J:の毛日

をそなえる。 i~1(j句の刷j'(r"HVjは f:之7ICi;~l <延びた訟な阿Il:~sを，内1J刊紙 lとは内方 lと}'~ 1I1I した毛房をそなえ，

先加は 2 歯状 lと突出する。前j向背の点刻はt{f より明日求。処Uli再は細長く， 後グtjで、ゆるく狭まり ~;~J く{頃 ~q. す

る。ヲlj町村15の点主uはより i月 l僚。第 3 剛 5 ylJ lt'd部は訴さ1\で隆起する。後方の点ダ1m;は消火し， *rtJ~. となり JÙ

fこそ常生する。斜南部は~çj_ く，後筏は反転する。後肢翠j~lの長片状突起は短い。腹部 lとはF47起を欠く。

常生I主11"R :グパス材。

ッj 布:ブィリ 1二}ン， ラクトピ

Cn)ssotars釘s sim�lex lVluRAYAMA 

Mじ RAyAMA勺 1925 ， Journ. 心)1 1. Agr. Hokkaido 1111p. Llniv. , 15(4) : 231".232 (さ， Sf') 

体長ば;f:[t 3. l~'<l 8 111m晋間，J 時 8'>4.2111m c 茶褐色"複f肢は尽1!~，刻!IWi ':主主~'nr)，会合線内側3 担!Jjふ後

部を残し寅褐色。光沢 l士院い。

珂 I:;:I~ はほとんど、!λ珂， I~I 'Â':縦忠良はやや長く周辺はわずかに[!l]む。前阪上)Jは検にふL く|目。υ 表 r:füは鮫肌

状で切|僚な浅い点主ljをそなえる。

!日 l向背は 11I日よりわずかに長いり側縁は rl:1!rt~郊で深くえぐられ，入郊のがìjfJ は戸j ばる" 1YlIüは微組!な絞

肌状で秘かい点刻をそなえる。相lJ前 }jの点刻 l主主誌になる。 r!-r::k縦奈良は奴く基に述せず前方で広がる。

組事~fの 1\之さは 'IJiJO)約 2 情。 JLL列部は中央部で不明瞭な点刻列をなすがラ法)jはJJとく凹んだM，:条をなし，

後二tjは斜 rliÎ 郊のTìÎjぶから徐々に条J芹をなして[iJ[む。策 1 点列部は全体Jこ !II[む〉ヂU問 1'， [5は 11:/;，;)よく，制CûÎli[j li:] 

ガから斜前部にかけ枚、より，ほとんど似点刻。 :1S 1 )ilj間部は狭い o tiS 3)i1J川郊の基)jは徐々にl';l、まり制点、

主，1]をそなえる。tl'; 4 )iU:司郎は必方に狭まり基縁に述しない。~r!-iliî{~{5はゆるく傾斜し? 中 1"出後側fì] はおi く

長く突出する。後縁はd比一むこ 111 1む。点列部'-j:幅広く凹み， yUi同部はほぼ後縁辺くまで屯骨状ななし， j:GjlJ毛

をそなえる。 腹部t(s 1 ifrjは長い突起を冶し，その先端はと)jlこ鋭く尖る。

t惟の頭部はほとんど平坦かわず、かに凹み， 点刻は細かい。前頭はほとんと IWi毛。 Ijí])j印背の点刻は細か

し、。迎踏の郊 S 3乃U!同部は茶方に小1明、松をそなえる。宋!而-l~f~の後 fl [lJffJ 1，土 nl く ~n-\ し，点現rj;認は椛よ':J j大いョ

列n日部は幅広く鮫肌状， 隆起するが?出す状とならない。

寄生樹極:台湾注広葉樹。

分 布: fゴヌド， 朝鮮，支部(台内)。

Cγossotaγsus nit的'IS CH ,APLJIS 

ClIAPVIS , 1865, Monogr. Platyp. , pp. 25 , 77~~78 (2)); SCIIEDL, 1971 , Orient旦1 lnsects , [)氾: 387 (♀) 

[本長は雄 3. 1 ~.3. 3 mm , Ji:~ 3. 3~，3. 6 111m G ~~福乞い複[!}{は;:t，"{!'， o 光沢!:J:強い。

liJtlil5はほとんどキJ;!cl ，中央縦総ば凶くわずかに [111む。表;古川土復恨の卜~)jから fiJ'liíiJ主?とl二郎内)JーにかけじIJ到j

される以外ほとんど加点刻p 同r巴をlIJt~ (こ生ずる。

前1白j背の長さは IIJ日とほとんど!可じ J 似IHまは中央8T5後)fが浅くえぐられ?その前九はjワばる。I'c)'júí I，:ì j故削



凶-106 一 休業試験忠一問先報告 第 296 \寸

に点主iJされるが，湾入印l1íW， îJîJ縁は明瞭に点主1]される。前縁lとは附毛71Jをそなえる。中央縦線は短く基

縁lこ達せず，市]端は 2 分する。

湖特の側縁は liJ央 -;Wjの後方までわずかに広がり， その後弱くtIとまる。長さは幅の約 p九倍， 後fjはゆ

るく傾斜する。点列店[\(対 1かい点刻51]からなるが，後方は!!lJみ，点条となる o ;ÿlj問 :13ljは幅広しわずかに

中高で不明瞭な羽11点刻をそなえる。第 2， 4, 6 ?íiJ間郎は後方l乙同IJ毛をそなえる。斜阿部は非常に 1[1i\í1:夫い新

月形で弱く P1]み，後縁は丸く [IIJみ，外角内方l乙小突起と会合線両側に小突起をそなえる。腹部第 1 町中央

Jこは後方に向いた長い突起をそなえる。

雌の迎鞘はやや長く，微細な鮫机状をなす。列間部は後方で[l1[ まず，点主IJはやや明 1恥予言 3 列間部の基

郊には小頼粒群をそなえる。後方はし、ずれの列同期日も疎な(;?DIJ毛をそなえる。斜面部ば背面と区日IJできず予

ほとんど凹まない。外角は雄のものより幅広い突起をそなえ，その内方は波状をなす。腹部第 l 節の突起

は短い。

寄生樹種:ラワン O

分 布:スル群島，サノ勺カ 1) ?ンタン，マラヤO

Cγossotaγsus lacoγdaiγei CH日Ul S

CHAPUIS , 1865, Monogr. Platyp吋 pp. 24, 25 , 85~87 (ò ，♀) 

体長は1I;fU;:ft4. 2 mm。陪赤褐色，複眼は黒色予YiH鞘の後ブ7は ii;l褐色。光沢は強い。

鋭部はほとんど平担。巾央縦線l土tË.い。表面は鮫肌状，同1mをjNiにそなえる。上方には楕円形の大きな

点刻を，下方には細かい点刻をそなえる。

jJÍJI]旬背の長さは 1[1日とほとんど等しい。恨IJ縁 l土中央部後方を r[]心に浅くえぐられ， 寄入t\[lの前角 l土 j司ば

る。背面は浅いが Ii)J際な点刻を件il乙側方では大小 2 ;fi置の点刻をより慌にそなえる。中央縦線は短く蕊縁

に迷しない。

辿鞘の長さは悩のがJ 1 1/" 倍。側縁は後:H~乙広がる。点、手IJ 千'l[S は狭く線な点刻グIjからなり，J，t部で [II[な。

列阿部は幅広く小点主IJを疎にそなえる。第 2 ， 4 列|間部は謀総に達せず狭まる。第3J1j間部は恭方で広が

る。斜UlÎ:ij\は垂直に近く裁断されほぼ円形で， J二縁は丸まる。後縁の会合線部は指1[J乏く|凹み，その湾入部

の側縁は後方に反転する。1Jl1J1議中央l}[Sから後縁までは道官・状に角ばる。表面はわす、かに中山j，会合総は隆

起するの点列部は1*く日I[む o 71J防部は弱く隆起し，小額1ほと寝た短毛をそなえる。

雌は黄褐色。 ËJ! i唱の日ilrf:は雄よりも多く長い。古íj腕背の点刻は前J]かい o ~鞘は地より扇ム\zで細良心後

方 1/3 から徐々に狭まる。点列部は細かく疎な点刻からなり不明瞭，法方で止j く [11[み，後方では徐々に傾

斜し組泣となり JgBをそなえる。斜面 fillはほぼ新月形，竜FT状の縁取りを欠く。表面は弱く [111み短毛を生

ずる。

寄生持j極:クウン。

分 布:ニューギニア，ニューブリテン，ニューアイルランドp ピスマルク島，アルー品。

Crossotarsus emanci戸。tus MURAYAMA 

MURAYAMA, 1934, Journ. Fac. Agr. Coll. Hokkaido Imp. Univ., 35 : 138.~140 (色，♀)

体長は雄 4.0~4. 2 mm，雌 3.9~4. 5 mm。赤渇色，複ftRは黒色，迎鞘の後方は|倍褐色。光沢は強い。
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頭部はほとんど平担。 11 1央縦線は却しその付 J!JJ土問lむ c 表面は不規則な大きさの点刻をそなえ多その

間隙は鮫肌状。前の両側!とは大きく円い点刻を絞にそ江える。

前胸背の上之さは町とほぼ25 しい。相IJ縁は 1I 1火郊の校プ了を rll心にやや深くえぐられている。背白J(士大小 2

種類の点刻 Jとおおわ才 L，側土fの湾入部からが!万でははなはだ需に点、刻される。 Ijj :9~と縦線は続く子fじ縁 lζ;t し

7よし、。

組*ì庁のi乏さは約 l"/d針。担~縁はほとんど平行， 中央部から後方はわずかに狭まり，その後メL く狭まる。

点)iljfT5 は JBkなやや大きい点刻のグIJからなり，弱く fil!み， :;:ぷ方ではややり主く 11日む。節 1， 2 と第 3 ， 1[点列

部はお;記いにJ主絡する。ダ1) 問自iT5は微細かっ血と点刻される。沼 2 ， 4 子Ij間却は:tりまJζ注しない， ¥;f) 3f1j問

gl5 はぷ方で広がりJf\ 1, 5 3íiJ間部と連絡し|海起する。斜而gi5は 11 1向，丸く傾斜する。側?誌は鋭的状。後総

は丸まるが中央に大きな考人;:15をそなえ，そのよ;土j 片{JlIJ (こ 2 (路建j をそなえる。点列l'j15は広く深く凹んだ条

況となる。タIJ山部は炊く l寝起しョ小和、粒と剛毛3íiJを主lずる。

i日[のがj胸背はわ1よりわずかに長い c 迎鞘はやや細長，後々で~J5J く狭まる。 i'rr� (立後ノらで ω く傾斜して{ß;

ぐなり問主をそなえる J 点、列!万の点主IH立後;かで大きくなる。第 3 ヂ1] 日\ji;j)の基古151とは小紙社をそなヌる。斜

間iTjjはやや平坦で紘より色。側縁lこは小頼肢をそなえる c 後縁は弘i くへの字ノ|院に問み，会合総はりJれる。

表而は!j\~貸付:と剛毛をlぬにそなえる。

1，f1.:制組;台湾@:')よ葉例。

分 布: f� 7ド(jL)'I'I) ，文万15 (台湾j 。

Crossotarsus octocostatus SCHEDL 

Sc四DL ， 1935, Philip. Journ. Sci. , 56: 398 (芯 3 ♀〉

;'本長はげf:3.8mm ， 雌 3.9mm 内外。茶褐色。複眼l立浪包，地時の後方は 11計則自。光iI\_は強い。

頭部 J立中犬縦品Jllζ沿ってメしく 11M} 0 r[l 火;縦波はやや長く際;wし， 1'" ir~rlfは膨らむ。表r(n は村H'JJ三の大きな

点刻を fX:布する c i]IJ関付近はやや小さな点、おlを』山とそなえp 光沢が強い o

I'Jíj!正iD1~の長さは隔の約 P!1 倍。 nl1j縁はほぼ Ijljミ. i\15で浅くえぐられ，勺入部口〕前j-fj ，~，i -~LLr~};U\ 、表 I出は Ilíj

半 iUJ\点刻をやや慌にそなえ，仰IJ);の湾入部より自íJ方ははなはだ、併に点刻される υ 中央~i:t総は短く後};iこ

ねくなりさえがíUC::;主ーさずp 前端はjょがる。

組1\1~ の j三さ I~i院の約 2 倍。 1J[iJ滋はほぼ IjllJ'. {;15で机広く， lìíj後 lこ扶まあ。点タIJ )115は点刻タIJ からなりさJ、)i，

役hで [111 み点、条となる o _;fSl , 2 と 3 ， 4 点列部はそれぞれ却〈方で迎絡する。列市j{il5 ば微*111 な点主IJを不

規則にそなえる。iT~ 1 子iJ!i'rJ :\[5 は狭い。 2 ， 4 列問刊日立五~放に 1土しない。3:)íiJ![出，í5は基ブJでやや降起

し， 1:t1: 1 , 5 デIji山部と連絡する。後方では第 2，どl， 6, 8 3劦J l�'u ~おが隆起して京IjiX に:Jt: ILg し， ブí:沢が必い。

{也の列 mJ r~l) (j:傾斜する付近より低くなり鮫)jJl状で丸沢を欠く。湖特のフヒ起却の後方はゆるく傾斜し，光沢

を欠き附もと小額祉をそなえる c 斜 IflÍ部は羽111三いがrJl J[三つ Lßilj紙は)L く隆起し，後仰向は長二角形に災 11-.11

する。表面は消らかで光れがIjj1 い。

][11:の m~tri) の点主IjはノJ\ さく， -wより似υrfJ央縦和ltl土い。 8íJ:lf，û 背はやや同い 3 辿~\ì~はがより少し長い，点

列 ;'\15 は微細な点刻列;り〉らなる。前 3 タIjli'rJ :;15 1;土法力 1こ小知祉をそなえる。後 fj (í 3ピ起をょにき， ~日泣で絞JjJl状，

剛毛をそなえる。斜 rùi部はやや1幅広い:f!i )J J[::-; , 後側角は鈍く尖る。表面は鮫肌状， 小点刻と剛毛をそな

え，後総il[ くは滑らかで光沢をょにく。
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1芽生制活:カパス材。

分 布:ブィワピン υ

Crossotarsus rengetensis NI!JIMA et MURAγAMA 

NlIjlMA & MURAYAMA , 1925 , Journ. Coll. Agr. Hokkaido Imp. Univ. , 15(4) : 1宮9 ， 208~J 209 , 221 , 

223 (êS，♀) 

体長は稔 7. 1'~7. 3 mm，雌 8.2 mmo ;;\~褐色，複限はJ黒色。光沢は強い。

頭部のがìr而は翁く圧せられ，前定(jは横lと幅広く隆起する。中央縦線は|盗起し，長く頭蓋まで延びる。点

刻は丸く大きく先ミで附 Eをそなえるが，中央rm下)jでは小さし側)Tでは制jミい阿IJE となる o níjI治はほと

んど奴点主IJ，左右に各 3 悩のえさな点刻をそなえる。後限|二方には毛房を生ずる。

1)百 l淘背の長さはl福とほぼ等しい。イ!!IJ総は中央部より後縁にかけえぐられL， 2S入部の ïîÍ] f可は ffj (まる。背 Lfkî

は微剤11な点刻そう主にそなえるが倶IJ方の点刻は大きく疎。 中央縦線は短く問みg 浅く不均一な大きさの小点、

主IJからなる小さい心臓形の斑紋をそなえる。

期革ríの長さはl阪の約 2 倍。側縁はnÎj方 2/3 が広がり，その後ゆるく狭まる。点列部は細かい点刻列から

なり，主主1'\líで rUl む。手叩'，1:'沼は中 1よとから後)J1と広が仏微細な点刻をそなえる。節 1 ;>ilJ rm郎は狭い o trE 2 , 

HlJ lf日 ~:~3は中央から法)Jにかけ jJ( 立らないが， i正、減 lとは達しない。第 3 ， 5 )iIJ 間部ば基)]1と1;1(まりかっ日

まり，さま縁で第 13日j間部と iiß~請する。斜面部J土背illîから徐々に丸く傾斜する。後側角 l主主主}lI-状で下後方へ

三角形lと突 111 し 2 その先端は丸まり側方はわずかにえぐれる。突起の内側の後縁はわずかに波状となる。

表|可は中高で不規則]な大きな点刻と riJ毛 Jを密にそなえる。

i慌の頭部は前却の協:隆起を欠き，中央縦線はt.ít より短いが強く隆起し，点刻は小さくiJAiで前ilií は熱毛。

遡鞘の第 3 ， 491J問郊は iit; 1\11でより強く高まる。斜面部は町[より弱く中i託制毛は細い。後側角は突出せ

ずに)1] ばる c 後1誌はほぼ直線かわずかに lìíj)jiと川む。

寄生樹極;ボソ比 Machilus sp. 

分 布:支}Jlì (台湾)。

Crossotaγsus externedentatus F AIRMAIRE 

FAIRMAIRE , 1850, Rev. et Mag. d己 Zool.， 2 : 51 (色); CllAPUIS , 1865, Monogr. Pl旦typ. ， pp. 24, 26 , 

82 (♀) 

体長は雄 3. 4'~4. 3 mm , tt咜 3. 4~'4. 0 mmo 赤褐色， 絞luni 黒色， 期鞘の後方はH奇赤褐色。:Yé沢は強

民 1111 はほぼ平坦， lIJ .:R:wì:総{士長く頭蓋 lと延び， ドj万T!はま引|降孫起する o 2'表4面 lはま I古市前jí日íjJf刻ヨ凱如iリlにこ|切り川Jtl際奈 7なぷム心J点l

惰円7形l醇予の大きな点刻をそなえP 中央部では~I" 山と常となり，その結果単Jこ縦敏となる。

1泊施背の長さは幅のがJ 1 1 /. 位。イl1Ú縁 l土中央の後方を中心に浅くえぐられ，~入部の ij'rj角は角ばる。背

LfJI は微細HCJ5刻されるが， (\lIJ)j 弐入日111日)Jーには浅く大きな点主Ijそ密にそなえる。中央縦線は短く縁 lこ述

しない。

題鞘の側縁は後方 Jと弱く広が i) 1 ネヰ的 î5lí1.j泣から統治状をなして弱く狭まる。 長さは慌の 2 倍かそれよ

り長い。点列部は点タIJからなり基)j で1*く日1]むが，後ブJでは幅広くなり鮫肌状となる。第 1 列 [1司自[ll立点条
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をなす"列u口 ì'il)(，立川広く，後)Jでは長 .)1)仰とjたまり i滋起しp 小組~b!' タIjとやや短い附iJEタljをそなえる。表

rlül土中央却をl徐き微細な点、刻をそなえる。第 3， 5 1'1]間 llf; I主主主方で広がる。丸'E 2, 4 刈作，J 部はtll方で狭ま

り}，l*丞 lζ しない υ 斜júj :，， 11 1;土く背面Jjp ら徐々に傾斜 L" 背TúT!二旬]隙 lこ区間できない。 卜方には新J1 形の

平消印を干j ずる。後~)iJ月は長三jJj]院の災起を合ムし， f ui;のタトは日~f似1えとなりョ内ブjlζ 1/J\:;(起をそなえ

陪y

ノ;0 。

制tの頭部はやや伏く， IJj火 i'1[S ~ζ 情 i 'J J予の I~J 隙な/)，刻をそなえる υ 州止はやや長く街。 rìíjJ何背はく，側

滋のr!{人-gl)はやや浅く，表 iD-1 は微雨11 な鮫肌状。点t，i1はやや大きい。泌l1;rfはやや JXL く，非常に細かい絞WL状

をなずc 点、ダIJ部ば悲部を|冷き，やや不lリJ 版。't~ 2, 4 ViJ ii',Jiil \t:J: 'I'l，\]よい3vリ!i'rJ 自|日立基 ];1;で広がりノト駅付

mを有する。麹~t~li の後方はわずかに傾科し? 小獄中k と剛毛をそなえて)" ;ffi'ljI日1; は !'iïIIiと|リj らかに区別で

さ，新n )1グ乙突起を欠くがIJ\駒市よと 1;(，Jrr，をそなえる。

ll，flL令市:ラワン，メランチ，マラヤねむ

分 布:日本，支出(台湾)，市6地。

Ct�Ssotarsus salta卲r SCBlm!. 

SιHEllL ， 1935, Philip. Journ. 3ci. , 57 . 480 (♀〉

'Trachostus ρarvus BROWNE, 1960, Phi1ip. Journ. S仁i. ， 89 : 213 , 214 (合)

{本 tミ i土刈 2.8 ..2. 9 mm , i!;ffi 3.2-"3.3 mmo di日褐色， 後HRは黒色，姐革問の後)J はぷ褐色。光沢は j~~い o

l!}~i c~il5 はほとんど平:l:IJ.，中央:縦総はj乏く flllむ υ 表耐は絞肌状， I~JII京な点主Ijと奴毛/をそなえる。

前胸mま 1'1日よりわヲかに良い。側縁は r:! I j(: ~;~I~の後方を '1 ' )むにやや ì'\); くえぐられ， 百入郎のがI角(主 j臼ば

る。背 111Iは微細Tよ鮫肌状p 点刻 l立政で羽川〉いが， fjíH込側 }jで子討に k. きくなる。 r~l央縦線は短く誌説、 lこ述

ぜ;)， n門fJij は凹み 2 ジ上する。

鞘の j云さは似の約 2 �;'¥o illiJ紋は '11)と iil5f炎)j までjζが') ，その後羽く主たまるのか、:yiJ 1;1;は 11 1 ;:1::::':1; で点、タ1]と

なり，首ij .後方では泡な点主IJからなる点条となり弱く凹むが，後五傾斜 ;'\:1)では悩 rlよくなる。タlj il51 :t;[~ は脳広

しほとんど!!iL点、刻，傾斜市ごは放く j:Ji まり|制1] ものえた小劇粒子iJをそなえる。出 3 ， 5 タ1]li 'rJ 部はitk .h で

l~jまり，かつjよがりお五いに述給する ü i1~ 4 :ylj II'rJ :}II は }，lJjで狭まりぷ縁に述しない。斜面tiljは徐々にi良川

し， -Ihfií と切らかに区日はできないが，ジ[治 lこ判長い新JH;;。後mlJf与は鋭く尖り，その外)nとは小闘を‘そな

える。

itjtの頭部の点&1]は細かし Ilíj耳目の上方は1m 点刻で阿'1'[ はより多し、。店íj)J向 17 は wより長い。組制はnI く，

点亨lJ ifllのみは弱いc 斜面却の後側j与の京'1 は}，t く，タトノflこ闘を欠く。

三千/主防IIi市:ラワン c

分 社j アィリピン，ベトブム。
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Platypodinae 亜科

との_r]Jl.科は 12 弱が知1 られているが，輸入材からは Platypus， Biocis の 2 )誌が知られている。

属の検索表

1. i一白íJ的背の包IJ縁奇入t.jíは後βで縁取られる。土佐の題特は通常少なくとも先端のノbムで弱く傾斜する。ま

1. 

Z‘ 

れに指定に水平で，後端il土裁断される...... 司@・一一・@・・・ E ・ ................ Platypus HERBST 

一首j絢背の似11縁何人 i'H) I~ 立 lìíj方で1ゑ取られる。旭硝は少なくとも雄では縦に水平，後端は垂直に在~断さ

れない。 ..Baiocis BROWNE 

PlatYPl腿 I!ERBST 罷

種の検索表〈雄〕

か長さが交互に違い均一でない，....ー………・・一…・…"..，・"。目・ ...2

, J三さが!迂とんど同じである."，・…・一 ・ー・......，.……… a ゅ 6 ・・・ 5

され，上縁，側縁 l土竜骨状lこ鋭く j可ばる。[本長は約 2.4 mmo ・

. Platypus hamatijうen河 is SCIlEDL 

'-m~1f科Tlií部!二級は~)~く戸]ばらない............，......一・...................… ー・・ ・ ."・・ e ・ 3

3. i 遡栴'j の負'; 1 )iIJ 1:¥1 l~官は外阿部上縁で II;~J まらず斜面部へ延びる ü ・ p ・ ・@・....... ・・ 0 ・ 4

13'1]同部は斜 l両it倍近くで平らか市J母;[k~こ高まり突出した lli~ となる ο 体長は約 2. 5mmo . 

. Platypus quad打jlssilis SCHEDL 

4. 1-休 l立大きい (3. lc~3. 4 mm) 川背は太国く，長さは幅の約 1 ユM?。

..Plαt沙us shor印nus bifuγcus SCIIEDL 

一体は小さい (2. 4"~2. 9 mm)o I1Îj)向背は納長く， H: さは帽の約 11/. 倍。目。

".Platypus shorea抑制 mutilatus SCHEDL 

5. 逝鞘の斜面部は多少とも|海起し，切らかに裁断されない o ..............….....，.......，...............・ 6 

」対]1階の斜凶i部はほぼ車百 lと近く我f訴される。 …ぃ・ ・…。………白巳" . 一・・向。...・ a ・・・巳色町一".・白白… 32

6. ，-組鞘の f刻おま丸まり，側突起を欠き縁取られる。例外的に後縁lこゴ|常 lと小さな制れ日をもち会合線

~Tlれとは小さな突起をそなえる c ・・ '" 一.... ・・ 0 ・・........一....・・ 0 ・町一・…町 0 ・・・・..・・・ .................7

一辺鞘の後縁は会介線部 lとさIJれ目をもち， 1WJ突起をそなえる。・…ー・ 0 ・…。 φ....... ・・ E ・ 白川・・・目・… ......22

7. ，-池鞘の後縁は屯骨状突起をそなえ均今lと )Lまる。........ ・............. ・ .••.• ・ ..8

」迦鞘の後縁は非常に!l\ さい [111みをそなえるか波状となる o ・・ ・..・"......。 目・・..."・・・ 20

8. "姐鞘の点タu部は I，~j刻タりあるいは点会長をなグ (Platyþi hirtelli) 0 一 … ......Platyþus curtus CHAPUIS 

L一辺鞘の点yiJ -L~J，) I~'土条濯をなす (PlatYPi sulcati) 0 ・・ 0 ・..........................・・ e ・ e ・・ー・……目 9

9. l土問、[主古 1)か基'riflíl-þ央に点:ti1J群よりなる斑紋をそなえるのー......・ e ・..............・ 0 ・ ・ ..10

らなる班枚を欠く。ー ー・ー ...・ e ・ ......・ ー . • . • , . • . • . • . . . . • • .目…..・ .......18
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よる ， t'BI故!作ないし I11 Jl';の i社1文をそなえ 6υa ・ 010. 

よる斑紋をそなえる υ 組\\ì'j斜面部のヨ芝山は扶i'fr~で [1的1: く隆起することは

。 .15なし、。

で， Zミ起を欠き、 1:.材、は )fJ I，まり，後)j tc :Jt ，'I'，し， ;jnlllí:~15 とはj立をなすυ との山11. 

7 YU問却には小突必をそなえる 3 辺\\ìlの条ilいま狭心 ';f~ 3 ylJ II\J:州立第 2 yljll '，j郎よりり]ら

Platypus ραrtitus SCl1EDT かに叫11ζいじ体長 2. 9~"3. 2 m mo … 

閣制斜面市はややゆるく傾斜し， I[J先iζ1 対の j~.~bJをそなえる。 引 IlrÎ :)]5の t縁は突起をそなえてい

12 

12 ・ I-{本 l立大きい (7.7 mm 内州、〕。 脳科jの第 2 亨i! II¥J tr，)は 56 3 :71] 11司郎とほぼ守川!日。第 2， 4, 5, 7 タl_] itn{\~)は

|料 Iflîl~ljの j二縁で役)i ，~，こ鈍く:だi'll した35起をそなえ，百f\ 2 ヂ lj l~i1:"il)ω ものは大きく内力に Y'(I]lする。外

ても灼はらず，徐々に利 1(11 i引に移行する。油開は幅広い条1市をそなえる。.

PlαIy戸us signatus CHAPUIS 11th\11 の突起は円錐!]';， ik:';I){l[!J)j において IIIIML:く jぶからないっ。

さい (6.2 mm  ~.J、円。 イ良 I~ こ x1:i lí~'j のお 2 ylj iUH'[5 ~主治 3 列|川 ['[5 より 1[1日扶い (P. terebrans で

は等 '[113) 0 2 ?匀] 1:1(1 i'[lは斜面白IIの上縁で前く突出するか小的状となる。斜 111I部のうの)A;'\lí は 1J11JJi

13 

l ド央部ω後方から _W~J\:. 去よぺさ小里!Qf\r13. 辿鞘の:;，S 1 ~ 

I ?í IJ をそなえる。叫河川の 11 1 央にある災担は鈍い。休長ii 4. 6'~.1. 9 mmu..... 

iC幅広く隆起する J

2 ylìlm はほとんi ど等約で 3 :71] [i'1j)むよ{.尽くヲ

..Platy�us 1うαhangensis SCl!EDL 

1 ?匀] rl日市は第 2 ダ1] 11司 より|山らかに扶く?百í 2 グ11 ~-m .rr:ij (，j:出 3 )'1川官と:字ちで;政治 11 1，(点、安IJ さ

14 れ3 叫 I[U i;15の|縁から小和fJLをそなえる"封印中央にある災J'bはややお;い。，

3 y iJ WiÌ:'，!;の点主 IJ は '[1 :9;:1'，15においても iりj 際。前1I制?はi出大きい (5. 5~ 6.2 mm)υ 泊料の丸 2 ，

その医1 係はl!fj ，ijíx~)1-~の仰の 1/1 より小さいじ U}:1B1)はと深く f円±ら

PlatYlうus terebrans SCHEDL 

14. 

3 列の点主lj は 1+1~\!:1';[5において欠く。 rìíjW，jf(~ は弱くさい (1.0"4.3 mm)o 仰の郊 2 ，

説 ;:+1) ~，まイJ凱見ljtと弱く上ヒせられる。点主!J さ i1. ， ，(\刻併{土 kさく，その口径はがj胸干干の [1，，\0) M~ 1/3 。

Platypus ρurcellus SCHE臼L

浸fこ h、ょ巳をそなえる。きい (6.1'，6.4 mm)c 組制外 Iltは 15 は斧状に金く [[1み，光沢がなく，15. 

ぃ Platypus a)うicalis WIlITE これ:ま{念頭までわく F店íj 、ü'iのL)Jl，liHf!!1 が半崎íLJ J山ζ[1条し，

iìíj ]iJiはほとんど平

16 

一体は小さ L、。斜 [('1部は1' [11;白せずほとんど中山jで後方に向いたF!:>Cをそなえる。

。州

2 子IJ 川 ('lilj は必Hを121 き河í 3 yljli'J 、市よりやや低し姐l判長の半分より後プJからJι沢を欠

きノJ'賜iN ダ[Jをそなえる o ;r:!. I-m i~\~は 3 ~J 5 ヂilll'ri叩の法イれに弱し、指状の|年起をそなえp 示、1I出 l111外総

|にあたる術的[J 旧制とは小剛山そなえる c 前附は心峨仰川[1砲をそなえ， {JlIJ*:Jti,;]: iよ4 くえぐ

16‘一組制の河川，

町 Platypus setaceus CHAPU1S られる。出品~ 1，主主 IUli部を l{j~き:乙 ijfがある。半Hには 3.9…4 ， 5 mmﾇ 

2 ylj 珂 :(1)は少なくともお 3 Y'iJ li'，j!，，[)とえ守五で，泣i判長の 2/3 より後 )jから光沢を欠きやや火

きな願牧子[íをそなえる。斜I(:í部外まの立í 9 Y'iJ I;U ::1) ~どはな l布状尖起をそなえる。 tìí) 訴Jlrの位[1縁は

ウi寸1
ム~;長くえぐられる。
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17. 主8鞘は短く幅の約 11/2{~~1:の長さを有する。斜而部は趨鞘の Itl央から始まり， その中央郊の会合総

/1号制Uには基部のi膨らんだ大きな鈍い刈状の 1 突起をそなえ，古Îî縁:ì!i くのみ‘ 7 列 l間部には小突起と，

側縁にあたる第9ViJ阿部上には大きく主IUV 、 3 鋸歯をそなえる。自íj)向背の点1';1)斑はほぼ卵形。休Jkは

3.9m立10 ・…ー……・……・……一-一・……・ーー・…."・……・一一一・・・‘".… H ・... Platypus hisiγix SCI!EDL 

一姐鞘の長さは似のがJ 1 2/3 倍。 0'1IJ1i部は組鞘長の後)j 2/3 から始まり，斜面部の第 2 ， 3 タJ113 古él5+J 近

の 111央には 1 小災起を，第 7 列 1!'，J ßlí 下ノげには 1 小災起をそなえ，後縁の第 9 3'1J I:U ;\1íには小さいが鋭

い 5 r~ 6 恨の鋸悩をそなえる。前胸背の点刻斑は良橋円形。体長ば 3.1~'3. 3 mmo' 

. Platypus arduus SCl!EDL 

18. -油開上匝iの点、子ljm~は法部から後}j今まで条滞。料 IIIÎ郎の第 8 列間部は弱くな骨状となるが小照牧子uの

み与をそなえる。遡梢の第 2， 4, 6 タIJI:IJi'jlíは料百郎の上方においてやや722骨状降起し，他のものは次

第に{尽く丸まり公|両部 lこ移行する。斜l伝部の第 1 YUf1rJ iiiれとは明瞭な小額約列がある。………白… 19

ー制鞘 l二百の点列 ;}Ií は Jikßちから後)j' 2/3 まで浅く rrll み，不:lJUJiJ な小J与主Ijにおおわれ，斜面郊の前)Jで

条市となる。斜面古15の外縁となる郊 8 9UI出郎は葉状に災 UJ し，後側丸 :ì!i くで膨らむ。姐鞘の列間以

はすべて斜面郎の前力において弱く隆起する。宗十 rfn 却の白ÎS 1 列 III， J :'Il� 1，とは小額料:列を火く。休長は

3. 6.~.4. 1 mmo ・.. • . . . . • . . • • . . . . . . . . • . .・ー ・ ・ ......0.......... ・・ 巴@・・・ ...Platyjうus niiji問。i MURAγAMA 

19. i 体は大きい (6. 1,'j6. 8 mm)o lli鞘の主主郊にはノJ\額約をそなえるの料1(11 部は傾斜がゆるく p 上半部

lこ半円形の凹みがあり，その内方は弱く隆起する。斜面 ;}Iíの突起はやや太心斜面郊の後縁近くに

位 i註する。……ぃ …‘…一……… E ・-……ぃ…奇 H ・ H ・…‘…………・… Platyμ時 gem初日tus CHAPU!S 

一体は小さい (4. 5~5. 4 mm)。組鞘の法 i}:~ {こはノト粉粒を欠く。斜南部は傾斜が急でほとんどLjJ 肖。

0[ lliI郊の災担はやや細く，ほほ 1[1央部の後方に{ir:;占1する 0 ・・ ........... PlatYlうusjansoni CHAPU!S 

20・ 1ー麹鞘の点ヂIJ部は*ITlかく点主IJ される (PlatYlウ! emargz問。ti)。斜面部には鱗色をそなえる 0 ・ e ・巴ー21

1 辿鞘の首~ 1 ~3 点列部は条j'IW となる (PlatYPi dors伊sulcati)。斜面市には鱗毛をそなえない。体長

は 5.0.~5.5mmo ....". ・・・ . . . • • . . , . . • • . . • • . " . . . . ・ ー・ー・......・・..・ ， PlatYlうus ausiralis CHAPUIS 

21・「遡軒jはやや局不，先端はやや憾狭くメしま i九先端会合線部には川みを欠く。後側角は IlJl ~.京。体長は

2.2 mm� ・一 一.，.................‘。..... ・..............・ 司 ・・ @ ・ー.，..Platypus planodeclivis SCHEDl 

主目料は般千子と円筒形p 先域jは 1[1日以〈丸まる。先端会合総部には半円形の凹みを有する。後側;ilj はや

や不明日僚" 1*長は 2圃 5.~2， 7 mm o ・.............・@ ・ e ・・ ..'一 . Platypus 1う tochoides SCHEDL 

22・「辺革j)fの斜 i両部は枚状lと狭まり， Tì吋主8鞘先端が共通した突出部lご終わり，先端の同但1Iが突出する。旭

鞘の点列却は点刻列か点条からなる (PlatYlうi oxyurii) 0 ・・...........・・・ u ・・……・…・…いい・・..・ 0 ・・， 23

らない。後jまは:業状突起，側灼多側突起をそなえる。....・白目・，，，，，，，，，27

23 危 1--2辺鞘の点列!fjí は l月瞭な点条からなる。体はか褐色ないし黒褐色。泌鞘の允端は後 f)jiと;ミ i l'rしラ íllU

| 方に強くl'2~mJ しなし、 o ー…・ 白ー....…。匂ー・ー ・・..… n ・ー....... ・・.. • . . • . • . . • • . • .・…… q … ....24

」主ill鞘の点チiJ部は細点刻列からなり， :<<:: 1 };~;~タIJ 部を除きli，'*'とならない。:泊料のほとんどは黄褐色で

半透明。 llilt!iの先端は分岐し， 下側)j' tと怯く ;JH がる。休jえは 3 ， 3~/3. 5 mm ,' 

..Plαt苦争us bijlexzも OSUS S，巳:HEDI
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24. -;l'l!鞘先端の災 tlj郊の前方は円形lと縁J反ら才L，小さいが斜面市状となお。うtJ;Mn:)~土ほとんと、丸まり，

尖った災起をそなえない。 11Îj股??の /;1、主Ijは大会くりJ:立。体長ば 5.5 1nn1 o

Pl呂I主台us obscuγus SCHEDL 

出向変ブ1](土縁取られるととなく，斜面i郎を形成しない。先端は紋断されご〉か 1 ~." 3 佃の尖った小突

起をそなえる 0 ・ 2 ・....・匂 ι 陶・ 6 ・ 0 ・ a ・............"....，。ぃ. • • • • • . • , • . • . . • . • . • . . . . • . . .φ •..• …・....， 25

25. い (3.7mm J去り。 X:E ~~1~ ~立長しがJR向背の反主の 2 倍以九十;11被を欠く c 光~)~(は強い。

似111'ゑはほぼlîôJ 1/3 からを!とまる。 :'jÎJ胸=汁は 1リJn;)Uと}，\1、刻される 0 ・・@・・ 6 ・・・ ・・ a ・… ""2fì

一体は小さい (2. 3cv2. 8 ffiffi)。迎仰はく，前1印7?の I毛さの 2 倍以 l~でも見敏をそなえ鮫肌状。光沢

は弱いっ川縁 i立 1[1 央?仏から後/lilこ狭まる。先品l土斜めに故国J される。 iìíj Jjí，~背は不 iリ]1 1なに点主1] され

る。 • PlatYlうUS oneratus SCHEυL 

26也ア{ふ l土大きい (5.5 、 5.8 mm)c ;lil fii の点列f'r[1 は戸にく lÿ ll岐にlí:， tl] される。 子Ij叩 fißO~コ点、刻は明隙。先日i;

1';-\) 会子J4J主の 1~]Jうは広い。先端は J与く外泌がj~II}11する。・...… ， ....Ptαtyþus xylograρhus SCIIEDJ 

さい (3 ， 7" ノ4.0 mm)n 公的の/、~ylj -!'~-[~はやや i:1:く， }，'以IJ は小さいの列!日J:郊の点おjはイ~I~] I隙。

先端部会ウfdiの i旧みは 'llii; 1:!~い o jt械は J.'正く tj~S;まが'j~ 11 I 11 ずる。 ..，....ー ."... Platypus solidus WALKER 

27 より先端まで F，]様な構造。 '"",, 28 

あるがョ会心江くあるいは:後ブj~l[ i日 1'~-1~ J江くで条況となる o ...""1O 

28 くとも後jJはウ jレジミU\ ご;Yt()(を火く (PlαIyρi semidψressi)。斜面 ，':1\0) 担IJ突起は 1[lft! 扶

ー ‘・・・・ 29

JH1rWí は jもれがあり 1 iFIご、[ Ifli 郊のみ光(刊を欠く (Plalypi lunati) 。料「日[:':15の (lllJ 'j"起 ti似広心後縁

入ちには小的を欠く。体長は 4. 6 Inffiu ・ ，..・ e 匂 2 ・.....Plaiypus subde戸ress附 SC IlEDL

29ω さい (5.3'，.5.4 HUl1) 0 X!1桁の後段は単純なぽ状に;日|ふ会合総の]，r:j ílliJl;ζ突起を欠く。

Plaiypus conlaminatus BLANDFORD 

い(約 3.7 mm) 。 :;!5111JI11 Ij にほぼ三角形の大きなうえ:起をそなえるよー

0 ・ 'Platypus lurcicus SCHCDL 

30. ，.…!i!'l!('l'(の Jj);半部はウノレ、ン状光j!とで新iい点条をそなえ，ぬ半)\]:; (土 _Yé沢を欠く o }，tj_列 11;は矧五千に深く ìl"):[え

となり点主IJは不 lìJ日目:t (Plα tyþi 0戸aci-carinati) 。イ*fくは約 309 1Il1Il，

Platy戸ltS carbonescens BEESON 

31. 

そなえ， lìí:こ斜面 (~'l~のみビロード状光沢となる (Platyþi signati)o 0 , ....31 

きい (303…3.9 mm) ハ "t)iSliJiの 1&)]I ， lj側はや付寝起し， 仁t1央部は山む。 11íT凶 -ITはやや末記

く，えさは闘の約 1 的。点、刻印j土約 30 i回の小さい小孔lからなる。組側の条ìl\j は 1幅広し、。約百 '';15

.tブj 会介fl，Íijl[ くは誌を起する。先端会合製品泣くにはj;jJ平な11\災起と後保IJ誌に恥Y な 2 小突起会そな

え多その外プfのものはややパきい o (j:[ìIli:市内には小駅北をそなえるが日隙な突起を欠く。

..Platyアus indicus STROllMEYER 

{いま小さい(1. 8~2 ， 2 mm)o l日ill.Hの後:方は杭Jと降μョるの前]&tl l'-? (土前íI長く， 長さは旧の約 12/5

{;iJ(o 点
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くは凹む。先端会合線近く lζは小突起を欠き，後1M縁にはやや大きい局三l' な突起をそなえる。斜面

1.i:官はほぼ中央河側 lと強い l 突起をそ江える 0'" ••••••••• ー . ...... "Platypus transformis SCHEDL 

32. 前方はー般に膨隆し，その後;訂はTIfIl:II と:ìZÍ く哉附される。表TIlTは a般に深く UD;ひ。 後

縁l土中央で深く奇入するか，側ブ!i (，ζ)(きな突起をそなえる (Platypi C1ゆulati) 0 ・・・・・ 6 ・........・ .33

遡鞘斜面til5の前方はij~降をせず，斜面郊は斜lこ殻断 3 れ，表「古lはわずかに隆起し後縁は丸まあ

(Platyρi truncatiρenni)。斜面ltr:G会合線部はわずかに!日iむ。体長は約 2.4mm。…・

.... Platypus fallax SCHEDL 

33. 迎鞘宗十[[1部先嬬の宵入部は斜面部のほぼ 2/3 Ki主する。斜頭部は光沢が強〈雪入部周辺で強く庄せ

I GtT，隙な短毛をそなえる。斜面部周辺は隆起するが鋭い市骨状とはならない。を入部jilû19 1j の突起

|は長七内側先端近くでわずかにくびれる。休長は 3. 3~~3. 9 mmc' ・....Platypus for jicula CHAPUIS 

凶鞘字情部先端の汚入山科郡部の半分lこ達するかそれより浅い0 ・ ・・ 34 

34・ 1 凱鞘の側縁は 11 1央部が最も幅広しその後方は狭まり ~ ~~~ト「耐f出の前)j で非常に強くくびれたあと顕

|者に膨らむ。斜面部は光沢が強く p 中央部は lワJYiζ広く強く圧せられ，疎な短毛をそなえる。側縁

部はやや「刻字な屯骨V，。湾入部は斜面部のほぼ半分に注し， 内側は波状となる。体長は 3. 6'~.4. 0 

1111110 .........…・‘町一・…・ー・ー・・・・・ー 一一・…・一一…-・……ーーー・‘・…一一一・・一一一一.， Platyp悩帥nega SCHEDL 

一魁鞘の側縁はほぼ平行か中央1~)で少し広がり，斜面1部のが!万でわずかにくびれヲその後方はかすか

に膨らむ0 ・回…・…町一一...……....…...・...…・… …..., ……・ ...・ H ・...………ぃ・ e ・ . • . • . • . • . , . . .… '35 

35. I迦鞘斜mîi51Sは一般に光れが強く (P. caliculus を除く)， 全体 lと強く 1Eせら才l7 上縁の会合線部は

側縁より明らかに低い。侭IJ縁は肉薄の竜骨状となる。 一..... ・ 0 ・ 0 ・・ 0 ・・…・ υ……"… 0・・…… ...36

」遡鞘斜|両部は北沢が弱心部分的に弱い凹みをそなえ，上縁会合線liISは側縁11 1央部と同じ高さかそ

れよりわずかに低い。側縁は内厚のì{t't守状かp 尖らすと丸く隆起する。 ー ..........・白…・……，… 41

36. 1-体は大きい (4. O~5. 0 mm)。周航↓前Til)の奇入部は突起をそなえず長三角形。表面は微細な点刻

| をそなえ， その 1:\]隙は平滑P 中央部左右 1(53立し\店主起を有ーする o 。…・・。 Platypus cuρulatus CHAPUIS 

i 休は小ざい (4.0 mm  tTTご)。旭鞘斜阿部の宵入計rsの両側は波状をなし. ノト三角形の突起任命ーす

芝、 o ....・ H ・...........・…………ー…………ぃ……… E ……ー一................…・ー…………………"，37

37. 一担辿』革幣背主宋斜、十|面白印郎1日S:後全削4絞￡の [上一方ロの)j)匂.!j 入;"， 1ド:は下j方Jの z背ミ入1部1唱官の 11:日の 1/川3 より;狭史しい、 C 斜面i郎官削;は立幻手背干百から兄てほ lぼま一

l 即設酬l断祈され 削一j陪凶さ以才
担凶;鞘斜(白け:irsi後表禄の I ブ方j方Jの己芯;入 f部;市官引;はまご j刈q引j形巴で下方の手奇奇入剤部iの 1悩l帖砧の lν/2 よ Jりコ 1似J{料f仏4 広しい、'0 斜耐郎の l

11内向i河j

3訪8. I休は大きい (α3 切 3mm 以 Iヒυヒυ)。斜百部lはまトF方 lにとオわJ ずか Jにζ延びた lド川]リj 形， 下総の奇入部は 般に似狭

| く，中矢の菌は小さい。…。一白日白い・いい 0 ・...・ 9 ・ 6φ......... ，.ー . • . . . • • . . • . • • • • • • . • . • .ー・ ーー ...39

し休 1;1:小さい (2. 8"j3. 2 mm)o 斜面却はほぼïE問形， 卜総の f，~入部は幅広く， L[l央;の歯は大きい。

.. Platypus pallidus CHAPUIS 
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39. i 一趨鞘の斜面部は微細な鮫!日L状3 光沢は回し点刻は微納-/p ， これを欠く o ol~ j[tj第 3 列|同部の点刻は

| 中央部において未明 i僚となるハ体長は 3也 6~~4. 0 mmo ・・・・一周・ーー 号 ・ 0 ・ Platypus caliculus CHAPUIS 

L一也新の斜面白，1)は大きく点刻され，その 11日 15~{ ば '1へ什で光?}，~が強い。持 lllíの叩 3 ;;;1; IlfJ 部の点刻は rj1x t\l;

において 1Iljltúo 体長ば 3. 3'~3. 9 mmo' 2 ・ a ・ .....10

40. 1一頭 i~ßは説ÌË敏1J; のf.ll 哀1]をそなえる。 fÌij J向 7干の点主lj は切J Ii立で。組鞘)il] :m在日は小点主IJをそなえる。第

I 2 ラ 4 )1'1]1;';] 1':1; は誌方で強く狭まる。斜I相部の i!~入~l;~{Ç ~立長三角形で狭い c 体長は 3. 3"~3. 9 mmo' い

...",...‘ Platypus Jうseudocupulatus pse14docu�ulatus SClICfl!. 

頭部は丸い点刻におおわれている。前胸背の点主1I はノJ\ さく疎 o yl]r，iliil)の点刻はより l州政 o ~n: 2 、 4 

列r:日(11 は悲 )jで強く 1;民主らな Gìo 斜面部の入 i\fj は三 jfJJf;で幅広い ζ 体長は 3. 4~.3. 7 mmo ・・

噌 ...Plαty企14S pseudoc現金ulatus sundae抗sis SCHEDL 

41白「捌草Þï斜面 ;'411の主主入部側方は波状をすよしp 小:Jé.但をそなえる 0 ・.".…...匂....…パ ι ・・句..・...・""..<… 42

組桁斜 Itlî 却の;ゴ入 :\15担I])j は|寸]弧1えをなし，小突起を欠く。 ...43 

42. ，-体は大きく (4.3 mm) やや太奴い。前胸背(.j: J~dl く点刻され，その Il日出は鮫肌状。辺rN~の但1]械はほ

とんど乎行υ 科部 7'1;0) 1 緑、は ~i~r rfüから見てゆるく I]JI\をえがき，表ヨはほぼ均一にj 仁吐られる。

I .............................. ...... .............. ........................Platypus 戸íníperda call1bod僘nus SCHElJL 

1 体は小さく (3目 1 ノ3.6 mm) 細長い rìí} iJúJ 背(， jjj~J く点安iJされ， その 1:り隙はほぼ、!ム泊。姐析の但1]禄

は後方iと広がるの会l:訂 -~:~'15 の f-J矛 l土中央で前方に Iltl がり， 1 [1]院をなし，表1I1I(土 1 :1Jほど強く店せられ

zbo ueu-- …・…日 ..". …・ ・ 哩 ・ ・ ・… ..，.‘…・・・・…、.ー・・ー…ー・…ー.... Platypus 111uraya111aensis SCIIEDL 

43.γ一体は一人きい (3.3 mm)。姐鞘後縁のを入 ;"il; はほぼ科ITl í:''iI; の、何?に注しョ !日 ä ß!'j の尖起は阿jよい。 *'1

面向;の会介線付近は 5J~~ いが 1;10\;五く降起する。' Platypus maritinus Snl1WL  

f.i，はノトさい (3.2 mm 以ド)。姐鞘後縁の湾人的は斜面部の 1/3 に注し石llWJ の ~!gdは杭狭い。斜

面部の会介線 lí付近は宿狭いが強く i海 l也するわ組幹jの ~IIJ縁は斜面 I~:l~の前方でやや強くくびれる。

..44 

44. -l]鞘斜面Hi5の湾入{j:i~ (.土杭 l と l!J@)よく，下 )jで;1;がる。íÌÍiflv� ol'ìの I_~l_~~と縦似の点刻斑は小さく， 1:7lJのぷ

五IJからなる。体長は 2. 5~~3. 2 mmo ・...町・・ a ・…，"，..・..町句 一ー .Platypus hiuncus BLANDFORD 

じかわずかに '11M扶し 卜方で 1)(まる o IlíîJ州?の中央*，út総同似IJの点刻斑

は大きく， lま(ま 2 列の点主IJからなる。体長 (i 2. 6'~3. 0 mmo 町・・一日。…司岡 ι Platy戸us agnatus SCHEDL 

種の記載

Platy�us hamatiþen河is SCHEDL 

SCHEDL. 1970, Kontyû , 38(4) : 364~~365 (古〕

体長l土雌 2. 3'~~2. 4 mm，批jf: 2. 7~-~2. 9 mmハづH国'({'" t長 fl民と IJíjJ]旬 ~I'Tの中央縦約;は烹t色。辺市11の係、 JJ[土 ;J;

褐色 c _)t.Ji;ti~，士強く ， i担桁;士市政相I[惜i立によって怖く。

政 gi3(土幅広くほとんど、I~担，納かくイ， Ii)j n~( I ご人，~î，$日j される。

前胸背の良さは慌の約 1 1九倍。側縁は r:jコ央部長 rjJ)むに深くえぐられ，入部の後fJ11土少し)(r-Uするの
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背面は小さな点主1]を政lこそなえ，日総と基縁lこは被をそなえる o 11]火縦未来は短し基縁lと遂せず前恒IJ}1'と

浅い不整形の印.{(I]をそなえる。

題鞘の長さは 11I活のが~ 2 倍。側縁は後方lご広がる。点列部は大きな点主IJからなる幅広い点会きとなり浅く 1111

むがp 斜面部の前方で消失する o yl] 1m部は~'&*rtHこ印刻され怖く。第 1 ~3 列|笥 )'(i5は後方で平滑となる。斜

面部の前方はョ平沼な帯状となるが隆起しない。斜!百Îti!5 i;土斜に裁断され小楕円形。後縁は斜面部の 1/4 芯

育入し，その湾入部の外先端は尖り 2 その内方はヤットコ tたに強く後方に突出し内方lζ点i がる。後縁会合

~良部はメしく突山する。斜阿部の周辺は弱いが法く竜骨状Jと突出するが， J-縁会合線昨日はこれを欠く。表面

はほぼ平j:[I， 1送方が熔状に膨らみ短毛を持「た小頼粒をそなえる。

腹部の 1[1央部から外先端にかけて弧状の屯舟状突起をそなえ， ζ の付近は際起する。

阿tの前j淘背は少し短く， l�j 8句背のm入 ~ßの後角はほとんど突出しない。中央縦線1111J方には f径約 10 似の

小孔をそなえ惰円形の理伎を形成する。姻鞘は少し良心側縁はほとんど平行で後縁近くで丸まる。点ヂlj

部は狭し点刻;YI]からなる。子ljli日市はjよし微布11 に印主IJ される。第 3， 5 ;ylj 市J )ijlは基ブjで高ま D ， 11\駿村:

をそなえる。斜 lfí日出土徐々に JL く傾斜し，表面はm迭で煩ちをそなえる。

寄生1M葎:セプテイル。

分 布;マラヤ。

Platypus qr叫品dγifissilis SCHEDL 

SCIlEDL, 1936, .Ann. Mus. Cov. G巴nov九 59 : 57 r~.58 (合); SCH百 DL ， 1961 , Philip. Journ. ScL , 90 : 96 

(♀) 

体長 l土日 2.4~2.6 mm。階赤褐色3 復仮は)i\'，色，頭 )'\15 上半多 i図鞘後方l立市褐色。光沢は強い。

~ft i'; llは弱く Ill~'，:Jo 1[1央縦線は;長く，乙れに沿勺て rllな。前関部は槌に凹みp との!これttnこは l陥広い縦鍛

状の印刻を -T方にはやや大きな点主iJを密にそなえる。

Tìíj/j旬背の長さは Ijl日の約 P!3 倍。 ~\IH豪は中央部の後方を中心Jと浅くえぐられ，入部の後方は列、方 ~， c 強

く突出する。背面は納かい点刻を疎lこそなえるが，前1J， 前日j!J)jのものは大きくなる。I'[J央縦綜ばやや長

七 lìíj削 Jj:と名約 10 個の小点主IJ 社H~そなえる。

旭硝の長さはi院のがj 2 1/5 倍。点ヂlj部の点刻は大きし 後)jは 11司み， やや狭い条i汚となる。前方の点刻

ばIAIo お l/i.;yr] :;[5では前ンゲも布団し\，長条となる。列 i liJ rtilは幅広く後ブ'i(ζ狭まる。均'14列|山部は諒万で高ま

る。負í~ 1 ~ 4 列「11〕部は後)iで鈍〈尖 iJ 短:nをそなえる o ~~ 2~ 4 列 lî日部は5{) 1, 3 列 i!日古11 より吃よい。 節 5

~9yljl市部ば共通のな骨状突起となって終わる。ネllífÎ:';j5はほとんど垂直に近心第 1~4 列|市郎がそれぞ

れ}二縁で突 ruする。1U1Jff豪は 2l')5 r-9 列 n~部が?百骨状l乙突 H~する c 下似IjfJj(ま下)jへ三角形に突出する。 ド縁

は会合線而側から{flIjj足起古111とかけてドブTIζ葉片状に突出し，先端iは 2 分し，その内万のものは長く大きく

延びる。表面は弱く rIJ [iðfj，周辺は幅広く圧せられ，会合総付近は|姿起する。上方には逆八の字形の隆起線

がある。中央，'\15鮫JUU丸小額枕を宿lこそなえ;-iI--[，を*ずる。 P;jj互の押圧 ('i別立平 ?ilj で光沢が弛い。

;:;EU~H主:ラワンP カプーノレ， メランチ。

う}- 11百:フィワピンヲサラワク多セレベス，マラヤp メンタワイ群島，アン夕、、マン群島。
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PIαty争us shoγea礼叫s bif乱γcus S巳:HEDL

SCHEDL , 1938, Philip. Journ. ScL , 67 : 122 (ó，♀) 

体長ーは対f 3.0'"3.4 mm , itii;;. 3 ，ノ3.6mm 。 功、褐i~IJ1 延 öJ{は黒色， 閥幹iの後方は音亦褐色。 光沢は強

し、。

llt!日， 15はわずかに中山j ， it1央郎は ~J5J くメL く fr:せられる。 1[15込縦線はやや反く 1 II 1む。表部は鮫肌状で縦長ーの

点刻を密 lとそなえる c

rjíJ 胸背の長さは 1[ljl;F\ のがJ 11/6 倍。 ~llJ緑、は 11 '央 -rl;r~の後jfを司 IJじに戊くえく、られ， 有人)引の後苅は弱く尖 UII

する。汗苅は議lJかい点刻を正;iuとそなえ，有力，Tìíl側)i， 後jJのものは大きくなる。 1[1 うた縦特)!I :l尽く役縁 lこ

;主せれ大きな点主[1 よりなる長心臓j巳の大きなi忌刻斑をそなえる。

組的の長さは I!II~の 2 f古 Jζ近いの似!]縁は後 )]1と広がる o )託手IJ 自j)は狭く点条をなし 1 11 1 :1:)'0 7ííJ間t':15 f i: jぶく， r}ﾎj 

カに1;たまり， il~jf5は高まる。市 HU日J I~I)は j大く ， !i~ 3, 5 列 11\1 ;羽 lどは細かい}Äはりをそなえろが科:日間5)~互く

では鮫肌状!となる。第 2， 4, 6 列 1m /\15は;í1![田町近くで狭まりわずかに隆起するわ;;t:;3 ， 5 列 n lJ D15は後方で

);，1モをそなえ，まり突!日して尖りヲ斜げ門部の上縁突起となる。 第 7， 8 タiJ lm 1ij5 は l、後:汀!と {{t!加し，外紙

突起となり短 Eをそなえる o ;f;j rfii :';f5 はま H乙傾斜いやや品不な半円形で中!日)，鮫m状，光沢を欠き )~r:lちを

そなえる。 ::;(l7 ， 8 列 l同社iからなる外縁尖起の内側 lこは下方に延びる j長三jfJ JT.;;の葉 )'1 状突起をそなえる o

7íurm却はと力で明僚に隆起する。

副fLの百ni'，~はお:よりやや細長くかっ強く庄せられ，点刻は丸く紬かく線。前胸背は知かく， [jíj縁近くの点

刻は大きい。点刻JtEは幅広い。姐'ffíの後ブJは弱くメしまり，鮫肌状で小額校と剛 Eを不1見j!1] !とそなえる。市

2 ~.. 5 )�lj 1m ;";15は誌んでi出まり小頼lèr:;をそなえる。 tn ~1 ，-~ 5 ダIlr:'，];':15 は後 )f で問!ぶくなるが~~n-!，したり隣起し

fよいハ斜百-t1rHはやや百戸J )1引こ;ú:く，後縁はわずかにへの字;[三で小!f財と J!i'[を怖にそなえる。

:rtj:生協JFu :ラワン，メランチヲカプF ル，アガチス。

う)' 1r� :ブィリピン，サノ九サラワク，力リ?ンタン 1:. }レマ，ベ卜づム， マラ γ，ス 7 トラヲモノレ

ッカ]作品? セレベス p 二 ， -Aーで二二ア υ

PlatYlうus shoreanus mutilαtus SCHEDL 

SCIIEDL, 1938, Journ. F巴d. MaL St. Mus. , 18: 359 ((1;，♀) 

イ<il li 主主は IÌÎEllij主に主nü去するが次の/\で異なる。

体長はMt 2. 1{へ.2.9mm ， 雌 2.7 '3.0 UU110 j，ÍtU~1\(iコ J江主[J は/)\さく lí)~ ， 111 央;縦協の lilJみは深い。前胸背の

長さは l院の約 1 1/. .f点。組]4n~ \.ま jどく， {，にさは 1[li1\の約 2 1九位。 f{S 3, 5 列!日j 自 15の伶 )j で心 Il~がり )j は弱い。

斜 rm ßil のi:f57ヲ 8 列問主15からなる {JllJうた起は Jミく， i:{S 1 列 n:!r-J gi~の降起は強いc

雌の11:1刊は納長い。1f5 3 列刊j:'，[jは XUiで jよがりノJ\頼杭ふそなえる。斜 í[1� 1;15 0)後緑はより強くへの字形 lと

!凹む。

;イf"=UM粍:ラワン，サラワク j;~ ，メランチ， メ/レサワョカブー Jレ。

分 布:アィリピン，サノちサラワク?カリマン担ン，マラヤ，スマトラ，モノレッカ昨日，ブJレ 1440
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Platy�us curtus CHAPUIS 

CIIAPUl S, 1865 , Monogr. Platyp., pp. 36, 261.~262 (古); SCHEDL, 1935, Phi1ip. Journ. Sci., 57: 488 

.~489 (♀) 

体艮はMi: 3. 4~'4. 0 mm , J佐 3. 8~~4. 5 mm。赤褐色，遡鞘後半は日奇褐色p 被服(;).黒色。光沢は強心頭

部，斜面tfl) (:;1光1J(が鈍い。

頭部はほとんど平JI!，前頭側万はわずかに降起する。中央縦線はtü く ~IJむ。表面は鮫肌状をなし，光沢

弱く，横織をそなえる。

前胸背の長さは幅とほとんど等しし但IJ縁はやや浅くえぐられ9 その後角は角ばる。背面，1\'土大きな点刻

をややih\iにそなえるが，基苦11のものは大きく許!となる。中央縦線は短く基音f)lと達しない。点刻斑はやや大

きな点刻よりなり，ほ:ま心臓]巴。

麹鞘iの長さは ~I高の約 13九倍。側縁はわずかに後方に広がる。後縁は ftii 色 l亡丸まる。負'í1点列部は浅く

狭い条I~; をなすが，他の点子Ij部は良楕円形の点主Ij列からなり浅く凹み，基ンケで明瞭に [l~む。ヂIJ間帯j\は幅広

くわずかに降起し，点列を不規則 lとやや密にそなえる。基部，斜面部近くの点ylJ はやや大きく黙となる。

来11引とは小秒、粒をそなえる。斜面部は中高で鮫肌状。\;fí 8 列間出よりなる側縁は鋸歯状。 1.方の点列部は

浅く凹む力士保安IJを欠く。列間1~目立小頼社とこれから生ずるは立した附毛を? 卜 jnとはやや慌にヲ 下方 lとは

ややl球にそなえる。信 HIJ問 1Iiß\'ま 11 1央 t!~l'こ明瞭な fTJ錐j~の突起をそなえる。

t惟の前胸fニ?の点刻E立の後方If[央縦総付近のものは大きく小干し状をなすc 思料の~lll~まはほとんど平行で斜

同部近くで徐々!と狭まる。背面は後方で拐く傾斜する。郊 l 点列部は長楕円形の点刻列からなり弱く [Ujむ

が他の点列 11日 l土問ーのものよりやや深い。主l PrBの小蝋粒はより目瞭。斜面部近くの列問郎は/J\頼校と阿11'[を

そなえる。斜Tiiî部は急でほぼ三角形，湖稿~上国とは第 1 3i1J 1釘郊を除き講で区切られる。表凶は鮫WL状?ノJ\

頼t\í.と ζ れより生ずる附cßを認にそなえる。

寄生樹種:ラワン，プピトン，セラヤp 北ボルネオ材，クーイン，メランチ，プデック，マレイ 1~ ，メ

ノレシャワ。

う〉 ギfi :フィリピン，サノ勺サラワク，カリマンタン9 ベトナム，ピノレマ努力ンボジア，マレイ》ジ

ヤノ七スマトラ，モノレ、ノカ群島，インド。

Platypus ρartitus SCHEDL 

SCHEDL, 1935, Journ. Fed. Ma1. St. Mus., 17 : 639 (合)

体長は雄 2. 9~"3. 2 mm。亦褐色p 複眼は果、色， ，腹部 l土日告赤褐色c 光沢は強い。

頃n!jは前頭がやや深く [111む。中央縦線は短く!l1jむ。表}雨はメしく大さな点刻をやや密 lこそなえ，その I出 l涼

は微細な絞肌状。

前1旬背のfえさは 11'日より大きし、。側縁はqJj(，;';[1の後方を中心に幅広く泌くえぐられる。背面は徴納な点淘]

をj 中、!とそなえ立縁i/l:くには大きな点主IJをそなえる。 1[1 ;J-，:縦線はやや長く基縁 l己主しない。前方には小}~î，

刻昨よりなるほ(上、心臓Jf:"-の斑紋をそなえる。

主11鞘の j良さは !Ij~ の約 1 5 ，/6 倍。点列部は非常に1;)(い条dlj をなし， 後方で広がり光沢を欠く。列「l1j部はわ

ずかに隆起し，後方に~J( まり， IリJl除 lこ降起しp やや昨日な小点刻をそなえる。第 3 列阿部は幅広く基方で!よ

がり，小点刻を2tilとそなえる o ~; 4 ヂIj問7;[3 は前方で狭まりj，~鋭、に速しない o ~~ 2~ 3 列!市部は痛起で終わ



「苛訂愉入 f~ のナカ、キクイムシ科(IJIfJ:H) Q
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1
1
 

1

よ

る c 斜面~'ril~はややゆるく傾斜し， J:.)jにおいて第 2 C~ 6 列同部が縁状lと .?l;.:te する。|郊の点列{fflは IVj らか

に I[[! みヲ列日1 日11I土強く降J互い知7色を列!tする。下部 l土鮫日L状，光沢を欠き， }え列席は不lリJ舵で不規則な

低い小頼校をそなえる。

?:}:'L*l.j.fill: :アガチス，インドネシア村， メランチ。

ラ〉 持J. カリマンタンヲマラヤ，スマトラ，セレベス η

Platypus signatus ClIAPlJ1S 

CHAPllIS , 1865, lV1 ol1ogr, Platyp. , pp. 32, 235へノ236 (合); SCHEDL, 1942, Koloni乱lforstl. Mi t t., 5 明 208

(♀〕

休Jえは 7.7mm 内外 8.1'~8. 4 mm門 ;Jjミ褐色，後限は;J~色，国鞘後半(;]:，~IJ，ずむ。)巳~T( は怖い。

頭 t\lj 1:'土全体:1三千 J旦， FJiJ;fTJ 1，J 哲郎のいJ仰J;から複1眼前 Hにかけて!寝起するつ中央縦綜はやや長七前半は凹

む。友:liHますi;;!)肌ik ， ï~ たコこをそなえ， 大きいがi~い.c\tiJを \'h'1r:î -t る。

lìíj;!pmの長さは川と I~~Z しい。組[Hぷ;土中うた部を仁IJJ心!とわずかに弧状lとえぐられる。背面!は全体に納かい点

刻と附ちをそなえる c 白司法の点刻は大きい。 rþ央縦綜 1;]:短〈基誌にj主しない o ùíj}JIとは小点刻1:'(よりなる

ほほ心臓J[;の政どをそなえる c

旭市立の長さは問の約 1 3/4 Ú1。側ほは後)]1己!よがり， i灸紋は丸まお。点列 tiljは条をなし幅広く [111 み，

以力、lこ狭まり，ふ凶j は不|リ]1僚c 列 li'iJ )':15 は[[1/，]1主く隆起し，不規則な小点刻をそなえ，法 -rm ，こは小新村:をそな

えるつ守g 1 ヂrJnut市は 111引先く点刻を'点づ7 し，斜阿 )'lå5近くで隆起しない。第 3 子[J 山部はtJt h で広がる。 2日 4 タIj

il心部は:l)とまり芯縁 lこ j主しない。示、↓ IÍJí 店，11 上縁においてUî 2 烈 IH]部は l何方 lと奇 1111 した大きな突起となって終わ

i) ，お 3 ， 4, 6 )iIJliD :;15の後方にう足 n1r したJ]1 [Jで終わる。斜 IÍl ltrlíはゆるく傾斜し降起する。 卜'.'y.会合総付近は

隆!I，~-t る。 1Iコ火ド方 J，二:;(:îには尖った小突起をそなえヲそのー!万の点、真IJ列は i\;; c リf きな 1\刻よりなる。ヂ1] 1 日!

日11は付く降起し，ノJ\点刻[]こもラiJをそなえろ。表 Ifli(主的、)汎状。

附の調印はより小さいi~j，þ'1J iとおおわれ， 11- 1_~縦事;川、hlii ::l: l~お|孟ずる。迎鞘は !!i よりやや中111長く ， l-i，3日j 仰は

はるかに狭い。タIj阿部は除1巴し， OIit、自11 にはノJ\粕N:を自11Jずる。主 1 ili� :'111 I 方には~)ç ，{l:ヰや京[jをそなえないのま i

Wi~市は丸くゆるく傾科する G ?f5 1, 2 列間部は低く，その外方は降起する。 上，側1Jーの列刊 -~\H は小頼粒と

綬た問毛をそなえるぐ 下方左右 lどはメしまった間をそなえ，その付近lど|矧もを詐ilL-r る。

'M1J:特I Ñ' :メランチゎ

うト 市:サラワクラピ jレーへマラヤ， ジャノイ。

PlatYl似{s pahαngensis SCl!EDL 

SCHEDL, 1936, J �rn. 1込d. Mal. St.恥1us. ， 18 ・ 34( 合，♀〉

体長は ull4. 6~4. 9 mm , f院 5.0 mmo 赤褐色フ j1i ru~ は忠i~~，組鞘の後半， jj支部は Ili~t1i\色。光沢は í;D.~い o

J噴出は全体 lこ浅く IUj み， I[] うた:縦綜 J土井:..'!，百に阪く 1 方;こ.j{JIT] 形。) I[[! みをそなえるけ表直iは不快形の市な

法い)(1市刻をそなえヲその Itni;j~{ま i)l~~rrll工鮫肌状ぺ

IJÎj!均背の長;\(士 lìl~!'\ より少し大きい。外減、 iJIII':;た，"，'15の後ノYを 11]心にやや泌くえぐられる。斤面(土球な点刻

をそなえる υ [jíj)}の点、亥IJ は大きい o r:þ央*l~総ばややJ三く忍縁ピ述しないハ内出的íj)力j Jにζ は/小jト\点、刻よりなる lほま lぽま￡

臓]応巳の斑紋号在E そなえる。
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)担封筒の長さは悩の約 1 415 倍， 点列部はやや幅広く， 光沢のない条i拝。第 3， 5, 7 列間部は他のものよ

り l幅広しかっ後方lと狭まり l主主起し，小点刻をそなえる o m 1, 2 列間部は基方で密に点刻され?後方 1/3

は光沢を欠き駅位}Ijをそなえる。第 3 列間部は斜面部上縁で腐状lこ突出する。斜i阿部はややゆるく傾斜

し，降起する。そのとんーには第 3 列問iむから外方 lと向かう縁状の隆起をそなえる。友稲は鮫肌状で光沢を

欠く。

~ilC: t01邪:メランチ9 インドホシア材。

分 析i -'7 ラヤ，セレベス。

Platypus terebra叫S SCHEDL 

SCHEDL, 1970, Konty九 38(4) : 368へ~369 (6 ，♀〉

体長は:!íÍ' 5. 5~6. 2 mm , Ilt凬' 6. 2 mm。赤褐色，複限は黒色ヲ魁革路斜面fillは暗赤褐色。光沢は強い。

頭部は浅く!よく凹む。中央縦i創立非常に短い。表面iは微細な鮫肌状，浅いが明股な;i;\、刻を密布する。

lì百胸7去の長さは 1I1国よりわずかに大きい。側縁 l土中央i認を 111 )心にわずかにえぐられる。背 I[j I土 lijJl1京な;~主11

を密布する。前縁中央部lとは大きな点、刻をそなえる。中央縦*泉は短く装縁lと速し芯い。その前方 1/4 の少

し前には小点主1]，H1'からなる惰 P1J巳の玖f紋をそなえる。

題鞘の長さはl隔の約 1 516 倍。担IJ縁 l立後方にわずかに広がり， 後縁は単純に円まる。 Ji;\.列店;13 は条i1弘や

や広く明瞭に凹み，光沢を欠く o :)iUrl日部はやや狭く 5m く隆起し3 不規則な点亥1]を街布し，基部1とは小額約

をそなえ，斜面市りまにおいて降起するが突起とはならない。第 1 :)iljl悶部は幅狭心粗造で不整形ω印刻

を密!こ，後方に頼~HI]をそなえる。 2H 3, 5 列間部は)Jl;ゴi で幅広くなる。第 4 列間部は法部 lと jましない。

斜面部はゆるく傾斜し，会休に I}] i可，鮫肌状でK来な短毛をそなえる。点、列部は不明瞭な大きな点主IJ列をそ

なえる。列同市は小頼校列をそなえる。 tfs 1 ヂIJ間部は仁方で隆起する。第2 ， 3 タIJ阿部は Ufで弱く j iJ]

む。中央部の下方向似IJ には大きな突起をそなえ，その基)\Ií側方付近は膨隆すゐ。先端会合総雨但IHとは 1~

2 個の教材をそなえる。

雌の頭部は広く i来く rnみ，点刻はより深い。点主IJ悶は光沢があり，長'Éそやや密 iこそなえる。 JD3\)可の柄

節は長:ちを密牛する。8íí胸背はやや良心点tlJは小さし点刻斑は大きい。姐鞘はJ三し点列部は幅広

く，斜面部川まで隆起せず，点主IJ は小さい。第 3， 4}1]間部は i;{:1Jでわずかに幅広くなる。斜面部はより

ゆるく傾斜い不規則に小額約:と短毛をそなえる。箔 3}11間部は機起する。後j工会介線両似IJ は 1 11 1む。似IJ方

lとはノト突起をそなえ，その }Ii'iìlならびに外方は広く ij!];[必ずる。

日'EUHFIí: ;カプー Jレ，サラワク材， MLH 村，インドネシア村，メ Jレ吋ワ，マラヤ判。

分 布:サラワク，カリ 7 ンタンP イントーネシア，マラヤ。

Platyρus jうorcellus SCHEDL 

SCHEDL, 1942, KolonialforstL Mitt. , 5 : 209 (合〕

休Jえは W: 4. 0.0 4. 3 mm , lltíí~ 4. 2'~4. 6 mmo '!rr出土亦褐色阪市は黄褐色p 複恨は黒色， 旭硝は黒褐

色。光沢は強い。

頭部は ~q;tに悶!1~ く凹み，初大な点、刻を照不[Jする。中央縦総は短くわすかに 1 1 11 む。

前j向背の長さは !IIM よりわずかにjてきい。側縁i立中央部が幅広くえぐられる。背]RÎ(;l:明瞭な点刻を jlJli Iこそ



lお洋宇宙人材のすガキクイムシヰヰ(町出:1)

なえる。 !1:11k縦械はl~ く ilíJ)j!と処びるがg械には迭しない。 11 1央縦紋の IjíjlI tこは~~;な微小点刻jJ'f よりなる

門 ûlをそなえる。

i湖問ω3制の』長iえ之さ Jは立おj相悶の約 1 1 /幻!包け{古払ι〈υ 点tιL ダ刈|リJi叩1官1 はやへ予や1う予 C深↑{~く n山lリ1 ，;みろ 1止か[lV、J戊l

;怜t車常-~ ;，にζ 品必;弘わlυ7な7点3羽刻引~IJ をそなえ， )i~部ではt全日乙点主Ijされる。 話íll YUii'r J 古 [1は後方でがこまり !l\賄粒子りをそなえる。 第

2, 3 列間部は恒広く tíl)J で jぶがる。 tH 2 ylJrti� {'i[íは斜 1[!I~T5J'.縁で隆起し!J\突起で、終わる。本f 1[[Î i'i15はやや公

で qj~'(Î，絞肌伏。点、列郎は l二平で [11[み，ヂiJ li\j 日'1)は細かいが!日JI阪で小額十主列と短いも列をそなえる。 中央部

のやや下二lfí同 1J!i1!こは慌に広く降]出した j胞をそなえる υ 痛の JI: !\:fil は内ん1ζ青山したW!J となる。院起郊の下古[5

では買う 1 ?iJ WJ 部に毛列と小額約令タiJをそなえる。 J良部第 4 節の後縁Jilti 側に各1f[li1 の外二1:; 1と延びた中!Jをそなえ

る c

雌の;釘部はわ tFかに中 ;~~Jで I 二fJ iとはが;0)1[11 みをそなえる。表面はほとんど無点刻iでん巳をそなえるの

組日刊の点列下[íは 1[1日狭く~~く凹む。 列目立日;15は 'rkiJよく路起は弱い。第 2， 4 列任\î 苦15は基方 lど九:く氾びかっ低

い。斜岡部は半ゆるく傾斜し， ?iJDlll~~t訂正く不明瞭。中央部にある腐は低く京!Jをょにく。

寄生 tM1顎:ソロモンj\']o

分 布:ニューギニア 2 ニューブリテン島，ソロモン群島。

PlatYlうus aρicalis W HITE 

れTH!TE , 1846, Zoology of th己 Voyag旦 01 R M. S, EREBUS & Terror, London, JansoI1, p. 18 (古)

~p. douei CllAPUIS , 1865, Monogr二 Platyp. ， p. 23"� (♀〉

体長は部 6. 1~~6. 4 mm, itiﾍ' 6. "í~6. 8 mm。亦褐色，複i肢は黒色，背位i は I1釘亦褐色。;じがては iJ~1 い。

Jザi昔日は平土日かわずかに隆起し，仙苅将止さちから複眼前)j仁村と部上みまで lリJI即こ級以ら j L，その九みは山l

みp 長毛列をそなえる。rJ l，宍;縦線はやや尽く[立i む。表面は批胡L状， 1二半 Jとは縦 lと凹んだ紋をそなえる。

日!淘背の長さは|隔の約 P/d1号。 1l!11泳は中央市役方を中心としてやや深くえぐられる c 背 I l! l は中央古15点

刻斑白方においてメL くかすかに jlf] J:s。友 Ifüは小点刻を政 lとそなえるが， rìU縁のものは大きし九中央縦線は

やや短く，基縁lζ達しない。中央;縦線 lとはやや大きな点主:1] からなるリンコ、l[c;の大きな斑紋をそなえる。

恕鞘のl三さは悩の約 2 九倍。基縁の降起総は~J~}い。側i まは後ノbjこ剥く広が U ， 後ほはjドー純 iと 1しまる。

点子IJi([Sはやや悩狭い条法をなし?点、刻は不明「ぷo }Ur:jj :l !5は幅広く剥く|海起し， ú~i なノ1\点刻を，斜 if:l_j 部JiI:く

にはノト!納付:と剛毛をそなえる。 JA02， 4 列店1 昔15で l討を Hを i治き ζ れを欠く。 i~"1; 1 }iJ fL\j 郎は極端に闘状い。

斜 rfli 在1))まゆるく，楕円形に ~n J:s 7J'.， 会介総iζ沿って l寝起する。川l私自，15(j: )U(を欠く。第1， 2 列目~ij 1\ちには

剛毛をそなえる。 日fJI伯\15の中央部jW1 ノうのお 5 列 I:\l郊には内ゴJ に曲がった主むし、突起をそなえる。

雌の頭部i土 !~Bずるが，中央部は II)J らかに 1 11 I む。側)jの縁取りの内ブiの;りjみは狭く，その l勾カは;以ょに Jc

く縁取られる。表WÎの上半は11j円形ないし !Jlh1広い敏状の点刻を滋布する。旭硝の点、タ[J部は山い点条をな

しョ点、刻は切 11京。 tH 3, 4 タiJ同部は却、ブfでjぶがり!J叩自立を間必ずる。後)J は料大な j支いiJ刻を f読者j し，タiJ

間部(，j:不明隙となり?ややjミい 1~]lJÉをそなえる o :�rl r犱 {\[5 は急で山み，ほほ三?な11:':'。 上総会合総郎は [Lqみ短

fむをやや密 1とそなえる。

'6f~l: 詰Jf<五:ラジアータパイン C

分 布:ニュ~ジーラント\オーストラ 1) ア。
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Platy�us setaceus CHAPUIS 

CHAPUIS , 1865, l\在onogr圃 Platyp・， pp. 33, 234~j235 (吉); SCHEDL, 1935, Philip. Journ. Sci., 57, 484~J 

485 (♀〕

休長は撹 3. 9'~4. 5 mm，雌 4.3''04.5 mm。赤褐色，複限は黒色，遡革H後半，腹部は黒褐色。光沢は強

い。

顕部は平土日で rlJ央縦線は短くわずかに也!む。表 jÚî!í'i斤，'iと不土\1，WJな般をそなえ車li主。前顔 lζ は切j IlfJ'(な点刻

をそなえる。

Il初旬背の長さは|悩よりわずかに六きい。側縁は中央部の後)Jを LIJ心 iと浅くえぐられる。 7背f商は|り明F月jll際涼な点

刻をやや;街全白飢i付lにζそなえる o 1中争央縦j線i涼泉はi短迂く J

なえる O

麹鞘の良さは幅の約 P!e 倍。側縁は後方に広がる ω 点列 )';j5は瓶広し ややi弘出、条渦ーをなしヲ 鮫肌:氏。

子IJ I/司郎は店長起し，九七方 l乙小頼粒をそなえる。第 2， 3 JiJ r阿部 l主総)jで 11;:，がる。第 1 ， 2, 4 子iJ間邸は後方 1/3

から低くなり，ノJ\頼粒列をそなえる。表面は微細に粗造となり光沢が弱い。第 3， 5 列間1111は他のものと

同じ高さであるが，幅広くほとんど小穎粒を・欠き光沢が強い。斜 1m部はややゆるく中高で光沢が弱い o }~î，、

列部9 ヂIJ[間部は下郊の小突起付近まで間際。点列部は抑1] 1出部より幅広く鮫肌状。列間12目立狭く小頼粒列を

そなえる。第 3， 5 ylj間部の伎合部には小突起をそなえp その府辺は隆起する。

~~f の官íJ頭は下方において逆新月 7[; Iと深く凹み， IIJ央 i'f\j上;れとは剛毛を密Jt し， とれより上方には頭蓋lζ

達する長い中央縦線をそなえる。問陥部は平滑。その l二方は点刻をやや留にそなえ粗造D 前j向背のλl法IJ は

やや小さし側縁の雪入部はやや基部よりで深い。迎鞘は雄より長く，点5日iJ i'i[í は幅広い o YIJ間部の表面。の

構造はいずれも悶じ。第 2 ， 3 列間部は法}iで顕著に広がらないか弱く傾斜しはじめる。列間部後みーには

|制毛の生えた小額粒突起を信にそなえる。 斜面白~íは半円形でほとんど平j:~。上側縁はわずかに隆起し歩会

合続問側を除き，微小頼粒とやや短かい岡1]毛を房状l乙密生する。

寄生樹1m: :ラワン。

分 布:フィリピンF ニューギニア。

Platy戸us histri;τSCIl EDL 

SCHEDL, 1969, Kontyû , 37(2) : 206ヘノ218 (色〉

体長は雄 4.0mm ， ftt佐 3.6 mm o iI\ミ褐色p 複H良は黒fEhB 迎鞘の後方は 11音主主婦色。 )'t沢は強いc

頭郎はほとんど平坦。 中央縦総は短く羽く阻む。表面は絞肌状。前i1fi ，~どは明際な点主IJ をそなえ， f.刊誌J!上

古15から頭蓋にかけ小点主IJを密 l乙泣毛をやや芦にそなえる。

前胸背の長さは 1]1白と':!予しい。倒1]縁 l土中央部の後方を rll心 iて Jl.IJl ;JX Ìtこ ~\i くえぐられる。背)町立 rl'央縦線の前

方で弱いが広くLl:せられ，小さいがIYJ瞭な点刻をやや訟にそなえるが，前縁では慌になる。前側方には短

毛をやや省 lとそなえp 市l外jlJのものは長い。中9!:縦線は恒く， lìílJJI，士山む。点刻闘はほぼ YPJT"， ü

迎鞘の;長さは帽の約 P/2 倍。??面は 1--tJ 9:!:i'ilSの後)jから徐々に傾斜しはじめ去、|而却とは区日1I しがたい。

点列郎は幅広く条市をなし，後方ご広がり浅くなる o YiJ rtU:;別立幅広く隆起し，後方で狭まり， ;J\鋸歯状突

起列とほぼ亨iJ状をなした附もをそなえる。斜面郊の 'Il~よと!二縁にあたる第 1 ， 2, 3 列間郎の結合点が後方 l乙

突出した突起となる。後縁iIiくの仮IJH (第 7， 8 列|白:'i15) には小3E起をそなえる。側縁(白í59 列~\í:}r;) Iζ 
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は 2 11，~の問形の j京大な尖，hlそそなえるじ

雌の前J)iH土約;童形 Jと弱く[lIi み 3 その周辺は叩く降品するの触角の閑却はより強く下方に延びる o -fJíLlj~ll~{ÿ 

の 11 1 1，(と縦r~]i: g!~\，こは消刊 j巴のやや政な}~亥IJ よりなる弦El文をそなえる。:lil軒~ tJ: kfJーよりやや細長く，点空lj ì\ljはや

や浅い。ダIJli'r]叩は微細な点刻をやや自 lこそなえる υ tTí 3 グ!日日1 ，';1)(立法{\ß で丘、がり|袋起し，小~Jj*立を\'V; i.こそな

える。引間部は徐々に始まりヲ点列目T5は浅い o YU If 'I] 自[)は鮫肌状で光沢を火さ，小組付と ?C74短阿1毛をそな

える。後方は~~~\'と傾斜しラほほ三 fCJ 形となり切除、なうだ起を欠く。

寄生t0.)Y京 : Shoreαsp. 

分 イfS :サラワク。

Platy�us arduus SCHEDL 

SCIlEDL, 1942, I(oJonialforstL Mitt. , 5 : 214 (♀); SCHEDL, 196ヲ， Kontyû , 37(2) : 206, 218 (色〉

体長は却 3. 1'~3. 3 111m , ttit 2. 9…3.6mm。茶褐色，復tlDd土;g色ラ };H~1'fの 1ðえ '1とは i百十品位。光沢は IJ虫いo

1;1部は中日前額は弱く 1 1I 1む。中央縦線は去ない。表団は絞HlL状，正円Jt:の大きな点刻モザf市するが，前

頭のものは疎で小さくなる ο

前目立板よりわずかにj乏し、。似11:ゑは中央の後方を中心lとやや弱くえぐられる。 ff出は 11 1 火事品;総の : J�J)T 

で羽く j王せられる。中央縦線は短く占誌にi主せず i]íUiで日1Iむがp その iilJ)Jブiはドキlli する c 表 ](11 は点刻をやや

1告にそなえるが，前方のものは密で大きくなる o I.\J 央縦製品の珂{日1](己点、主111;tからなる長惰円形のf:if紋をそな

える υ

主主将iの良さは似の約 12/3 倍。 自íJ縁はり1'l1 く縁11えられ向くなる。側ほはほぼ 2/3 が後)j'!C: Jよがり， その後

丸まる G }誌タIJi\ß(ま条慌て、 I\JDì広く後;おに広がり，絞肌~)~。列 ~-k\j ~'f15はややjよし絞方に1)とまり，制IH主主い小知柱

列と毛列をそなえたえ肌状。 tìH タIj山j ~'nj(;幅放く後方で広がり， rYJ般に点刻されあ。河l 2, 3, 4 )íU: 日]古 1;は後

方に均約する。斜[Lj;'ißは背副から徐々に丸く傾斜し事その墳は明瞭でない。信 2 )�:j Inj 市)， T' )ii;f� 8 列 !fiJ{f15

iとは小突1mがある。 tr~ 9 列問日後方には rYJI院な数fI}，ω)鋸お状"こ起をそなえる。没後:'，15 は 3 角形でやや強く

傾斜い点ヂiJ郊は不明瞭で光沢を火 ~tlUもをそなえる υ

ittli:の頭部はj~j(角者共二部刊で新月 Jl:;; iと|後起し，その F方uJ:m より強く[l liむ。，\U"íjは小川的であるが，小組

絞より生じたFIJi蓋の毛 1土短く夜， lìíj)淘の点刻はより情で全面短もにおおわれる。中うよと縦総 lこはほぼ心臓

Jf:;;の点刻I涯をそなえる。遡鞘はやや剤111乏し点列iUは rrlJ み p 役万では?長くなり，不規則な小点刻!をそなえ

る。列1m部はノト点刻を不規則 l乙短Eをやや密 Jこそなえ，後方では徐々に狭まり小頼枕と|訓もを不規則 lと

そなえる。リ13 列阿部のjおむには小朝枇を?誌にそなえる o +Iiíli郎のお 3 タリ t ，"d ;"ii5とお 7 YU f f_¥J ~'\I~ にあたる所 lて

は小頼村をそなえる c 第 5 3'"l] lnHi!lの鋸歯は欠く。

寄生樹将:ラワン，ジョンコンc

分 布:サラワク。

Platypus 対ii〆mai l¥![uRAYAMA 

MURAYAMA , 1ヲ31 ， ]ourn. Coll. Agr. Hokkaido Imp. Univ. , 30 : 197.~ 198, 203 (古)

体長はま仕 3‘ 7~J4.1 mm，出 4.0-.4.4 mmo 赤褐色，複限;土!二色，問料í O)後方は黒褐色。

頭部は平土日かわずかに凹み， I1 1央縦紋はÂii.く IJjむが，その問辺 1' J: ~fJ く隆起する。友而は全面役目J1状な
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寸ご旬、毛を iì じた小点刻を~~ぱf ずる。

古íj~旬背は幅よりわずかに長い。{目的まは前方~CIよがり， I[t央 i)~古の後方在中心 iとやや弱くえぐられる o 'Ilrfjj 

は明!僚に点刻され，出万，主主方のものは大きく密になる。中央縦線は短く，法1去に ;1 しない。点刻j交を欠

く。

迎鞘の長さは ~J高の 2{古より少し短い。点列部は狭い。第 l 点、列部は条it'lf:をなし， {白の点列部ば i珂らかに

[1J[むが!り J IIlまな条活をなさず小点刻を不規則 lとそなえる。いずれの点ヂIj音[;も後方斜百1i[í前方で広い条市とな

り鮫肌状で光沢を欠く。ダ1 j[[\jii[5はやや弱く隆起し，後方fi狭まり降雪起し明瞭であるが微細な点刻をそなえ

る。i:H 1 ~IJ FiJl 白ß は狭い。;í;:J I(!Í郎はゆるく巾高， jt i)0.は弱く鮫WL状。 iJl.lJ縁は第 8 列間:唱が竜門'状をなして突

出し，小さなi店南状となる o _Lð[í の点列:l'ß は大きく告に，ìf;:んだJ主主11からなる。下)\[5 ば *11かく粗述。第 3 点

列H[íの終わりには小突起をそなえる。

j目[の頭台Gは縦lご幅広く IIIjむ。上半 !J[íは縫より大きな点刻をそなえ鮫肌状。下半711 は需に点主Ijされるが，

l�] I演ではやや政となる。前胸背の中央縦線の前方には密な点刻よりなる大きな円形の斑紋をそなえF その

点主Ijの前五のものは大きくなる。趨鞘は雄より長く) }託子lji~5は第 1 点子1] 1'\15だけわずかに条洋となる。第 3 ，

5 列間部ば基部でjよがりノJ\頼牧を街布する。斜l!Jî郊の前方はω く傾斜し，点列部は l月 Illitで剛毛の![::じた不

規WJな小額粒をそなえる。斜「区内iは<~l_でほぼ平坦，八の字Jr:の凹iみをそなえ，表面は鮫肌状で同~Il毛を 1をに

そなえる。

寄生私j極:台湾琵広葉樹。

分 布:文耳目〈台湾)。

PlatYlりus geminatus CHAPU!S 

CHAPUIS , 1865, Monogr. Platyp" pp , 27 , 239 (合)

p , turbatus CHAPU!S, 1865 , t. C., pp. 33, 242~，243 (♀) 

pt，長は雄 6. l-v 6. 8 mm，雌 6 ， 3'~7. 0 mm。よか褐色，遡鞘斜 1(11 &[5は黒褐色p 複!肢は黒色。光沢は強いが

頭郊，斜面l'i[5 はこれを欠く。

頭部は中央部で幅広くやや強く [U[む。 中央縦線は続く降起する。表面は不規則な)[:;をした短い隆起した

鍛をそなえ，複眼内方では長い敏となり，下んーでは小頼粒 lこおきかえられる。

前l陶千?の長さは恨の約 11/6 情。 iRll1孟 i-;浅くえぐられ，湾入古[5の後角は丸まる。百円百[土細かい点郊を信布

するが，京認のものは大きくなる。 中央縦線はやや良くぷ縁 lこ述せず前)jで 2 分岐する。点主Ij斑を欠く。

姐鞘の長さは憾の 2 倍よりわずかに 'k<l.v 、。仮ù禄は後方にわずか lど広がり，その後単純lと丸まる。点ジ1]部

は条市をなし強く [II[み3 点刻は不りJ IlJit" 3í1j [i 司自ß(土隆起し小点刻を疎布するが9 その基方のものは大きく告

となるの後端はJ三毛を持った'~Æ_çで終わる。ií'52， 4, 6, 9 yIJiHl:'おはやや短く終わる。斜 1(11 子:[5はやや隆起

しp 上半部には幅広い字、|の 1 1引も;却をそなえる。友 IÍl 1は絞肌状，浅い点主iJを散布する ο 第 1 列間部 lとは後縁

まで小瀬粒をそなえ，その仙の列 .UiI:;[I !こは[ブj だけに小願粒とよミ毛をそなえる。第 8 y!J[間部にあたる後縁

j[ くには先端のjしまったいj維J院の突起をそなえる c

rtfi の頭部は àíj!}Jiが [!IJ まず鍛を欠く。中央i1iìt線ばやや良く， :1üüiの搬はより剤l!かい。 前胸背の 11-1 37:縦静iiの

先端は分岐せず，乙の部分 lと情な小点刻 Hr よりなる心臓形の:!1f*λをそなえる。魁鞘は長七点列部は狭く

浅く凶み点ヂIj状。)ílj間部は幅広く iJSj く隆起し，斜面ß[5上総で降起しない。法制fíの小頼粒は小さく告で広く
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分布ずる o {j~llIrl ;'~:[~近くの後部は凶く問料し， 点列 1}1~ ， 列!日jψ1; ともに不 IIjJ1!);(， イ<mHlHと{久し、大)，1-よ五 IJ とノJ\点

刻，同11:[;をそなえる。 斜nlîi\'15はでよで上縁とは八の字形の DfIみで枕され，表 IliH~t i1虫剤 I1点主IJ とやや羽1]かい毛是

非常に子fにそなえる c

;;:13仁本)，1 硲:ラワン，メノレサ!九 ゴム/キ?メランチ， :釘イリ γ ン村〈

ヨテ 社一j .フィリピン，ボノレネオ，マラヤ， スンノてワ，スマトラ， セレベス p 二二J ーキ司ニア。

Plαtypus ja抗soni ClIAP U 13 

CIIAPUIS , 1865, Mo日ogr. Platyp. , pp. 27 , 33 , 244 ~245 (ò ，♀) 

{lj;長は~:(f 4.5 ヘ 5.4 mm, 5.3....5.8 mm;，泊、例/L.':o， ~tl判糾 illlnH は;，(lJtYL_i" 彼lIHfま lJ)~ tL~ (j :Yt J C( は峨い

がラ頭 i~I:ß) 斜 1I11 郊では欠く c

j;jj郊の !II央部は幅広くやや浅く山 7).，会 :(11 Iとで不規則な紋をそなえる c

11;j r陶 11ーのよ乏さは昭よりやや良い〈山設は浅くえぐられ，予;人郊の[長1苅は )L まる。背 IIrI は徴tJll I';点刻をir:ヰミ

1.，:こそなえるがヲ悲日ではやーコ jえさいl技IJを密布する.~ íÞ:Jと rCL線はく紙にjさず， iJí!方で 2 分、 rlえするじ

点刻子宮は欠く U

迎相の E之さは陥の約 1 jJ!~縁は後)ilこ広がり， その後単純lζ丸まる υ .r1'?、 YlJ'?!rTS (, :t ?).~く JI !j刀、条 i主任む

し，浅いがl川 l阪な点刻jをそなえる。列i間部はやや帆jよく降込 G，lI&組!なわ、お!と基方では /J\ lj!Jo\N:'をそなえB

後方は斜rrni~T)近くで判11 くなり!日Jまる。斜面i:15 はキ〉や台、かっ中高で i(er Jil L状。 点:7U f:15の上半は rYJ!J!告で扶く出

むc 列市J (\;13 は上半部で日泣く隆起し，ほば全体に小駁付夕1]と i正毛をそなえる。後}J 勺 ω両ÜII]!C はノJ\突起を

そな九る c

雌の，IJj部はより科liti ， llJj.こ縦線は Jえい， IJ'JI刈背はやや市jlJてく J .~}， ;~IJ はより:ヲ~， L1J~Jとけま分岐せず，??討

なやや大きいl~刻からなる心臓j与の点、到J涯をそなえる。性古oー〉点刈 ;-'IHはややいO 列部はやや，11日以く，

後々で狭まらずかっ高まらない " )，~i'， i)!とある小殺事はぷきく信。宇訂以郎は 2 ほとなり， J二段l立大きさの迷

った大きな/-，1:必を常にそなえ3 附毛は枕より ~íf~~訂以かい c ト訟は後ほのメしまった二ιýJ(:Sで側 )]'(ζ は大きな

川陥 :\15をそなえ，表山」は相j阜で短毛を件~fとする。

~.;jllJ占j極:ソランは，ラワン，メランチョインドネシア刈，ニュ「キ、ニア村，マトアョソロモントvj ，エ

1) マ，タウソ。

分 布:フィリピ3 ン，カリマンタン，セレベス，ビ Jレーらモ jレッ力引 t;J， 71-~- ストラリア 9 ニニドーギ

ニア，ゾロモン叫烏，ニ斗ーブリテン心

Platypus australis CHAPU!S 

CHAPliIS , 1865, Monogr二 Platyp. ， pp. 26 , 240 (♀) 

P. crenatus CHAPUIS , 1865, t 町 C" pp. 32, 287 (ち〉

判、 i二 l土佐 5.1~，， 5. 5 ffir九雌 5. 3.~.5. 6 m Ill, fI~赤褐色， 惚IltKUJ、~， ;:Il t(!ì月のノビ|土は間色ハ光沢は強

し、 c

り{;;:Ijはほとんど、ドtl:l. ü 111 J( 1iHfj)はl

える。

前，~í2ll背の長さは悩の約 1 1/5倍。側縁はやや弱くえぐられる c 1'1 1町立ノJ\/~í、刻を慌にそなえるが中央*iiÉ線
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がJ)jーのものは大きくなる。 1+1 央~(ja~i はL[J 宍:(;15から後)]'1と延びるが基縁には11 しない。

迦鞘の良さは 1;1日の約 12/7 倍。倶IJ縁は中央付近まで後方 lと広がり， その後狭まる。点ヲIj部は浅く狭い条

ì~Jj:をなす。タUli'd :';11 は狭心弱く隆起し小点刻をそなえる。~} 1, 2 タUI i\J iij5は基方を除き光沢を火き，長毛

を持った微小頼牧子Ijを手jーする。第 2 列 1 1\1 却は低し、 O 官 3 ヂリ|羽部は幅広く隆起し歩後方は光沢を欠き，後方

3/4 は長毛列をそなえる o it~ 4 列制部より外方の列!内部は中:J.i:1'i[5から光沢を欠き長毛列をそなえる。いず

れの列刊j;';-jj も後方に丸い小頼粒をそなえる。斜面íH州立卵形で凹み2 上総をlぷき縁はl盗起し，小知粒を叫uこ

そなえ， 長毛与を生ずる。後縁会予?総は長三jワ形状 lこ[lIJ み p 小点刻を街布し， やや長い剛毛を房状 iこ生ず

る。

I堆の頭部は出く隆起し， 111] I;炫 :;11を欠く。 1~1\JíJ 若生部の内 )fは|児らかに隆起j る o rìíl lJí<ù背はやや納長い。

rjJ央縦総の_)\~ir;fiiから )IUゑまでにはlHPJr::sの小点主IJ i! rをそなえる。地特の/、\ylj:~日は点刻YUよりなる。刈 I11J:協

は幅広心いずれも同じ状態で光沢があるが， 1&万では微細 IC}、可、亥 1] されて光沢を欠く。斜面高15は急で丸く

1頃斜し L[J 1パj 。

è;.;Et問題:オーストラリア@ウォルナット，カレン材υ

分 布:オーストラリア。

PlalYlうus jうla河odeclivis SCHEDL 

SCHEDL, 1942, KolonialforstL Mitt. , 5 : 206 (苫)

体長は討t 2, 5.~2. 7 mm , 咜j( 2.6 mmo Jl;褐色9 複眼は黒色， 組側利回部は }1~褐色。光沢は強いが斜同

部ではほ沿い。

頭郡はほとんど平坦で触51} 者生部Ii'~ ;6 s弱く横に発起する。 中央縦~0iは短く弱く凹む。表而は鮫肌状，全

両lζ大きな点主Ijをそなえる。古íj顔は平沼で光沢がある。

前胸背の良さは 1[1日の約 1 1九位。側縁は基方 1/4 を中心 lと採くえぐられ， その後J:n土fIj ぱる c 背 i州立微

細な搬をそなえ，ノト点Þ.1J を ~Aiiとそなえる。 IjJ央縦総は短く基:むに i主せず，ノト点刻からなろやや悩広い心臓

jgの斑紋をそなえる。

期鞘はやや 1需平安 長さは恒の約 21/8 倍ハ力、列部は細長い点刻のヂIjからなり狭く ~IJ く[lI]む。列市J :{f，は幅

広しかすかに隆r目する。表団は新|かい斜めの敏を有し，弱い目i凸がある。河川 3 子Ij阿部には i凍な毛ヂU

をそなえ ， i;}" 3 ヂUiiil郊は I;J日 I玉く点刻をそなえるの斜面部は迦鞘の中央部後ブiから始まり，ゆるく中高。点

列部は ~B く J!IJみ?列阿部は絞まるがいずれも不明瞭でp 不規1;:\lJ な鱗←Eをそなえる。斜面市 F方は楕円形lこ

弱く日lJみ，傾斜は急となるのその 1 ， liみのヒ縁側万には不明瞭な小突起をそなえる J 後側泊は|月瞭，後縁の

会命線 lこは三角形の|店みをそなえる。

雌の頭部の点刻はより符。前Jlvù背の点刻斑は大きし\， B鞘の似i]総はずっと後方まで平什ずる。斜 Ifli部は

ほぼ趨鞘の後ん白ヱ/3 から始まりより念。

:6Ft桔liill :ラ '7 ン O

分 布:ブィリピン2 カリ 7 ンタン，マラヤ。

P. 戸tocoides との区別点lご木極は湖鞘後iまの会合線(~-\)(，三!日!みを欠くとあるが， SCIIEDL の 1，心とした桜本で

は[lI]みをそなえている。
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Plaわず'JUS �fochoides SClIELJL 

SCllE lJL, 1970, Kontyû, 38(4) : 367c~，368 (合)

本極l土 P. βlanodeclivis iC1泊似しp このj(O) 戸aTatyρes しつr:l 1 に p. ρJαnodeclivis と二?えられる flj] !;j，も合

まれているが，主な l~~l!-点は次の泊りである ο

体長は tft 2. 2へ'2.7 mmo 出鞘の (WJ1まはほと λノど、ド行。 後ぷは 111/ ， \1ムく Jしまるわ 背 rf:îはより円前)彩。斜 r(バ

]\[;はより後 Jjから始まる J 後縁11[IJ)) にはわずかなえぐれがあるム斜面:'c/Lj二万の点列部はより i'!J粉に WIむ。

干守:と h'H fiIT :ラワン。

分 オ7 ・ブィリピ!ン， モノレッカ il下日。

Platyjうus bi jfexuosus SClIEDL 

SCHEDL , 1962, Ind. For. Rec. N. S. , 10 : 163, 164 ((1;); SCHEDL, 1967，包nL Tidskr., 88 : 161", 162 (♀) 

体長lま l江 3. '3ノ3.5mm，雌 3.6<3.8 mmo 1l]j 1HlJf':\，絞 IIJI[は J込ι 主ヨ草~í は役引jを除き~~#}色でほぼ透

P1[lo )'C;沢 lまぬい。

j瓜f引ま l迂とんど丈ド坦 I � I ~Ijと縦総は長く P ].',j i!lは小 くLllì !:了。 表 [(:r は鮫肌状 ;試のヂ;肘mJな紋をそなえ

る

前 r何??の長さは il日の約 12/7 削減はr-Il*を cJl Jらに:深くえぐられる ζ ちこ r(iÎは尚 )jで )1 ー irlf-~' \'こ何な， ?を)j

で仰なJ弘幸IJをそなえるハ L[j央縦:r(p はやや短く，浅く IEI み1lH去に しない。この rlíj)jは細長く降起し点刻を

うにくれ

周目 1iì'iの Jミ は附の約 2 1/7 倍こi 側縁はわずかに広がり? 後方 1/3 は丸く狭まる ο 後禄は卜(l\IJ)nと災 11 \-1 す

る。 ljJll_] 1¥]; ，~ .. j:扶く，なよう、刻 YUをないりまない c 郊 1 点列部は点条をなし浅く出 lむ c ヂUfi司郎は基却におい

てやや隆起し， 点刻はほとんどおめられない。 後 1~:lj はぷ三l' で来、1'-i0{~'I)を7巳 íJ)(:ードトず， 側;加とは足J毛をそなえ

る。 後縁日HJlIH土後川下)]'iこ強く突 jl:l_ l[ し 3 その後j@よ細長し、 ~r)j ;U， となり， 辺ちを生し3 組1]方先制ilま尖

る。

此ff の顕在11 i .J:絞IJJW" 微糾な点、主IJ を球にそなえる， rìíj)引Jlfはより細長し外縁はより点くえぐられる。背

IÜÎは微rUJな鮫肌状。 r!-!:止と縦線IJlIJ 万から前縁近く lこは密な微細，r，'::î，刻 1;']'からなる長路円j-5の斑伎をそなえる。

前方正中線は点刻をクミき， わずかに降臼する。泊料jの前 3 3'UifU{i!j(立法 ;';:15で jょがって隆起し，小職中を慌に

そなえ，その側方にも f!!ií波状の:ミ起をそなえる。外;日 {f!í;ijl，く悶i;f 1.ノモを芋jずる。後ブJの突起は欠くり

iJJ止私fllll :マラヤ村 υ

ノ、
ノJ 判ベトナム， マラヤヲインドコ

PlatYiうus ObSCUTUS SClI.lWr. 

SC!IEDL, 1971, Ori巴nt乱 1 lns己cts ， 5/3 : 393 , <394 (古)

(本[主は il[' 5. 5 mmo 1'F伺{午後IIl< は黒色， ;~WI何iの後jj:訂正?渇 f~ ， ~il[j}(~訂J1いが，主消O_) r交方では欠く。

l蓜i!i!5 1: ~t I I~ ~よとi'!5jE ~[~t~与を↓ [1心ピ Jt くみヲ I jJ~，t~ I';l; は仰い。中央縦波はイ"I，I)'J r,19t 8 表山l は大きなんi

社Jする c 前1mは沼で点刻をそなえる。

古íj!I('ll 汗は陥よりわずかによミい。側縁は中:決;円!5の後五モトIj心に伐くえぐられ，て~;入f'ilíの役万 (~ðjとまる。背

国 (iì長し ./J\点、刻そ省イIJする。 rlJ;史;縦線はtli く法律、 lと迷しない。
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趨鞘の長さは帽の約 1 7/ 8 位。仰j縁は rìíPl土郎が後)jtと 11': がり， その後弱くメしく狭まり， 後端近くでくび

れ後縁;土史l'lJする。点ダIJ ;'\15の基方 2/3 は扶くヲ出く凹んだ\点、亥íJ列からなり，基縁近くで広がる。 後}j 1/3 

の点列 :115は浅い条j払その側方は，f~~9J~ ，tこ隆起し後方で消火する" 7IJII"]部は芯ブfで功、く，その後弱く降起し

小点主lJをやや密にそなえる。後方は弱く傾斜し光沢を欠き机造となる。外両部は急で長崎円形，上総をl徐

き縁取られる。会合MR 1i15 は三角形 lと凹む。表l白l は|冬起し，微小頼粒と短毛をそなえる。

寄生出種:ジョンコン，インドネシア材。

分 布;フィリピンF サラワク，カリマンタン，ジャノマ。

Platy戸US oneratus SCHE DL 

SCHEDL, 1970, Konty凸， 38(4) : 366 (古)

体長は熊 2. 3~2. 8 mm，雌 2.6mm。亦渇色ヲ後阪はJ41色，組幹jの後方，[主 815は 11計局色。

頭部はほとんど平坦。中央縦線は11，i く弱く凹む。表 lilÎば微細な鮫肌状，微小点刻をそなえる。

前胸背の長さは憾の約 P/8 倍。制縁は l-jt 央:i¥.� において狭いが深くえぐられ，その後方は側方 lど広がる c

背白(はやや大きな点、刻をそなえ，基部では密iとなり，会百IÎlと啓?な柄かい敏をそなえる。中央縦続くは短く弱

く日 I1むがJ主縁に述せず，大きな点刻lよりなる心臓ノ杉のEf紋をそなえる。

遡鞘の長ざは Il1fBの 2{行よりわずかに長い、側縁は 11 I央部の後方まで広がり，その後丸まる乙となく狭ま

る。後端ば強く突出し，会合線郊l土問む。点~)ilJi'~lj は点条をなすo ;�lJ 1 i'� i'rlSは幅広く，基半部は弱く隆起し3

1去方に広が') ，やや大きな点刻をそなえる o i --j- l央部より後方ではほとんど隆起せず，鮫肌状で知毛を生ず

る。負~ 171J 1間部は狭い o tf; 2 亨IJ問点目は他のものより 111雨広い。 斜面部はほとんど形成せず，わずかに傾斜し

短もを生ずる。後端は後方にち提出し3 ほぽ íP:1的こ紋附され新月状，その両~llJはド方に鋭く突出する。腹部

第 5 節の中央は縦に問む。

地ば l~iJH泊背，遡鞘(後方を涼く〉が淡褐tもないし貨潟色。

前演はやや隆起する。前胸背はやや短く，背辺Jの点刻は細かい。中央縦f~}Hこは I~J際な点刻よりなる楕ItJ

JJ;の斑紋をそなえ，その前方の点/{IJは大きい。姐鞘はやや細長し側縁は IjJ央部までJよがり，その後方は

弱く狭まり，後縁近くで丸まる。点子IJ;"'[5 は第 1 点亨I] Rllを除き不明瞭。主L方lこは瓦状突起をそなえる。 後]';Il

1土不規則な点tu と短ーモを生じ， ì斬次斜耐:i7ß1-と移行するの斜面 I!jßは垂直 lこ近しほほ半ドJjJ;， ト縁は 2 波状

をなす。表|副主鮫肌~U~ ， 小額粒と短毛をそなえる。

寄IJ::.桔 i種:ラワン，カンボジア件。

分 布:フィリピン，サパ，カンボジア。

Platypus xylogra�hus SCHED!. 

Sc百EDL，目的. Koロtyû ， 37 (2) : 204 , 216 (鶸) 

体長は推 5. 5'~'5. 8 mm, fi音亦褐色3 波限 11黒色。光沢は強い。

頭部は中央縦1療を cþ心 lζ広く;1:せられる。中央市t10取はやや iijJ断。表耐は鮫肌状，浅いが大きい点刻を留

にそなえ，上々のものは大きく忽る。

前1旬背 lま焔よりわずかに長い。側i創立中央 :115の後方で丸くえぐられ公入部の後角はμj ばって尖 tl'， す

るコ1f百は微細な紋をそなえ?点tuは大きくやや需で lìíJ方のものは小さくなる。前ンれとはまえ毛を疎にそな
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える。 中央縦irj; は j三く主主iまには速しない。

:tl1f，lの尽さは rrMの約 18JIS 倍。 組IJ設のゴよ半部 l士三[ZfJ lノ? その後方は徐々に決まるの 後縁の突起:土よミく，

多少ドブJ{こ曲がる c 止i3;rj:'Tí は点、条で細いが'iR く rJJ み，後ブjでは Jえくなる o yl] ii日はJよし 2よ方で隆起し9

iりHl台な点主iJをそなえるが9 後方では鮫肌状で 1 列の小頼f;? と 1;~jrI:を生ずる。会ごl i阿部にあたる後縁の災記部

は会{-=ì*Si~(と !ü って [II[み，その側)Jは|寝起する。突起flRの 72LIl| は鮫fJlL状で Ij~r[のじた大きな点主!Jをそなえ

る。先端は Lr J9::::tf;!)\，CU宇J巴の[l 1[み主そなえ9 その|可制は 2 分f立し尖 6" その外方の突起は内ゴj の突起よ 1

J乏し、。

寄生みrfifl :トウヒ，マソ 。

分 布:支部 (127流入

P!aty戸us soli疼s ¥lV ALKEJ' 

WALKER , 1858, Ann, Mag. Nat. Hist. , (::j)2' 286 (色)

~P. ρili!rr!rl s CHAP lJ JS , 1865，ち1onogr. Platpy. , pp. 26 , 265~J267 ( ♀) 

体長(叫((~ 3, 7..,,4. 0 mm , f悦 3. 5-'~4. 3 mm。ぷぬTI，政[lllは渋色， う己 il~(土生ilい。

jjjお[í はfÌÍJfij'jから頭主主にかけて!J!]み，中央qq)~H5:~はさらに短く川む。表聞は鮫肌状で不;\~mJな鋭敏を訟にそ

なえる。 ilíj J):!lは光川崎く小点亥[Jをそなえゐ。

日句背の良さは日よりノ\きい。側縁はJ.:l]*:~\:15がやや叩くえぐられる。 '!'Trfíil立川町てな点主iJ ぞをやや'?Í'iiこそな

える。 IIp)<:縦線はやや説く法2誌にせず2 先端は分岐する。

た目鞘のさは I]Ji'Bの約 2 .1,/3 {i_l~t:O ~[!J縁;丘中央 IJÍj)J までjよがり， その役方はゆるい波状をなして狭まる。

列告11は点条でll;: く‘]'J] II)(c iと [UJむ o 3'iJ !Hlt慣は広く ) ~J0J く隆起しp 不規則 lこ非んだlリ]隙な点、主Ijをそなえ，悲方

のf点目はyにきくなる。日fJ匁IJ がjたまり傾斜するあたりから後方の3iUI i'!J ";Ií は低く絞HJW:となりも列をそはえ

る c 走法は判DJ三く ÁIL\し，会合総 t初口、たし、が隙く告rjれる。それぞれの jt柿は形にド後)]('-'欠 ft\ し，

その外jjiとは小ざな 11~ がある。

il!!tの民自II(ljn円形lこ川る，表同;は微制に tl!ij'i ， .fIPJI ，;lí(}) ド土r ， 幻J}jには }k[~r~会二;} ,60 lìíj胸fiAの点刻

斑はほぼ心臓Tt:でがf}jl品dflWと ísc 1 -~ 2 ft/il の小孔をそなえる。組結のü1Hは liÎj方は約 :3/5 まで平行し，その後

}L まる。 1念総は削減と剥く戸jをなすが災山しないo jJ、L列仰はi}íi半わずかに山J:s。列 ;-IU i"i lj はより幅広七日当

く降起し，点、刈 i士約右ぷ主イ川崎。 ~tl; ;5 , 5 ダIJi[日却はで 12治起すゐ。斜 r(n 市(土色、で桁 i リ )f:， 焔色合i以

L仁そ_ t;., %_ ,?') 0 

~~t~-ミ出様;ソラン川， ラワン，ノ -{JレタオノH ， メノν クシマツ， 二!ーブリテン付。

う〉 イII :口本， nllJt;，~'f:~文目 13 (台泊)， ブィリピン，ボルネオ， ピ Jレーミ7 ， ベトづム， 7 ラヤ， スマトラ，

ジャノ勺セレベス，モノレッカお下tL ， セイロン， FiJ Lt, アノレ一品， ニュ F ブ 1) テン， ニューギニアヲオース

トラリア， ソロモンt:Uふ市マリアナ見ヨ ブii、 rふ カロリン川jML マリアナ川島c

Platypus subdψressus SCllEDL 

SCIIEDL , 1935, Philip. J ourηSci.， 56: 397 (6 ，♀〉

体長は土，W 4.6 m,ill , J-tm 4. 9 mnl() nì~:S':川白色，話i収は J古色，担市ì~の後方はJよl褐色。光J~(ま E11 い。

TIß(~1~ ~立中高， J~1\jfJ 託生市内ムムから主主nnにかけて隆起終止がある。中火縦線は旬、i く?長楕円形で件以、。表I日
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は鮫肌状，中央は平itj- ， • 1 ~方は浅いが大きな点刻をそなえる。

前胸背の尽さは IIIBlより大きい。倶1]縁は中央部でやや浅くえぐられ，雪入部の後Pl !，:!:突出する。 背而は|巧

瞭な点主i]をやや需にそなえる。中央縦線l土匁くわずかに阻み)Jl;íまに速しない c

組鞘の長さは隔のほぼ 2 倍。~1I]縁は基方 3/4 まで後方l日UPJ ，その後方は狭まる。点列部はむt く深く

凹んだ九条をなす。列間部は広くわずかに経起する。第 3~5 列間部は基方で隆起する。表面は;走ン7に密

;と，後方 iと政な明|際な点主:1]をそなえる。後方はゆるく傾斜し，点列部は消失し，微細な鮫!日LV\で光沢を欠

き，ノト願1立と剛毛をそなえる。斜同部は汗 Lflf と段がつき 3 後縁がドJ く入し9 ノてナブ JI>，タHゑ角 lとは 3 ~}1~1 

歯をそなえる c 表直iは圧せられ鮫四W\で同，]I]:[を院にそなえる。腹部第 5 節l反面の後方向側は癌状に降起す

る。

雌の頭部前面;土中央部の隆起がややiA司く，中央縦総は前n く良い。 ね刻はより深く f言。 と方にはやや密な

陥11 もをそなえる。前 l淘背は納長心側縁のな入部の後j百はほとんど尖 111 しなし、。表面の点主iIは不明]際。 111

央縦線の但I] )jーにはやや大きな点刻からなる卵Jf5の斑紋をそなえるの題特は少し短く ， lA列部は!:p l 点刻印

を除き浅くなるが法)Tで広がりàE縁lご注しない。ジiJ同 l'fl_) は ili方で高まる。後方は絞HJL伏をなさす，浅い点

刻をそなえ朴i泣。光沢l主的より強い。斜而iおは雌よりはるかに狭く新)~形，光1){があり 9 後側灼はお11 く下

後方lζ突出する。

1吉子生附fli :ラワン O

分 ;(r� :フィリピン，ボノレネオ， インドロ

Platypus contaminatus BLANDFORD 

BLANDFORD, 1894, Trans. EnL Soc切 London， 1894: 131c~132 (舌); MURAYAMA, 1936, Tenthredo, 

1 : 146~147 (♀) 

体長は 5. 3~5. 4 mmo IIR iJJ;褐色p 被服は黒色。光沢は強い。

IiJt;，'おはず開。中央縦線J土短く阻む。表面は絞肌状で l iJJI際な点亥IJをそなえるが3 上方のものは組長くな

る。

前)陶背の長さは 11:，'î\ J:. り少し/にきい。側縁は '11央部の後方でわずかに之ぐられ，その後戸J は突出しない o

ol-'ll~[(土中央縦線の IJÍj方 1と，L56帝)1去の~5)しザ予日郎があり， とれから前)jlこ浅いが大きな点刻をそなえる。他の

;\~!;分の点主Ijは桁i かくjf:束であるが， fJllJJi，前ブJのものはやや強くなお。中央縦線は~ïâ < )~kfí~まに迷しない。

辿鞘の長さは '11日の約 21/6 倍。 fWJ縁は l ド央，\j\で幅Jぷく， 市j後方 lと狭まる o 江子Ij部は細かし市\I~J的な点条

をなし，去方で 111日広く，深くなる。第 1 点:)iU "1\は全体が阻む o ;yIWDliljは幅広く p わずかに巾市で9 いずれ

も来総に速する。託方には微小点'{{Ijを p 役方;どはAきな点主1I と間もをそなえ組iiE 。 斜面許iji土ほほl]i iillとむ

し創11長い新月 7ちをなし，後{JlllffJば突iI'，する。 I~-縁は背 Iln と Pl をなす。友耐は弱く !LfJみ，〉iL沢はやや少な

く，同11モをもった小頼粒を政lこそなえる。

~1:~i-::_樹砧:台湾立広葉針。

分 布Î: I!;jし支日目(台湾，福建)，ヒマラヤ。
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PlatYlうus turcicus SCHEDL 

SCHEDL, 1970, Kontyû , 38(4) : 366'<167 (合)

体iえは Mf 3.7 mmo n;j'赤褐色B 協肢は黒色?路聞の後 hii:ょ:憾江沢は怖いヲ

VÞI郎はわずかに íIl [', 6 c I~j;角者生郎内庁にはメしい|海~t市がある。 rll:宍以は後[1"のドi設を結んだ tJぶから ~jfJ

蓋に民く延びぬ苫二|盗.~]:\する c 表[白は鮫肌状， ド方:こは flJF3のノJ\ ざい点主11 を， I)Jiこ

状の印刻をそなえる c

治íl 胸背日)f;i: ð は幅の約 11/3 倍。(1[1]説。は ílJ央古1;の後 75で{長くえぐられ， 見f入 r;ljの後jìJ i� 51] ばり ~j{ く;ミ ru

する。背I]}(土問販な点刻をそなえ，側万lこ;可?となる。1[-1犬縦線はややj尽く剥く![ IJ みp 後総 i日主せず， この

[村侃lJ iこは約 10 伺の点亥[Jをそなえる。

脳~消の長さは 1!1~1~の約 2 1/6 倍。 似似側IJI縁i滋芸剥iは土「中h 央:役主企è)んJ で段も申h川i“Aωjは広J五;く心， 1後変怯まで主伝徐l< 々に1狭史Jた;まる O 入点7

狭しい、点会条毛とな tり)ラ f第1お11 と 2 ， 3 と 4 )，';ì，列部は ll[方で少しJよがり，互に速がlずる。子u:m ， 115は幅広心誌方で

jj技IJ される c お 1 ， 3, 5 ダIJ 1-1.:jJ-i~-15は見方でまる。市 2， 4 列 WJ-!}i)(.J1~総に注しない。料[~i i~，H近く (í ;F}~Hi[J 

lと留に点刻さ〆~~~な附もを q: 会 ()-*J~ i'il5 はI!!lむ。斜 Ifl[ 出;15 (土背 Ilji から徐々にメしまり，赤十 lこ依断され， :11日

扶い新)1 状。会??「線の l日比jl] は jlJI み， j~J似 :I~品は i去三 jl]J[;.ik iζ大きく卜丹後)f(こ災 11 11 サる。公合j'5i::';j5 i~t 制 [1 く圧せ

られ，その先端]iTIi側にはほぼ三JiJ )1さのやや大きな尖却をそなヌる。友 rfl i[ ;!J]\判中!-:: I;， 'I]I] T:.;をそなえ 00

2弁会:州部:ニュードニアトイ。

分 1'li :ニヮーギニア。

PlatYlうus carbOneSCé 河 S BEESON 

BEESO;': , 1937, Ind. For. Rcc" N. S., (3)3 : 100".101 (芯，♀〉

雄の体長は 3 ， 9mm，制 4.4mmゎ亦褐色。複liR は JA色， ili梢の後三fは 11日述、渇1~rJO Y(:I?};~ \,:; iXI{いが凶鞘の

後方ーでは ζ れを欠く。

頭部の白íJ Illi は JtÎ(/ ' r!:-j央縦泌を中心1ζ政く凹む。 表 [ílii土絞IUW~で IIJ.泣。

前flúiJ背の長さは 11高より少し大きい c ~ll]総は 1~1央印後五でj米くえぐられ?73 入の:&))(:1 :):.:11\ '9 る o ~f:~" i ~ii 

は Il)j隙な点主[Jを訟にそなえ，白日縁p 民総のものはより大きく?子?となる。中央縦紘は恒く縁lと速しない。

辺i怖の長さは帽の~{~ 21;目的。 jlLタIj ;," '15 (立点条をなし， 法)jは伐くUl I J:j' 0 列 fl 'i} -;'jI5 は店J);心弱く k\\，[c;し 3

1\:~!Jをそなえる。，~:n 3, 5 )i1j I-llil] -t~13 は)Ufで刊まり lょがる ρ 2f~ 2) 3Y�j li!口市 (H~方でわずかにIJとまり，法縁

に述しない。会合、総近くのグiJ íi'，J:犯では辺郡のr:þ 5たより ， 1WJ)jのものでは辿梢が;f;z )J に扶まる Hj江より後)J

で鮫肌状をなし， JJJ、)i:j 1'， 15 は深く;Jf] Jj-, ylj 11[1;:15 は Jえまり ?f~i:; _çc列をそなえる。後方は羽く NIれし，後九日近く

で斜めに傾く。後縁は外方に小突起をヲその i)l方に長三戸j)巴の尖起を有立るっ jえ三1'J )1 三';~，:c:.ri己ω 内方は1しく

えぐられる。内J73E起のし )j には円íHt，状の突起をそなえる。

l維の前頭!とは点刻!が1utめられる。 jjíj 11向十了の J以刻ははなはだらど。 1[1 うんと ~~:t*主は ;J\点刈よりなる円)[5のHU丈を

そなえ?との部分は少しrrせられ ;)0 辺市ì'f はやや~if かい。点列部は少し叩く， )'Ij IliJ :'>1) はわずかに降ιずるの

郊 3 ， 5 列!日j部は悲lnと小額村li'í' 〆をそなえる。 去ほ;よ第 1 .，~ 5 列 1 1\] :':1\の!日」がj叫えする。匙1 1ft'!の後方は鮫肌

状をなさず，点タIj日[5は背面と同総。れ 11司郎 lとは小額約と 1~fIちを4 ずる。斜而;出はややゆおく， I'"jl !';~:;J'，一ま

はメしまり，後総はほぼ一直線で突起を欠く。表面はが;肌~J\ ， 小照約と短毛をそなえるの

寄生fMfIl:オーストラリア@ウォノレナット。
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分 布:オーストラりア。

PlatYlうus indicus STROHMEY主主

STROHMEYER, 1910, Ent. Blätt. , 6 : 131~132 (6); SAMPSON, 1922, A紅白.M旦g. Nat. Hist. , 9 : 146 (♀) 

体長は雄 3. 3'~3. 宮 mm， 疸if' 4. 0 mm。赤褐色，複眼は黒色，迎鞘の後三f.は黒褐色?光沢は強いo

jjJi却は縦 lこ幅広く圧せられ，中央縦線は短い o 1ÌÍJ]ÏJ'jは下βlζ不明瞭な細点刻を， J 方lと大きく浅い長楕

円形の点主IJを，側方 iと不規則な縦敏を官布する。

前絢lJ の長さは幅の約 12/5 倍。但~禄は中央部の後方を中心に深くえぐられ， その後方は突出する。背

面は大きさの異った点刻をやや密にそなえ、前縁と後縁のものははなはだ佳?となる。中央縦線ば某縁に逮

せず，側方には 1~2 )i!J~と並パノだ約 12 i闘の小子しをそなえる。

迎鞘の長さは帽の約 1 516 (i~o {~IJ縁は後方にわずかに狭まり， 後縁近くでi去に丸まる。点列部は浅いが

幅広い条滞でp 後方において広がり小点刻列がある。列間部はやや狭し後方で更に狭まりかつ高まり，

斜市郊の前}jから小額:f:\~r~列と剛毛)iljtと変り斜阿部 lと移行する。基方は点主Ijと i E歓をそなえる。第 1 列間部

は短く恕!鞘良の半分より後方から点列状となる。第 2 ， 4 列間部はtrn y!J間部よりも短く，第 6 列|旬部は

第 5 列間部よりも短い。斜面郎はやや急でほとんど平坦。会合線部は帯状に隆起する。ヒ綾部は背面後方

と同じ機造であるが， flliば !J\頼校と短:ßがあり， ほとんど列状と認められない。外縁には大きな 3 突起と

後縁会合線部に丸し、突起をそなえる。

雌の~Hg告は _\fi坦。 1f1央縦線は椛より長く1:，);1土凹み2 下方はl発起するの表而は浅いが粗大なJJi刻と長毛

をやや密lとそなえる。仰向;ol.lj は，tií よりも細長し It'f I1IT llíJ半の点刻ははなはだ密。巾央縦線の~1l1万の小孔は

不規則で数が多く片個IJ!，こ約 50 i因。迦鞘の点列111は点列状で狭心 )ilj臼部は後βで高まらずヲ 不規則な浅

い即刻におおわれ不明日立となる。点列部は第 2 点列 l\ßを|徐きほとんど r1rl まない。第 3 亨Ij l同部はがJ部で広が

り盗ffi し小頼粒を宿布する。斜面市はやや急で偏平な五角形。後縁は日電線状。表面は細かく凸凹となり短

もを密往する。

o;;Etoh¥JFU :カシ付。

分 布支出〈台湾)多ボjレネオ、トンキン，インド。

Platypus transformis ScmmL 

SCHEllL , 1936ヲ ]ourn. Fed. Mal. SL  Mus. , 18 : 16 (合); SCHEDL, 1971 , Oriental Insects, 5/3 : 396, 

397 (♀) 

体長は雄1. 8'~2. 2 mm，雌 2. 3'~2.4 mm。赤褐色，複阪は黒色p 組鞘後);1ま照j公む。光沢は 0~(い。

百九1';1\は平坦十l 央;\1)で i況にわずかに IIIjむつ rl'央itt線は?互い。表面は鮫mL状9 不規則な縦敏をそなえる o

f{lj顔は点刻される。

iÌÎH向]背の長さは闘の約 1114 倍。側縁のL[j央部はやや深くえぐられ， 奇入部の後5IJ は外ノ'j(ζ膨らむ。 背

面は大きな点刻を密iこそなえる。中央縦線は基ほlと達せず，制IJ点11と 3 ~ 5 i同の小子Lを列状lこそなえる。

魁鞘の長さは隔の約 1 5j 6 i者。五1;~ぷは強く予言骨状 lと隆起し， 側縁はiりま近くまで後方に広がる。点列部

は深い条内?で後二げにjよがり， 21~:/与は点条となる。タililm~íは斜面部土縁で隆起するが後方に失出しない。第

3, 5 )i1j間百-[3 は広く，後ン51ζl土問隙な点亥IJをそなえる。，車; 3 子IJ間部;土基部で降起する。斜面部は急で下方
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に_í[びまぼ 1'] J伝で仁 l [l'1J o _H~中央i刊行士気 1 ， 2 列阿部が[1'1 み， その担1]方は隆起する。 '1 1央部 1-); の左右ー

には flJí)ff浴の突起をそなえる。表[üjは紋lル九突起のト )-J，~とは附毛をもった小穎校をそなえる。後側縁lど

は;kl;rir\制犬の大きなJ究起をそなえる。

j恨の組側は淡賞品j包 c， ïí~"~~I~) 会介総|刊州1]，側縁は亦褐色》斜 rfll ，" ;lj;Ji くから後方は JJj~褐色出~llrìiilíiÎ i立全

体に弱く凹み，ィHLQ;~ で L~~(とは LIC :í，]いた長い fごをやや僚にそ fょえる o rìíJ胸弘二の背 iflÌ(立政肌状，点お]はや

や小さく， '1 1 ，1":縦協には約 23 0;1 G')小 Jしからなる EU白fJJJf~の斑伐をそなえる。組幹iは，&(1 より長く， 後)jは

徐々にiJ~く江り斜 1:1\に修行する。rJíJ滋の龍母状併記はややし、。f{S 1 点ヲIJ['.15のみ点、条をなす o yl]rmnドは

不明瞭で点刻を火くが後)jでは鮫肌状 7なしJIL刻をそなえる。お 3 列 1:日 ::\15 は弘)fT広がり降起し，小~átJこ

突起をこそなえ-:，) c jj刊Tl'í:れはゆるく 1J、つ Ql;'dJ 。 卜3dはく;y打線 lこ沿「て rqみ， 1二 )jf什守 lと泌い川 l治:"，15があ

る c 後総 '1 1火山は川むo :l\:~Dï {.;t i佼JJJl状， liiJrLをもった小相川f をそなえる。

ラワンョスエラヤ ο

分 市:ブィリピンヲサノ勺サラワク〉カリマンタン予スマトラ+~レベス，セイロン。

PiatYIうus failax SCHEDL 

SCHEDL, 1970, Kontyû , 38(4) : 367 (芯)

{次長{主将 2 ， 4mm。功、fWl"む惚|阪は J子、色。泊料は iit褐色で後方は nrÆ- j]~褐色。うじれは強い。

ぽU:15(J 'IJïÇ,j , . F')j にもii の WIみをそなえる c r~'I(ffJ叶1'1人j方には ;í'，'1 の体制がある。中央縦線は尽くやや長

い。表巴iは鮫肌状， Iljj I [f，t な点主Ijをそなえる。

。江川背のf之さは怖の約 1 1/d1\0IWJ絃はほぼ中央，"'，15で深くえぐられラ その彼方は l向くi1!t らむ c 1干 ülHま「円

[ポな点亥1]をや刊行政 Jとそなえるの中央縦総は長く弱く Drlみ，長J山']J巳の j主主IJ斑をそなえるとの/~、刻のがJ}jの

ものはノJ\さく，後:方のものはんさくなるの

出鞘のIミさは似の約 1 1 /211'， u IIW，止は科 j [ij{， 15 まで後 }J ~ご!ょがる o ~t~ 1, 2 ,rA î,YIJ /flj では Ijl 央から役方，その

仙の_r，lj列部ではより i乏)]'で細川、い):、t安1]のダIJ となる。宇:!. jf íT -iJ日はほぼ I'J Jι 斜めに枝問r;され，二十??{日とは jrJ をな

すがp そのがí;l}膨らまない。役減i士会子(;rJJ~(と沿ってわずかな~111みがあり， その後心 iとは小さな Jね状尖叫

がある c I' [J央部会fT線j，[， îHill にはノトさな溺ιがお 23 。表而は鮫肌状， -Jé;~J:(が~}5]く，恨[:の!]じた微小穎枕を

有する。

得L↓十セラヤη

分 布;サパ。

Platy!うus for jicula CHAPUIS 

CllAPUJS , 1865 , Monogr. Platyp" pp. 40 , 283 (合) ; SClJEDL, 1950, Inst. R Sci, Nat. Belg. M駑. 

20 S. , Fasc., 62 : 54 (♀) 

やj， J七は必 3. 3'~3. 9 mm，郎 3. 3'~o3 ， 8 mmc 山尚I~~ ， 制限は;込 ι;~tHWf O)~:をゴjl 土 11 ，'1功、褐色。

頭部はわずかに↓ [l(;jjJベサ1I ハ(JíFWi土的にく!日台。 '11 9-C: fÎ.礼線く 1"1む。表 fllì(土紋Wl状をなし大きいが

jえい )，~-i-、刻をそなえる c

T目的背のjミさは阪の約 2/7 '(~-D ，mlj.{~の '1 1うと役ブ了は深くえぐられ， その後jうはjしく!日 11 1.\する。背面は rtJ

ifK，微小 2 Hlo)点、刻を自にそなえ，世!lJjjは特にや:となる u r わうよL縦線はややく凹み， (iﾍ)' 1" {JlIJ方にがJ8 似の
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点刻をそなえる。

麹鞘の長さは隔の約 21/2 情。側縁は中央部の後方において最大幅となり 3 斜間部の前方でくびれ後方

lこ広がる。斜阿部前方はリング状にわずかに降起する。点YIJ部は小さく疎な点刻jタjからなる。第 1 点、列部

は浅く狭く[目み，点条をなすο 列 fm部は)ζ く，細点刻をそなえるがI~央部ではほとんどこれを欠き p 後ゴJ

では短もをそなえる。第 2 ， 3 列 rl田市は悲縁lと達しない。第 3 ダ1]1'[出店は基方で高くなり広がる。第 5 3íU間

部は主主方で高まる。趨鞘の後方リング屯状降起部 I立不規則なノト点刻と短毛をそなえる。斜間部lま垂I立に近く

裁断され，後縁は深く，幅広く湾入し，一新月形となる。後但lJ角の突起は長しその基部内)5 1こはくびれを

有する。後縁会合線部はわずかに突出する。 l:llllJ縁は龍骨状 lこ縁取られず幅広く降起する。去|亘は圧せら

れ，小頼粒と短毛をそなえる。

寄生t故障:ノfロサピス，セラヤ， ラワン， ラミン，スマトラ材，メランチ， ザンホン材，カプーノレ，カ

ユランガセス，マトア，タウン，インドネシア材。

分 布:支那(合湾入フィリピン，サノ勺 サラワク，カリマンタン，セレベス，モJレッカ群島，タ

，ピjレマ， トンキン，マラヤ，スマトラ 9 メンタワイ群日，ジャパ号インド，セイロン，オーストラリ

ア，ユューギ二ア，ニューブリテン，ビスマルク。

Platypus omega SCHEDL 

SCHEDL, 1970, Kontyû , 38(4) : 365~，366 (合〉

体長はJ，;tt 3. 6~4. 0 ffiffi，雌 4.1 ffiffio 首色ヲ 複限斜同部周辺の縁取りは黒色，溜鞘の後方はH音赤褐

色。光沢は強い。

頭部は-'12)旦かわずかに正せられる。中央縦縁前半部は低いが丸く隆起する。表IJüは鮫肌状で不規則な大

きさの点主1]を密lこそなえる。

前胸背の長さは幅の約 P/5 倍。側縁の中央部後方は浅くえぐられョ 奇入[:11の後角は弱く突出する。背

国は小さな点刻をそなえるが，前，側，基方のものは大きく密となる。中央縦線は短しわずかに[llJみ，

ノトさな点刻斑をそなえる。

趨鞘の長さは隔のが~ 21/3 倍。側縁は 111央部前ブjまで広がり? その後狭まり， 後万近くで大きくくぴれ

膨らむ。斜面部の前万は 1) ング状に大きく膨降する。第 1 点列部は狭い点条， f也の点列 ~iS(土小さい点、安IJ列

からなるが後方の点主IJ は大きくなる。ヂIJ間部は広く，白líl ノb' と後方に明瞭な点主Ijをそなえる。第 3 列!旧作1I ば

延Hで!よがり丙まる。第 5 ヂIj間部は狭まるが弱くrT~J まる。斜阿部内íj方の隆起部はほとんど平滑でわずかに

微小な点刻と短もをそなえるの斜面郎はほぼ怠 11::[1こ依断され円形。下方の突起郎はま'l後方 IO~びる。後縁

は中央部近くまでほぼ)i)t去に限広く湾入する。笥入部の但IJ縁は波状Jこ内方lこ出っぱり， J二側外角はオしま fJ ，

会合線部は弱く突出する。 1'.縁は龍骨状l乙縁取られる。内方はすり鉢形に庄せられ，その中央部 f~.::J.i‘は会

介線に沿って弱く隆起する。表面は~*な小点刻と附11 毛をそなえ，光沢は強い。

雌の頭部 rìíjjllíはやや納長い。前ij(XJJ背の似.IJ縁の芯入部は浅い。点刻群は長惰円形。迦鞘の側縁は前方 2/3

が後方に弱く Jよがり，その後ブjは狭まり， リング状の膨降部をそなえない。子u阿部ば法万で弱く降起し歩

小頼栓昨をそなえる。斜r[11部は腎臓]巴で t ヲ側縁は弱く隆起 F ろが角ばらない。後似IJ角 l主主唱く尖る。表 llií

は Lぬく凹まず， 1剃毛の生えた小穎粒と小点刻をそなえる。

寄生.fM禄:セペテイル。
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分 請J: マラヤ。

Platy戸us cu戸ulafus CfiAPUlS 

CHAPUlS , 1865, MonogL Platyp. , pp. 27, 39 , 273へ 279 (古，♀)

体長は Mt 4. lc~5. 0 mm , tltj� 4. 4~-5. 1 mmo 赤褐色，悔恨は黒色，旭市庁の後jf:立 ;~lá褐色。光沢は強いo

I1ñ-l\日はほとんど平加。「十1 :9.と i波紋はやや長くわずかに [11[む υ 表面は鮫肌状で点刻状の小さな fl司みを需にそ

なえる。

訂j胸7干の長さは '1I日のが] 1 2/7 倍。仮u縁は '11央部の後方で/f くえぐられ，その後方から)，\方に強く ttまる。

背聞はり]It予な点主1]をそなえ，内íj{HI]，抗力では大きく告となる u 1_~1 央*i~線1::1:やや íã く川lみp 側Jnとは中央部

の点刻と同じ人;きさのあ(fI<'il の点刻をそなえ芯(

組鞘の尽さは :1'日の約 2 1!dii'o ~!IJ総はほぼ'IJ央1113で I1膨らみ，そのf後変方でわずか lに亡くびれれ1.膨h庇2 らむ o }μ以ヂ列|リJ~部ち:

;扶史く 3 一般に明日Itf な点亥IJ列からな IJ j 前方では点条となる。 後方の点ヂiJは大きくなる o JIJ l:iJ:~l)は広くわず

かに隆起し，り]lu;tな J:技iJをそなえるの第 1 タiJ i阿部は狭い。郊 :ò ， 5 列問;お基方では而まり広がり，かつ小

点去りを訟にそなえ為。j;;f:; 4 タリ liiJ部は基万で狭まり基j誌にj主しない。 斜[而 ìi刊のがiカは平らに 11主起し，点刻を

欠き Y滑であるが， lìíjブJJとは:たきな点刻をそなえる。斜 I fLí iil5は鋭く裁断され， トルーに企んだ円形，すり鉢

形 lご深く凹み， rj-l.:k: ù官会作総から下eれま隆起す 23 。 周辺は鋭く角ば!)短もをそなえる。後縁の中央部 lとは

深い長三角形の 2~入 gj)をそなえあ。これは 11'1央部lこ迷せず縁はわずかに波状となり込F[をそなえる。友 11II

は光沢がやや羽七点主1]がl泌められるが熊毛。

tt~ の 9ft部は Mf より放し点刻状の凹みはより泌く， I 方 lと i司いた長い剛モ弓ーそなえる c 自íjJl{qJ背はやや太

短い。背 i È!lの点亥IJは雌より大きい o '1' _:.l!:縦総は長く，大きくl'2~i:よ点亥IJ よりなる楕円形の:f!f紋をそなえる。

XHtrYíは後}jでくびれ膨らむことはなく J&もを生ずるつ点ヂiJ l\15はほとんど基却まで点刻タIjからなり，点刻は

弱く E点。後方は不規則 Jこ JJょ刻されゐ。利 IH!古川ìíj)ゲは会介irJ~(ζ沿って凹む。斜面 :"'rf5 は急で， Ui 1/3 は、ド IIJ

形。 後側約は強く )Lま石。 後縁には l同)J;，い鈍三角形状の阿みをそなえる。 l二側縁は ;)L く降起し，和1大なJIL

刻を \fiにそなえる。表面iは多少の降起が認められるがほぼ平閣で大矢な}~J，刻を街布し短iEをそなえる。予す

入市側方はりU く役J;lと反転する。

1t子生む 1積:ソラン， ラワン， グノミス村， クリン多 サラワク材， ラミン，インドネシア材， レインツリ

ー， 十ャンフ'H ， ゴムノキヲ メノレサワフ メノレクシマツゎ

う〉 寸J. フィリピン， サノミ， サラワクヲ カワ 7 ンタン， タイ， ピノレマ，ベトナム，マラヤ，スマト

ラ多 ジャノイ，モノレりカ H'(:í:ó，インドヲコョーギニア，スン夕、川市，アンダマン町向。

PlatYlうus lepidus CHAPUIS 

CHAPUIS , 1865, Monogr. Platyp. , pp. 27 , 40 , 282-.283 (苫，♀)

体長はMr 3.6 mm , ltjl3. 6 mmo i}J;褐色p 複 l肢は W，f!\o lli鞘は外国('，15の fríI}jlハら後方にかけ黒褐色。光

沢は強し、ハ

頭市はjよく片手士11.0 '1 ' 央縦線はやや長く日 '1 む。求IIir は絞Wl:[k ， 浅いが大きく山な点、刻をそなえる。

ÎiÍJ附下?の長さは相の約 P!7 情。 {lllJ縁は中央部でえぐられ， 雲寺入郊の後1Yj!ま羽く jムがるの背面は大きな

/~刻をそなえ，後ブj ， IHIJブ了に訟になる。 rlJ ;，\と縦帝京は長く前方 lこ幅広くなる o l~:t<1j斑は不明!的 c
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題鞘の長さは :1 1誌の約 21/3 {j'!f o 側筏 l立中火部で最も!よし 後jJlとわずかにfえまり p 斜面部前)jでくびれ

lfJ び広がる" )iIJ 河町1)は幅広く，小点刻をそなえる。この点刻は基カーでは需に後方では大きくなる。第 2 ，

4 J"IJ間 !~I\は広 }Jで1'1とまり芯縁 lと迭しない。 郊 3， 5 )'1]間部は基方でiT11 まり F 第l3irJ間部と謀、拐、で連絡す

るわ江::: 3) 4, 5 刈 11司 :'\15の法)jlこは小額約をそなえる。湖鞘の後方は斜面[部の前}jから漸次]iヲjまり，大きな

点、幼を符 lこそなえるが，料而 :ì15 J:.縁ìll くになると点主，1]を欠き一、ドー滑となる。斜 l阿部は}一ーからみでほぼ…直線

の I二縁をもち， 張 [1'[1こ故附されs ほほ円形， ド端突起;別立後下方に突iI~ずる。周辺は向く能骨状l乙縁取ら

れ，短て:をそなえる。後縁は丸く者入し，iJiにその会合線は長三角形に湾入するが中央却まで遣しない。

湾入1\i)lIf:j {jl[J ド縁は後方に反転する。表面は強く ff!'圧されるが会合線は弱く高まり， I~r[:，点主1]を欠き光沢

はg~ い。

ût~ の湖町は黄抱J色，料品[ :\15 は亦福色。 頭郎は12ftより狭心点刻は滑。]ÌiiíJ句 ~iYの側縁湾入郎はより深い。

I1 1央;縦線部は長心臓 Jf:;O)黙なやや大きい点刻からなる]遺品丈をそなえる。迦鞘はわずかに短く，側縁は斜面

t~l3近くでくびれなし、。 'irHilの点亥IJ は雄より不明 IIJ，~。 後ノJ は出く傾斜し，鮫肌状をなして短:ßとたきな点安IJ

をそなえる。斜阿部は 1 縁が丸まるが，ほほ丞iI立で卜)fm~ がごくわずかに後Jilc廷ひ、た了予備JI~ 。 後縁は鈍三

灼形 Jこ凹む。後{JliJ乃はややjfJばり内方による。衣百\(土京 LJ丘で ~~IJ 'ß任そなえる。

j言子生桔J種:ラワン。

分 布:支出，フィリピンP ボルネオp セレベス P ビノレ 7 ， トンキン，マラヤ，スマトラ，メンタワ

イ lF0陪， ジャノ九インド，モノレッカlH r{jヲオーストラ 1) ア，ニューギニア ο

PlatYlうus �allidus CIIAPlJ!S 

CIIAPUIS , 1855, Monogr. Platyp. , pp. 27, 284 (♀) ; SCHEDL, 1937, Ent. Bl註tt. ， 33 : 41 (色)

休長は雌 2. 8~-~3φ2mm，附 3. 2~~3. 3 mmo JT偽色。複眼，斜面郎の fi~~骨状縁1& り T\i; はよlt，色，思鞘後}f

l土日音褐色。光沢は強い。

頭部はかすか!と隆起する。中央縦線は短く凶む。友[況は鮫肌状，浅いが釈大な点主IJ と i時i な|引Jもをそなえ

る。

日nf~~~干の反さは III日の約 p九倍。側誌は巾央部の後万でi栄くえぐられ， その後方は基与に狭まる。背面

は紺1かい点刻1];を疎 lこそなえるが，忍)j， 側ブfのものは符?で大きくなる。中央縦線は弱く川み?前可~.~S~13ïfhj但IJ

lご 5…10 !i~の点、一刻を‘ミーなえる。

組轄の長さは 1[1日の約 2 1九位。側縁ば後方1と弱く広がり? 斜百11 部の前方で ~~j くくびれ膨らむ。点列J1;は

細 j乏し、点刻の列からなり ， i去;与は点条で深く p 後方の点、刻は大きい c 会合総近くの 2 条は全体;が点条とな

る， 50 lI¥j 1\15 は広くわず、か l昨年起し，点刻は疎で徴細であるが基)jでは常!と p 後ブiでは大きくなるコ第 L

4 )iIJ羽部はノ)ï~).iで狭まり良縁l己主しない。第 3 列 rl~IJ-~:市は ，Î)Ujで!認す~ 1"] 広がる。第 5 J"lj同部は隆起し狭ま

お。斜mî:'饉5r�j}j 0)隆起 til5は i1lJ n~'( な点刻を不規則にそなヌる。斜面:;f，は直立に近く殻J訴され? ほとんど山

形，全体iこ凹み，中央部の両側 lま円j自己 rJj ，ひ。 周辺は青tL1ま1えによゑ1JX.られるが，会合総gT;は角ばらずョその

両側は前)]1こ JlJがるの後縁LU己J鐙Jl::S l，と凹み，行入加の 1ftl]縁は後 )]1と反転じラ 111央郊には千三1:(1)巳の|付ゴjlこ延

びるお状突起をそなえる。茨阿は光沢を欠き明瞭な}~l、刻， 1:lillJ毛をタこく。

雌ω_(jJ~ m~はほとんど、い坦，中央:縦約付近が~JsJ く降起する o ;\刻は材[より街。前)淘??の点刻はより大きく

密。中央 MÎt線部 lとはやや大きい点刻よりなる惰円形のIXI状をそなえる。姐鞘は後万で徐々!とJ);:まる。点列
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i~-i)の点刻 J立 JUI出 1!IT~ の 1[1央:は点刻を火き，第 3， 5 列1J1115の法郎はより強く降起し小頼枕をそなえる。

斜 10:¥15 :ìíiブ7は会合線lと沿って IlD み ， /i刻を不凱問JIこそなえ恒三Eを生ずる。斜!日i 郎は幅広いパづナ形。後絞

は広くえぐられる。 とfJIiJ縁は丸く隆起する。表jJ;îはほぼ平坦でつ利回巴の出い|径起があるが， 組J告でjtTE

を，後ノ0tと/卜穎?立をそなえる。

寄fし出直;ニマーブリテン材ヨニドギニア料 ω

分 11f : ブィリピン，ニ γーブリテンF ニューアイノレラント'[;';:，ニュ…ギ、ニア。

PlatYlうus cαliculus CllAPCiS 

CHAPU1S , 1865 , Monogr. Platyp・， pp. 27 , 40 , 280~ ノ281 (6 ，♀) 

付::トー f j.J任 3. 6~.4. 0 mm , ~住 4. O"~4. 2 m m  0 グj〈褐色， 絞阪は色，州後)].(，立 ri~:悩訟のYC:J\Iま I出1い o

li!I {f，[j はほとんど3YJ 目。 1 いき!とお[線は長く細くわずかに凹む。表 lüfは鮫肌状で粗大な点、主IJを密布ナるの

前Jj~l~o) さは的の約 11/3 側縁はほぼ 1-[1::た郊で法くえぐられ， 考人間1の後fiJ は突出寸る。 背 LUI は

I月院な .):;i，主1]をそなえ，去t縁， fJliJ)i!こ析となる。中央縦似はやや 'iii: く，以縁にとせずわずかに jliむ。その側

方には名紋日ないし 10 イ!日のやや大きな点刻そそなえる、J

tWlr~fの長さは :IJG_\の約 2 3!d任。側縁は後方 Jこ広がり示、[1(Ji 1'H5 白 íj プjでくび/1'1-， その後 JJ は膨らみ斜 I ÍlÍ ，':llß目減

となる。点列部はりj Gt，(な納長い点亥IJを出 1こそなえ，後)10) i忠実IJ は大きく ， !JJjでは深い点三たとなる。第 l

、タリ i'i13 は点条となる o JUI同市は幅広くわずかに隆起し，よ )j， 後方に点刻そそなえる.， W 2, 4, 6 列l山市

は忍んで主主まり基縁lζi主しなし、 ο 首，; 3 ダ!J n-u部は占J;)iで )1"コ〉守:つ治1， 5 列 II-U'i\\l~ と連絡する o j:、|市首 I)lJ Îj )J のリ

ング1たの降jk~til)は rìイ;ブi-(目立大き iJ. ， 後方では小さな点刻在不規則にそなえるハ引 3 -. 5 タ1]川市は以)ji: ノJ'

額十をそなえる 外両部は垂直こ故断きれ， ド計fJ は:í::トめ没カ lこ予三 11'，し芳 門誌がド Jilこ忽び fこ円形c 卜J 担IJ

f，，;tは龍 i干1Xiご縁取ら ;1 L る。 1ご絞はほぼ III~た i'lr::i ;iでヒョウクン形に:フ入すど;， }ÜfrU土的く)巨せられ，会合ね

に沿って引く|返品し，ずJ~入 ~'j-l~Q)紙は引く転し\\j むな生ずる。

昨日〕体は iÅ~f{é色。 vSi 九i])はやや創 111えく p 中央iiÞi総 i一方で i主く [Ujみ，同W[はやや長し九Jrl'hjtJ 0)柄 üíJの巳はよ

り常生ーする。 rÌÎj 胸??は少し定く奇入日15は少し後方に仕立し，その役ブJ は日，j く突出「る， I[J央:~?i*~~iW;の点刻

Elは j三心臓形で大きく密な点主ijからなる。 怨t(\rJは利市部近〈でくぴれずに) -'1こ扶まり矛 リング状の浮塁走~i'-;む

を欠く。点ダIJ ，"'15は小ざい点刻からむりヲ LI]央 ~~q)では不IlfJ I!~( 。奈川?郊のとブ〕は鮫肌状，ノトf、L刻と問IjVをイq兄

HUにそなえる。斜 r[rii';1lはややシ、!こノ:ín め lに故防「きれ，腎j版形。」二緩{土メしまるが， そのトソjに平日1[::の IHI みを、

有する。表 1(11tま Jまぼ平J:f~ ， たさな点刻を，容にそなえ短 Eを生ずる(J

キ'Í.討穏:ソラン材2 ラワン，グパス材， メランチ， ビナン判，タン付 c

分 布:文Jlll (台湾，本二仁)，フィリピン，サラワクヲ サノ勺 カリマンタン，セレベス，ピノレマ9 タ

イヲ トンキンP カンボジア，マラヤヲスマトラ，メンクワイず[甘いジ l' ノ勺イン 1" ，モノレッカ H下 Jふ二、!

ーギ、ニア，オーストラリア p ニューブ 1) テン。

l'latYlうUS Jうseudocuρulaius 戸seudocuρulαtus SCllEDL 

SCHEDL , ]ourn. Fed. Mal. St. 五!lusけ 17 : 635 (6 ，♀) 

1本長は位 3. 3~:). 9 mm , 蓖t 3. 5 ~3. 8 mn, c vド褐fi!? 政はjぷ色， 主2l 4Wf の後)}ーは |li?亦掲色。光沢は強

~，。
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頭部はほぼ平坦。 rjJ央縦線はやや長い。表面は鮫肌状，幅広い縦紋状のE口実IJを密にそなえる。

前胸背の長さは 111日の約 P/S倍。恨ù縁は中央部の後方で深くえぐられ， r-~入 1}]sの後角は突出する。 背!日

は明瞭な点刻をやや密 lとそなえ，前，側方では誇?となる。中央縦~y~くはやや短く，基縁l己注せず，前半担IJ方

に各約 101固の点刻をそなえる。

遡鞘の長さは l隔の約 2 倍。但IJ縁は後)]1こ弱く広がり，斜面部前)yでくびれた後広がり‘ リング状の降起

部となる。点71Jl'i15 は明瞭な点、刻)ìlj からなり，基ガで深く凹みやや広がる。後方の点刻は大きくなる。第 l

点列館はよう、条をなす o ?JIJ同部はやや幅狭心基，後方IUJ、点刻をそなえる。第 2， 4, 6 ヲIJ間部は;法ブ了で狭

まる。第 4 列間y''(r)l.立小頼粒をそなえる。第1， 3, 5 列間部は選方で高まり五に連絡する o 1t HiJ同部は広

がる。後方リング〉犬隆起郎は前半 IC点刻をそなえるが，後半にはほとんど点刻を欠く斜面部は垂直に裁断

され舎後縁lま後下方lと丸く突fちして歪んだ門形となる。周辺は龍骨状に縁取られ短毛を有する。下縁は深

く長三角形lと寄入し，後但IJ角は少し内方に曲がり，~入郊の側縁の巾央部よりわずか上方には内後方に向

いた小討すをそなえる。表Ufiは強く圧せられp 光沢が弱く，微細な点刻と短毛を生ずる。

雌の頭部は丸い点刻をそなえ，剛毛は雄より密で長い。 前胸背の制.Ù縁湾入部の後fつの突出は弱く，背面

の点刻は昨よりはるかに小さい。 I十l央縦総 ICは非常に密な長心臓形の点釘]涯をそなえる。趨鞘はやや長

七側縁はほとんど平行し後方で弱く狭まる。点列部の点刻は小さく疎o ?JI]間部は広く， 1ま)Tで降起し，

小額'hl:をそなえる。第 3 列間部は基方で広がる。斜l訂部はやや~~な斜で降服形2 上縁ば丸まり，その下方

lと孤状の鴻がある。 iド央部の会合線両側 lとは小さな凹みがある。後仰l角の角ばりはわずかに反転する。

寄生t~IT種:ラワンF セラヤ，センガワン，ラミン，メランチ，サラワク材，アガティス，メルサワ，フ。

ライ。

分 布:フィリピン，サパ，カリ 7 ンタンP サラワク， セレベ、スヲ カンボジア，インドシす p ピ/レ

マ，マラヤ，スマトラ，モル1 ッカ辺半島，オーストラリアヲスンパ島歩ニコープリテンO

Platypus pseudocuJうulatus sundaensis SCHEDL 

SCHEDL, 1941 , Arch. N且t. ， 10 : 421 (吉〉

本iJIi程は前原棒と次の特徴で区自IJできる。

体長は雄 3.4~3.7mm，雌 3.6mm。

頭部は丸い点刻におおわれる。前胸背{WJ縁の問陥部の後角は弱く突LI'tする。背TIriの点刻は小さく疎。題

鞘はやや長く，その長さは帽の約 2 1/7 倍。 71J間部の点亥1] 1まより間際。資S 2, 4 列同部は基方で強く狭まら

ない。後縁の73入部は三角形で幅広くだ入し，内方の自は鈍く，会命線部は弱いがl幅広く隆起する。

雌では遡鞘の第 1 )iIJ間昔話を除き点、刻タIJは不 IIJ:I際。 斜 1m ((官の点主IH立小さい。

Platypus ρiniperda cambodi，ωlUS SCHEflL 

SCHEDL, 1969, Konty色， 37(2) : 205, 216~217 (古 9 ♀)

体長は14t4. 3 mm，雌 4.4mm。培赤褐色，複l浪は黒色，主N鞘の後方は黒ずむ。光沢は強い。

頭部l土中高， iÌÌJ頭はわずかに凹む。 11 I央liít線は短い。表面は大きな浅い点主Ijそ也、 lとそなえるが9 側方，

上方では悩j五い毅状の印刻となる。

i日目白l背の長さは隔の約 11/6 情。側主主は中央部のわずか後:方で浅くえぐられ， 湾入部の後}fJ は弱く突出
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する。 1\'f叝j は微細な峨織をそなえ， IVJ瞭なJ江主1]をにそなえ， 側Jj-はより ~í!Þ~ となる c 中央縦線は短く [U[

み3 倒的方lとは数個の点主IJをそなえる。

組鞘のJ之さは ~Iillの約 21/7 倍。 1W!縁は 1[1央lr，[5の少し tìíj)jでわずかに広がり，斜 IIIばJjlTìíj方の膨らみは弱い。

宇和 1 点列部は細いjJi条をなし，仙の点、列却は点主IJ 列からなる。点1:(1]は 1[1央部では政で細かく，後)jでは大

きく;街となる c 第 1 … 5 点列 :}15 は基ブ7で顕若 lこ広がり凹む。安Ij問郎はJよく ， !i~方で密な小点刻jを，後J仔で

は点列-i'm と|口j じ大きさの不規則な点tlJをそなえる。 節 2， 4 列間郎はJよ方で狭まり基縁にi三しない。 1;fS 1, 

3~ 5 列 !i.\J部は基縁でj主結する。斜 Itrí~l) lìíj方の店長~帯は点刻される。斜面部は円孤状lζ斜めに故防i され，

lまぼ íE円形で後端は中日広く丸くえく、られるの湾入;';J)の Ilj央両側 lとは鈍い小歯をそなえる。 I 縁と側縁の i二

半f;11 は剥くiÌrllい限骨状となるが会合線付近は縁以られなし、 o "支出は上半正せられるが会合綜両側で幅広く

隆起し2 旬。毛と小μタIJを]蜘とそなえる。

雌の前践は士[ーより凸凹が激しく 3 滑に点刻される。前胸背は少し短い。側級河入部の後戸!はより強く突

出する。点主iJははるかに TIWCl点刻阪は幅広い楕円形，前方中央は凹む o :lÌ!鞘は後方で記長まり，斜[耐 ;'''l~の降

起認を欠く c 点列郎i主主方で [Uj み，わずかに広がる。第 2， 4 列間部は11;)jでわずかに狭まり，第 3， 5 

列mî;~lli訂正方で降起するの後方は点タilj部を夕、;ふ浅い点刻を不規別にそなえJfi::Lを有すu 斜面部は不正形

の楕円形，役縁は否~J巴 lどえぐられるわ上，側援は龍骨状とならず丸まる。表面は中央郊を中心に任せられ

るが9 会合総の IJjJ側は弱く隆起し，大きく浅い点刻 lとおおわれ粗造，短毛安そなえる。

Platy戸us m討rayamaensis SCHEDL 

PlatYlうus lepidus var , formosanus NIIJ!MA 日t MURAYAMA , 1925, Journ. Coll. Agr. Hokkaido Imp. 

Univ. , 15 : 214 (合，♀)

Platy�us murayamaensis SC!!EDL, 1941 , Ent. Blätt., 37 : 43 

体長は佐 3. 1へ.3.6mm，雌 4.1 mmυ 茶褐色，複限，斜面 ;':15周辺は黒色， 己í(j尚;， 組制後方は亦褐色。

光沢は強い。

頭部はほとんど平坦。 1[1央縦線はやや長く凹む。表 LÞ11 は鮫肌状， 1、jíi \i良 11 1央 ~~I:l)，周辺部には大きな点刻を

そなえる。

前Jj旬背の長さは|悩の約I2/7 倍。似iJ縁は 111火郎の後方で i);; くえぐられ， その後方は丸まる。背Itl1 (ま小さ

な点刻をそなえるが1!liJ方では出となる。 中央紙線はやや良心利く山み3 そのがj半~1~11日IH亡数個の点刻をそ

なえる。

組鞘の長さは l悩の約 2 5/7 倍。側縁は中央部でわずかにJよがり p 斜 liLÎi(b t';íj)iで iJずかにくびれ， その後

}J(ま弱く広がる。背 Ifll は会介r~~-ì}15を除き斜 IIJÎ :ìi5周辺で降起する。点タiJ i'，I5(立主主なノj\}，'j刻からなり，後)jの点

主1J(ま穴きくなる。第 1 点列 i}jjの点刻は!日j 隙かつ慌で点条をなす。子iJ [itJ 1:15 は jよし拡)J， 後方 lと点刻をそな

える。:;P; 1 列IUJ部は新lい点条からなる。第 1 ， 3, 5 列 mj~ý目立法方で高まり1iいに述絡する。 tr02， 4 列 iüJ

i}11 は芯縁lと注しない。斜面部|目方の隆起帯はほとんど点刻されないの斜同部は斜めに故断され，勾配はや

やゆるやかで楕円形ないし卵形p 後縁は深く背入する。湾入部の後似品;は三角形に尖 U:j した悩となり，そ

の仁 }j(c三角形のJ:きな断的そそなえる。会命線部はjx く制れる。上üFJ縁は龍骨状lこ縁lIJくられるが，上総

会合線部はこれを欠き低くなる o ::;足首は全体J甲圧され， 中央部同組IJ がやや深く!日i み， 点主Ijはほとんどな

い。 周辺に短毛をえずる。
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Jltltcの頭部は似j大く司縦lとれ;広くf1fJむ。 1-[1央縦総は短い。表 I[!Íは非;引と需に点刻される。前的背は少し1乏

し側縁句人部はやや深い。背面ば鮫肌状で，点主1](士大きい。 111央縦線は短く，心!被7訟の点主IH症をそなえ

る。この点刻の的)jのものは紐端 lて大きくなる。鞘は短し側縁は後方で丸く狭まる。点列部の点主1](:; 

1円礼賛。第 l 点ダIj :~îíはより深い点、条をなす。第 3) 5 タ;]Iljj 部は益出lご密なJ七状突起をそなえる。後方は鮫肌

状で点刻を慌にそなえ知毛を!Li る。斜面部は急でほぼ三角形。後縁は弧状をなし弱く突 /J\する。周辺ば

丸まり縁取られない。表面は I[J 1白jで徴小頼校と匂毛をそなえる。

寄生樹葎:台湾民:広葉問。

分 布:支那(台湾)。

ヌド緩は PO leβidus の変艇として記救されたが， SClIEDL (1941) によって日IJ程とされ， その後 SCHEDL

(1972) はとれを PO leρidus の見ず!日立とした。:事者itはこれらを次の付散により別利として取り扱っ

fこ。

木穫の堆は迦'(11古の科1m部上縁私Rは t方から5'\1て前}fI，と illJがり，斜阿部は祁11乏し氾屯があり，光沢が強

い。斜面目15後縁奇入Gllは 3 J段 iとなり， 1-日íJ í濠の歯は反転しない。

Platypus 附writinus SCHEDL 

SCHEDL, 1969, Orient乱1 Ins己cts ， 3 ・ 64~65 (êS，♀) 

休jおま:l\í( 303 mm，出 302 mmu 亦褐色， ，安限は J込色ヲ組制後)j(土 H官褐色。光れは怖い J

貨店[l r土門 I 向。 中央縦線はややi三七 ~~J く ]1 1jむ u 表面11土鮫肌状?浅い点刻をE取にそなえる。

lìíj胸宵の長さは 1[1自の約 P!6 情。削減は!ド火部役}jムでえぐられ 't::人1"，'15の後)jは灼ばり突 i+~，するの背|仕[

は数制 fよ紋Jとおおわれ，判的、い点刻を不均一 lと山市するが9 その|百万のものはやや;[~i となる。 Cf'火縦線は

やや短く，浅く 11 1[み， Ijíj 半 hl)I~'C二二 ffJ形状の点主IJ よりなる弦H>cをそなえる。

辺朝百のよ毛さは 1['訴の約 21/41九側訟は後}i 2/:1 まで広がり， 斜面郎近くで悩伏く膨らみ， 背 f1ftは後万で

尚まる。点ヂ!J :'(1)は点列状。;ち l グIJ [,'\j r;[;は点刻が述らなり :';15分的 \L_-<;i，条となる。 )'IJ !!fJ 却は!ぶ心微細な敏を

有し，不明瞭な小点郊を散在させるが，後方には大きな点亥Ijを散布し， JIG沢が弱まる。斜|自白11前ゴjはほと

んど点刻を欠く。斜面:'\i5(ま三dて依 l析さ ~l，幅広い卵形。後縁は半円 )1きにえぐられる。 t~入部l立中;Á':i'iI5 まで

述せず，外先端は内土jム lζiHl がる。上縁と似IJ縁の上半 ~1:1íは羽く龍骨状 lと縁取られる。表面は弱く [111むが会合

総と中央 l~[jj可 fJlIJ (こ降起('，15があり鉛j影をなし，微訓11な )~J刻と J;\lて巴を有する。

雌の頭部はほとんど平担，点刻はやや街。がjJj(，û背はやや1'111 長心J'Iíj縁中央;;15 !立阿(ーよりぬく尖 rH い側松

雪入部の後f~ はほとんど突 11'1 しない。点刻斑はやや大きな点主IJかちな 'J 1 j'央縦判長全体にわたり判長い心臓

形。 凶鞘の側縁は科i古j~~l前 }Jから狭まる o ~3 1 )丸刈部はやや点条をなしp その他のものは後方だけ点主IJを

そなえる。後/jは浅いが判:にな点主IJを併にそなえ足 Eを 11:ずる。斜面î j{:)はほぼ平 IJJ J[; ， 役側約は丸まり，

後禄は長三角形lと奇人する。 じ{J(lJ縁は丸まる。表面は 1- 方 lこ粗大な点主，IJをそ?j ，~.こ，下 1ilと小頼*\\:をそなえ

て粗造， 1句イとえ守三Eをそなえる。

寄生1封科?哩パカン判。

五)' -111: 7 ラヤ多イント。
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Platy�us biuncus BLA"fOPORD 

ßLA'IDFORD, 1896, Trans, Ent. Soc. Lon c!of], 1896 : 194へ.195 (2)，♀) 

ーリ土ば 2目 5".3.2 mm，川 2.8'''2.9 mm" 色，波取はよU 1~-l，~弘、辺町役}j!; 士川、福色。 )t 沢は

服部の lì'JiüHJ: ~コグかに!日]むυLjJjミ{:idWJiはややく 1 11 1 む u 表 [(fí 絞l汎ぇlL，大きさのよ主った };\i刻をにそ 1'S.

える。

11í) 狗背口') 1、くさは帽の P/z 側14J ま I ト J Y，(i" I~じの少し l長 Hで以くえぐら ゾヲ人 i;-jjの後jfJ ，~J j::z :1:U -~-〆3G 7? 

I(I! 1 :1:二人こささの不:f!:Jーな点刻をやや併に，札l)JjJでは:却r そな^る υ11 1 火託綜は長く，前 )J:と太くかっ浅く 11 1 1

み， :l勀 (¥lj)i :ご l立政相のが刻をそなえる仁

ょj}i\Wの Jミさは昨日の約 3 倍、 I ;-1:)~ ーで最も広く IJiJ佼)と主，料前 jfでくびれ， 後 jf\'とメしく )1、

がったあと斜而;事実 ζ なる。士会九、線付近をI~ミき刈 lTÎ {'15I JÍi}jで主る c 可\1川、刻却はやや}:Eせられ

た市な点刈列よりなるコ点、列 ~~~Ijばなノト点亥11 )i:j からなる c jlJli]は 11: 心以占ル後ん1とはノh.山、主lJをそなえ

る 3ヲ 5 列 I Il; J -!，，~-;j f士以ぷで lぶ起しかっ止:がるの 2 ， 1 y'v:n ;， I5iジVJ占で低〈なり予←止に注しない「ま l

('i15Iìü)jの rffιil伝はややγ尽きい心、長;lJ1~';淡にそな弐 liJliF~を千， -tるつ仰はやや勾でほぼ半民誌は IJíj

Jらに深く;ミれ!bする c íHiI]ffj はド後)jiC.泣び J三三;ifj ji三りょの J三い"1"-訟となる c {金泳公台総l"'，l~ {士山l く ;;l[11- る。

lン(Jlりまは法骨;!X1二なさず、ノ{しまる。炎 IUI は会 (ì?JJlが羽く除必ずるが， その iWlノケが 11 日み， ぶさな点主1]を告 lご

そなえ毛を止ずる。

rtèjfω沼市は雄にll~絞レて 1だし L-f]_:k縦総はく，毛江!j());，'，i、刻 J二一ノトさく州。 I'JíJ!:f，ij-;"y はやや二本;也く， Il[i]ibj(c!) 

湾人はもくヲその後ノ5~ tま IJ んどラミ iH しないっ l ドリ'ç~f/t~，~ i'lij5 は l~ ，tfi: 円 ];0)点刻1闘をそなえる G rÌÎJ方の点主1]

i主役ノjのものよりはるかにノにさい(矧J附は短くヲイぷは r:_g--(.と[支 )/!C 狭まる:) };~UÎlj i~;[5o_) }，IJ、主 1](立小さく山c

郊 3 ， 5 y:] "J r日のほ日15には状かノト粉粒状~)'::!.必会，.どそなえる. ~;liÚi:i[九ぐは鮫!J) L状， VJI瞭な、刻を制イIJ

し矛去そなえる。料r(J]ま liiJ広い)仏中央市Ù\ ら[た但lijり にかけて 11 '1 み， ぞの III[ みの Uと|盗泌総が

ある) :::(ミ Lfli(立政 IJ 、頼下J そ f討にそ Jなえ中1 1. !.'~lでた、i 己を i平る c

:ラワン， -..;(ング、口ーブ? セラーヤ，マラヤ利 v

う示 市;ブィリピン -1)-ノイ，サラワク-.:ラヤ c

Platy�us agnatus SCHEDL 

SCHEDL, 1969ヲ Konty勺， 37(2) : 206 207 (2)，♀) 

くは Hí2.6'3.0mm ， 8'~~3.0m 口1η ぷ褐むヲ 後込色， ノU鞘 i長んr ， !肢主以よ:山"，f官山;リ市|日::はまi心FυJノfふj

TIJ-[円川:似日山;はJ: Iほ二と/んυ どム平ドJ収江υ111央縦線はややJえい J 表 líiì(土鮫肌状で点主l;絞り II![ みが I校ピi しョ jt+~/;よ I:íji]主をそなえ

るつ

苅 l何 1与さは帽の約 1 3/8 IJliJ 誌はLjJ:J(:::\[jで深くえぐられ， そ心役ノゴは己らむ o irlE[ トニ::i: )J阪な点

刻をそなえる c によ縦総は lìíj計乙 IfJhU五くなる。小孔胞は約 30 仙の小子Lからなに}長一)巳。/]\子しの l]íj)7の

ものは火きく j三るくJ

出仰の[ミさは川の約 2 2弘 tl!ij;f，%:立川-1FU;11でiιが:ノ"くでくびれ1ぶらり G )-，1ょヂリ、 'rlj (j、川である

が以な点在1] 3iUからなる c )'1; 目Jt).fj はほとんと\海起せず後力こ微細な点刻をそなえる、お 2， 4;y1j [iJ :'.11 は誌減、

lζ注しない。前 1 ， 3, 5 3;1] il'd :',11 '<土法コア訂正まり，蕊滋でJill完封ずる c 後ノりでは以ぃマやや良いもをそなえる、
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斜而郎前ブjl立高まり不腕則な小点刻をそなえる。外出自信は:こりこ裁断され円形2 後端はほぼ半分まで釣銭形

lこ [111み，会合線付近は更に良三角形lこ[\1]む。後側 j~J はやや斜ド方に延びる。周辺の誼骨状縁取りはやや低

い。表面[はÆせられp ほとんど平治p 短モと小点、実IJをわずかにそなえる。

ttíi の前胸背の点刻(立雄より大きい。小孔斑は長卵形，約 1001凶の小子しからなる。迎鞘{はやや短し斜面

部前方の膨らみは小さくかっ弱い。第 3， 5 列司郎はÆ方で強く高まり小額粒をそなえる。料市部は幅広

い新汀形。上，側縁は弱く降起するが，会合総付近は剥く[川む o ;J支出は鮫肌状で小額粒をそなえ粗迭で短

毛をそなえる。

寄生樹脂:ラワン，ラミン，メランチ，アガチィス，デイレニア，ソロモン材 0

j} 布、:フィリピン，サラワク，カリマンタン，ソロモン jj.'( 品。

Buiocis BROWNE 属

イントεからオーストラリアまでの熱;引こ分布する 11 極からなる j員で輸入材からは l 穏が矢口られている。

種の記載

Baiocis anaticejうS SCIl巴DL

SCIlEDL , 1969, Konty古， 37 (2) : 207, 215-~216 (ﾒ 1 ♀〉

体長は雄 2.0mm喰雌1.9 mmo 1完褐fLip 複H肢は黒色，組慌の先端l主主jミ褐1:.\。光沢はやや強い。

頃r'，Gはわずかに中 ìï-~J，縦に浅く幅広く凹むの 1¥0zfij 1:Et郊の下に;jD ~叩 lみをそなえる。表面は鮫肌状，不

明瞭に点刻される。前頭と頭蓋の境lとは両複[[艮I{"Jの内側から叩状になっだ龍骨状突起をそなえる。

前j胸 Prの長さは幅の約 P/a倍。側縁は中央部が深くえぐられ， その前角は角ばり縁攻られ， 後方は強

く膨らむ。表面は不呪際 lと点刻される。 IlíJ縁には毛の生じた小点刻を見事な列状lこ生ずる。 1巾ド央縦線は非7

lにと長く I中十ドI央部より少し前方まで延びて)広ぷがり，後端ば後縁のはるか前)jで終わる。

対j鞘の良さは帽の 3 倍 lと近い c 側縁は l ド央部の l\iJブJまで平行し，その後弱く狭ま IJ ，後~I;l以i くでわずか

に膨らむ。後縁はほとんど 直線で会合総tTß は[11]む。点列1:1íは不明瞭に点主IJ されて認めがたい。側縁，後

縁近くには刈毛を生ずる。斜面部は斜め iJíj去に傾斜し，和111乏い新)j j仇上縁はjiHまり JJILをそなえる。後

但1]角は PlaiYPi cゆulatí のように後下)jlこ突出し，その説部 lこ日~Ij 毛を生ずる。

維の頭部はほとんど平士比中央縦線のみ浅く[1lJみ，背E 丹状先起を欠く。前胸背はややj豆七{別総のた入

音[5はやや深しその前)jは前に広がる。迎戦は短く，側縁は後詰iで膨らまない。創刊点目の J 縁の戸l ばりは

弱し後側角の突起は'~~く鈍い。削毛l立後債Ij月の尖起部のみに牛ずる。

寄生結.]1喜:ラワン，メランチ，アガチス。

分 析j フィリピソ，カリ 7 ンタン。

P出iommat.inae 亜科

この _sJî.科 J立 2 Ji奇からなるが，輸入村からは Sρathidicerus 1 !市が発見されている。

Sp臨thidicerU8 CHAPむIS 麗

この rfl~ I土ジ"，-パからニューギニアにかけ 3 種が知られているが?輸入材からは次の 1 段が採集されてい

る。
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種の記載

spαthidiceγus nobilis CllAPUIS 

CHAPU1S , 1865, Monogr. Platyp. , pp. 42 , 315 (�); SCH叩L ， 1962, Ent. Arb. Mus. Frey, 13 : 73 , 78 (♀〉

体長は雄 8. 4~~8. 5 mmo ，!;i;lJ局1!，ないし黒色。〉じ沢は強い。

頭部は中市，中央縦線はょにき，浅いが幅広く凹む。光沢は -rJfn し、 υ ト )Jiこは大きな }\î、京iJ lcとそなえ，複限の

内側にはck:L 、附毛をそなえる。

前1j旬背の長さは似の約 13/7Ir'1c 保1]1'ぷは後半においてω く弧状i日えくえぐられる。ミ 1I11 は仙ほに出ri二 ω

生じた ìfJt~な大きな点三日jタリと，後ノ1:;' l! 3 iと惰円形の小孔状の点刻をそなえる。 rt l火縦線は欠く。 /]\楯阪は背

l(jJからほとんど見えないく

主立梢の良さは '11(，1の約 2 3;4 的υ 出J~ぷは前 5 列間町トJ ilJじでえぐられる。 1J!I]総は後 f1!) (.こ Jムがり， 後対MjJi くご

狭まる。点列 g-[5は深い前1[，存からなる。お 1， 2, 3 点)ilj ]却は hi縁 lこ jさせず ili犬する c タ川町立 l幅広くほとん

ど点主IJを欠心筋 3 列け ?~I)は基)jで広がり，弱く降起し， 2'~ 3 の到し、 JC伏j iーをそなえる。後端において

第 1 YUI間部は丸く徐々に斜面MSiと移行し， ~-S 2 タ 1]間部は短く後Hiと突出するに〉第 3 YUliil 郊の後端は強く災

tl'，し内 )j!c.弱く奇曲する。 節 7 ".' 9 :71] 11町村は共通のやや短い突起となって終わり，その下jJ lとは内万に青

山した強大な災起をそなえる。斜凶îtGの{主総は弧状に].I.iJむが会合総計15 1，よ出く IJJ形に尖 ill する c 表 1(;1 は会どう

線lこ沿って弱く隆起し，後))はおまる。点主Ijは欠く。

得生樹粧:

分 布:ニ L ーギニア。

Diaporinae 2科

この以外は JJia戸US， Diacavus の 2 属が知られていて p いずれも愉入村かり _)E):(よされている。この斗m

1ごみられる j目|の)(1]店、の災起やTI_n -t}[5 の毛J:i} {ill見落ずるらしく， これらを欠くイ町みもある。

属の検索表

1・ 1"lj'uf!] はi耐止とも複 11良の内卜方に着Lとする。小指板は多くは沈むつびj照は D. quadris，ρinatus， D， ρen 

I dleburyi を l徐き毛房をょにく 0 ・…ー……………町 ,.,. ・ 0 ・‘ ・ H ・ H ・……… ..Dωρus CHAPUlS 

[一印刷は凶ーでは複n良の内下方時 ItL，雌では複眼の半方より内上方に若牛する。前頭は Iftjl では常 lと
1111 がった毛房をそなえる。小泊板はlI:j[ 杭ともに大きく I-~~!j し、。令 ・ ・ 1 ・ Hφz …Diacavus SCHEDL 

Diapus CHAPUIS 属

種の検索表(雄〉

1. 1 lìíJJI向背の I[ しt)(縦 ~lj:U ，l:115 1,10 jJt~ iとは各 l'~ 2 的の孔をそなえる u ・ 0 ・ 4 ・ー・ 4 弓・一・・ぃ・ e ・・ .......2 

一一前 ilGJ背の中央tfÌÉílド基{flSI百j 側 lζ横滑をそなえるか，ノJ\点刻昨よりなる横並fをそなえる 0 ・・ぃ・・・.‘ 3

2. ，-体は大きい (3 ， 3"3.8 mm)。辿鞘光怖の治 2 3f~J 1 状)t起はあ1， 3 のものとほとんど [hj じ長さかわ

\ずかに郎、............................... .............................."........ Diα抑s q.則的抑at叫 SCHEDL

一体は小さい (2. 8~3. 5mm)o :li!鞘先端の第 2 ムtA 状尖包は fj11 ， 3 のものよりりj らかに短い 0 ・ー

..Diaβus ρendleburyi SCHEDL 
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3. くなる)第 2， 3 列「削 t:ß ~こは溜起か突起をそなえる

辺j鞘のダlj間部は斜阿部の l百万で I!Iミj まらない。耳; 2, 3 3'1] 11出~r) fご突起はなく包に傾斜する 0 ・・・ 0 ・ 5

4. 一体は大きい (2. 3"'~2. 8 mm)o 泊J鞘は斜阿部の i二万から後方へ突 a1する良三角形の 4 突起をそなヌ

る o :N間部の第 2 )ì1] 1i\]郊先端 lどはやや j三い突起をそなえる o I日j)向背 J土中央においてほとんど凹まな

い 1 前頭には龍骨状の IIJ央縦絞をそなえる、， ........................... Dia戸別伊inquesþinatus CHAPV IS 

l (本は小さい(1. 4 m m  1)']外) 0 団鞘は斜面却の i三方から後方へ交 rl-lする将状の 33ヒ起をそなえF 更

にその外方に長三角形の 1 突起をそなえる。前 1;向背の中央は心臓形に浅く阻むc 前頭lとは龍骨状ゴモ

起を欠く。 ....Diaj切s minutissimus SCl!EDL 

5・のま部近くには日VW.:の myce;;ong訟をそなえるつ組鞘の京、t l11ì はゆるく傾斜し IH1P ら見

え，中央!さは儲によえい糟起をそなえ， 表 iliÎ は仁jJ I勾c 側縁;とはうぞ起をそなえない。 体長は1. 8~'"2. 0 

m.ffi o 一ーー・ー……一-一一一一一 ....…一-一一一ー・ー・・・匂..・ h ・いい..一一‘'司司 Diαpus pusil劦mus CnAPU!s 

一前 1;旬 l干の基 1~1)近くには横v沈んだ不j，YIJIUな大きさの小Jしよりなる mycetongia をそなえる。知:j将i

の斜却は忽に矧奈l し L)jから見えず，表|山口lI lj. ， 側縁 lとは l 突起そそなえる n 休長は2. '7~'3. 2 

mn10 ・ e 白・.....ー.........‘・...・・ ・ ω ョ ..........  .......Diapus truncatus Nr!J1MA et MURAYAMA 

穫の記載

Diajうus quadris戸inatus SCHEDL 

SCIlEllL, 1969, Konty凸， 3'7 (2) : 218. 、 219 (8 , 'f') 

体Iミはほ 3.1""3.6 mm , I:~t 3. 5 m泊。 民社Jf~~，恥 lì日胸川 辺鞘jbi711lれ;J~褐色ないし II~i渇色，複限

J記、込色。光沢はやや 1;古い。

TIl1 /iij はわずかに降起し，中央:縦総!まやわ艮く出く IIIIL'っ表出は鮫WL状~ 1}) j紛な点却と附却にそなえ

る。

前日向?干の J之さは 1 1日よりわずかに大きい r ぷ幻叩1I縁 lは立自前1ノ方i 11川3 でお深T くえぐられる。'1背百店印lはま 4惚微3投〔湘柳l;に乙点主お刻iJ さ fìれハ1しる。

中央縦線はj短夜く心， î後を方は3

辺迎[草鞘1百1の艮さは悩の約 1 6/7 倍心側緑、はわずかに後方に広がる。点デIj )';1)(立後 )J を|注き不!i)j[阪な;刻、点タIJ か

らなる。 j~} 2, 3 ，~i. 3ilj 郎は法ブfて 1:1]む νif~l放の列 InJ却は後方で広がり叩く l袋起し，反三灼 )1ラの尖勺た葉 I J[

状突起となり終わる。第 6 列 1 1-_)J i~[)の突起は外方 Jと小突起をそなえる。斜面部は新)JJ院で [f[百枚い。側総 lとあ

たるお 9 3'ljl:司 111にはノト京IJ をそなえる。 5 ま深く凹む。

j慌の頭部はほ lま平:l:fl ， 111)と縦線 lこ沿って浅く 11 1 1 み， frj~t泊若j: r:j，の下方カら白にかりてく内方にや:出i

した毛房をそなえる c 点空1](立総のものより細かい J 鋭校:しえた十:J;{木では大限の突，!1iをょにくじ前l品]背の中央;

iF'!ÌÉ線は差、こ i主するハ週2鞘の点グ1j ~1~3の点主IJ はより I~j n成。卸~ 1 予 2 ， 4 fiJ間 i~ßはい幹部で、[:量起する。各迦鞘の

後縁は丸まる。 1支部活 5 íWîは IUj まない。

?ö'!t船主主:ラワン O

クケ 市:フィリピン。

D. 戸endleburyi と AIと日J の};.JJf0l tとはうで起を }(ð ， 前必、 lごは二Gtざをそなえ p 前胸背i↓i 央，wt絞 íll~万Jとは 1~
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ド愉人材のナブfキクイムシ('jrfJ::i)

1 訟の::k:;巳状で Diacavus ì，去に泣い)1;;10をそな2 泊のノ1\ fレーーとなえる。 主こ，ょîH1日↓出カ3:&~~くフ

えるがp 的?の ;Mqがド去にすぶことに .t って呉など) 0 

J)iaρ þendleburyi SClIEDL 

SCH .E DL, 1936, Jour比 F'己d. 1¥1a1. St. Mus., 18 : 18 (�); SCHEDL, 19必， KoJonialforstl. Mitt., 5 . 218 (♀) 

j長fり川 JE34はやや1;;;jぷ立 2.8…~. f) 1n 1'ム [f[ 2. 8'~3.1 mm ，同1~'，だいし、 f;fj色，泊料はうl口 \'r;(li<r-- "~主

1-7 、 1 ，'1
j ょ

Lj.l -jtミ:削土防 IJj 形!こ[11]む c KI(J: は鮫IJJはわずかに寝起し，中央キまわずかにド提起 ~j , 

ド )iのも ω ほど);_きくな乙 rさオしる

れるの行 IÍil{ュ出iOLlt，iþ、刻を切にそ有)寸かによ:さい o WH在日立が》ノ'J 1/:i くえくíj.iJí;'J 二fTのんさはよ

えるれ;土平L :.:t 1 刻そなえる() l-jJ:)[:~が山二く，誌にi主しないご

し、可，'; 2 J~よ列ヂはノI(担下

D事 q'乱enquιspi礼atus/よ主ij在にそ える。{山の点ヲ:J 1!r:[;ばイ~Iin 街。 2 ， 4, 6, 85iJ I問土役)T'C /J , 

8 5[] ~'[j:"li の;三起 ::11tl;のものより 11JJ ら!J'にい。キ11日 ~\li4, より判長い民三)í]形の交 J:![-';! )，~3':;ι ご終わるわ

は時，;)] jr~でこく，タリミいミ':そなえ之) D JJ:~ ;}゚ i:fS f) Uí;' はみ日く 1[lj て

li1j {J![J i これ 211，可のEtjiol 日ロ:唱の l判明こは下 }/;-ζ7ぞ Hiずる iえいち切をそ伝える。 [1 1央縦総は去に迭し，

おむ判 [117111ま 1;li~aík: い。 !IJ江川市?~I jf 会主l1，mの後絞[立 jし「しをそなえる。いH0"i)，\市の i札U;いみ

なし、。i1 まじ.1]

グ Jレイン nアピトン，計ノ七山ラワンヲ

アッガム，インド。カンヰ、ジ -Y')スマ卜ラヲマラ -\7 ，サラワクヲ干同;ブィリピンE 十ザノ、ミヲうト

。zaρus quinquespinatus (二HAPUlS

じHAPCIS ， 1865, Monogr. Platyp. , pp. 4!t , 335. 、〆 335 (色，♀〉

体長l土日1: 2. 3~"2. 8 mm, ilL(i 2. 5c~:3. 0 口 1n10 II音治、同色ヲが止取は})~;.; ~~ G )I( れはへ1やい。

怖く隆起寸るが i 々で消火えるわ央はj三く，山町iの[正 !JI'J:こい [l _i l みをそ:q_TI {';jj 1;土:孟とんど τ[とよf1 ，

お。表絞Wl'U" やや I]J J\日主 lijimトブ~i(!) Ij-1_7(:縦似の n'lQ"1W]ば之iし Fiこ 2 分される。

!とは与は点主Ijをそなえる

。íjj旬 -1')0) 長さは iIh\ よりややぶきい c f!\lj'i#は IJ リと:ラbの日íl);，でえぐら才L 品。 i'T!fIIO)点亥1](土不 11) 1Iぼであるが，

!日IJDFJ く状そI)íj縁には大きな};\~ムiJを山市しpiiik仰は年織をそなえる。 lf_]~[;::縦泌ははi 心によ土し?

なした横山とその IjÍjプこ小孔タIJを三なえる。

L 2 ぷタ11 山 1Iはほば条泌をなしョ仙の点タIjtilはJi思t;~íの長さは悩の約 1 3 ，/ 7 倍。与はほとんどが行。

3'Uであるが後方では条治となる。 fj'fS 1 タur; 'j川口土問決く二ドi5で J.b.がり，点、五!Jとぷこ条況をそなえる。s:r~

区く).~出した疋プいうで1, ;), 5 ;7iFi\J郊は彼方で中III くなり焼く終わ石が~ !~~- 21 4, 6 ~iJ li-~ iおは後方で係J巳し?

起となって終わる c ，j;'i!ilí;'\1j\j:やや 1仏!1一、し、新 )J Ji: -(' /1\板をそなえ?タ~H，，，Hごは fミい出l[と会同m[j!こ 1 刊〉

長い取[Jをそなえるロ服部 5 州立|日j む。

~tíi の前 r去は l:iJ}去く I[Tt了。ブ三日I![(fjﾎJ lli� !こは i吋 Jj(こ Y';[IL した 11 .f IJ もり;乙起をそなえる。前 l何百はややおli尽く，前

ほとんど 1[11 まない門前 1 51j W,J {， j，!こは条 iNl をよにく I 刊の後縁市立の点安[j(立小さい。}弐ヲIj 'ì~:i5 (工点
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は丸まり，会合線両側はJ王せられる。

寄生松j主主:ラワン。

分 布:支那(台湾)，フィリピンP サラワク 9 セレベス，ヒワレ7， トンキン，マラヤ，スマトラ，

ジャワ，ニューギニア，オーストラリヤP ソロモン君半島，フィジー島，サモア，インド，セイロン，アフ

リカ。

Diap日s mzn;悦tissimus S巳:HEDL

SCHEDL, 1969, Kontyû, 37 (2) : 219 (ò ，♀) 

体長は雄1.4 mm，雌 L5mm。黄褐色， 日良部， 前胸背， 長ill鞘の前総と後方は赤褐色。光沢はやや強

頭部は弱く中市，中央部はかすかに onむ c 中央縦線はriI く，下端がわずかに隆起する。表面iは微細な鮫

肌状。

前約背の長さは栢より少し大きし、。仮IJ縁は前半で深くえぐられる。背T:!íîは中央部で弱く横に凹み，表面

は微細な鮫肌状，自 î縁と後縁付近は明瞭な点刻と側主をそなえ，中央部にも短い!神j毛をそなえる。 中央縦

線はがj方に弱く!よがり，後方は法縁J乙達する。基叩前HIとは!神i毛を有する横海をそなえる。杭況の前縁，

後縁は細かな波状をなす。

遡鞘の長さは I]J[fの約 16/7 倍。前縁は浮い龍骨状突起をそなえ， と反する。側縁は中央ll!Sが幅広く， 1前

後lこ狭まる。点列部は後方で狭い流状をなすが，前方では不明瞭。列問古\51土微納な鮫肌状，第 2， 4, 6 YU 

阿部は後方で高まる。第1， 3, 5 3'iJ間部は l日j まらずiれに扶まる。後縁は龍骨状となるが細かい凹凸があり

長毛を疎Jこそなえる。会合線は凹む。斜面部は 1[1高狭く [l~み，光沢は強い。

雌の大目隠基郊にはr.:HIこだ的し/こへら状の突起をそなえる。触角の柄節Jとは長い毛房を有する。前胸背

は雄より細長い。趨鞘のTlíH柔には龍汗状突起を欠く。 点列部はより|見際，前Hは明らかに凹むo YU間部は

交互に矯毛ヂIJを有する。 後方は点列部を欠き 3 均一 lこ隆起する。会合iiji:認はより幅広く正せられる。斜面

部は背旧から徐々に丸くなり， 1[1(;\は狭い。

寄IJJ自f W: :ラワン努力プーノレ。

分 布:サパ，カリマンタン，ス 7 トラ。

Dialうus pusillimus CHAPUIS 

CHAPUIS , 1865, Monogr. Platyp. , 44 : 335~.336 (ò ，♀〉

休長は紅1. 8'~2. 0 mm，雌 2. 3~.2. 5 mm。 貰褐色s 頭 (\\5，前的背，遡鞘のがj縁，後半自ちは赤褐色9 複

限は黒色。光沢はやや強い。

頭部は平i旦かわずかに聞な。 中央:縦線は長心ほほ I1縁 Jこ達し判11 く隆起する。友商は微細な鮫肌状， Il曻 

@Uとは浅いが大きな点刻をそなえる。

前ilixD背の返さは憾の約 1 1/8 情。倶IJ縁は前方でえぐられフ その後方は弧状をなして膨らむ。 背面は微細

なJ去五Ijをそなえ，前縁と後縁近くは鮫日正状をなす。 I[J央縦線は艮く主主縁lと速い側)]1こ同IJ もの生じた横尚一

をそなえる。

迎鞘の長さは籾の約 P!4 倍。基縁は山形をなした龍骨P状で軽く[反するが小指板の雨但IJから深く切れ
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込む。側縁は '11ょたで幅広くなる。箔 1 ~~ 2 .'i，\ylj部は吹い条iJtをなすが， {ltlの点?!I]!ir5 (ま必プ'j ， 後方近くで点、

条ないし条JJ? となる。列「問 :"111 (土微細に組出となる。後縁近くは I[I/lj広し:目状~c~Jヨく隆起し，不規則な微細

点亥uをそなえる。後縁は突起を欠ち波状。)~sj い龍骨状，剛毛を制ーする。会合総付近は部1I長く!日j方に [II[

JT:されるの斜沼市は似炊く， lド尚で光il{強く多数íllil の附毛の生じた小穎粒をそなえる c 腹部の 1;ß 5 i16 (;j: pj 

く凹む。

t慌の頭部の l ド央~.(tit綜はやや長く IHIこ延びる。 }-:IJhV左前7iこは内方 lこ rìll がった長い牛j1]状の夫起をそなえ

る o lìíj !liÍj 背は J低より細長く， 11111主誌の il}~_.人 ij() は強い。主B~店はやや反く，基XciJ. fl_L，)らとしない。側縁は後方で九

く狭まる。後ノらーは微細な点主Ijのほかに|川阪な点刻を iij\! Iこそなえる。 後秘は波状をなし，会f!?「緑郎は l!Ii[了。

龍骨状突起を欠く。斜 1 fJI 部は I[W;吹く中Ii可でj 主 WL状。 11友 i'i~策ら ;mは日J]まずほとんど'F~J円。

ffL仁件jf，[ :ラワンョガノミス f~ ， セラヤ， ジョンこJ ン 3 サラワク付， メランチ， カプーノレ3 二 -=1. ーギニ

ア 1~ ， cα10ρhyllum ， Dellenía ， オーストラリアーウォノレナット。

JJ 社í フィリピン，吃j ノ勺サ→ラワクラカリマンタン，スマトラ， 7 ラヤ，カンボジァ，セレス，

モJレッカ lt'r" f，;j，ジャノらニュ ブリテンp ゾロモン昨ff~h オ p ストラリア，カロリン府民，サモア，アッ

サム，マダガスカノレ，アフリカ。

Dia戸us truncatus NIIJIMA et MURAYAMA 

NIIJIMA et MURAYAMA , 1934, Jonrn. Fac Agr. Hokkaido Imp. Univ. , 35: 143rv145 (6 ， ♀) 

体長はj;ff2.7'3 明 2mm，雌 2. 3'~2. 4 mm。茶褐色 mq -f~l) ， 前附 1\' ， 脳科iの後方は附褐色ヲ複限IJ黒

色。光沢はやや強い。

頭部はほとんど平坦か 1[1央官15でわずかに凹む。 1[1央縦線は記く隆起するの表面1 は鮫JlIL状，古íJ縁には r:JJILij(

な点主11をそなえる。 中央縦総は市j }jT -'t'や限!よくなり，そのオJlJ]Iζは鱗もを持「た横{立の小孔lHをそなえ

る。

組幹jの長さは 1[1日の約 1 仙倍。イl[I]!まは 111央部が広がり，後方Jこ弱く絞まるの背;白 l立科:古 I/[I前方で高まり，

iまぼ一直線に長)(，断されるが会f号線付近は [1 1]む。点列 11官は li.、条をなすが後方で消火する。ヨS 1 点ダ1]部はやや

深く凹む。列Ii'，l:'i!)[ま鮫閉じは。第 2 )i1j[f\] '-';[5 は，:C:; まり 3 後)jlζIljî lll;US点刻をそなえる。江、11(li 郎は出 1I長い新月

形， =Ytð'~ 強く [II[ む o il!ll 下方にはおUづぞ起をそなえる。腹部第 5 fDîは丸く [UIむ。

Jl官のI:~思 lどは)1口 )'[IMが裁断されたへら状のすさ起をそなスるの f1J0，灼の同í~J Iとは長毛を /1ょする。 前nf~背はk(f よ

りわずかに紺l良心 )f~}jの小孔はお〔がき;い。組幹iの 2 JU!f'， lt:15は .hl;)TIC条討をそなえる。斜面部は前方で

~5jく傾ti し， ，[)同校し、。

寄生tDJfcn .台湾IÆIよ葉/十日。

うj ヂ'[): X郎 (fÌ'!:心。

Di時四vus SCHEDL 属

rcTIの検会友(討の

1.鞘の制，11ζはヨ仰の某片山三起をそなえる 0 ・ ....2 

L 旭硝の後立~~ \，こは 5 WJの葉片状突起をそなえる 0 ・ H ・・・・…・・ 0 …・ ...・ ・ー ...................4
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2. :-泊鞘の第 2 ;J1j目前の葉)!r'j~起は先捕で尖らず平らに殻断される。組1mはやや l!i!JlJよし 11J両立長さの

l 山出 íHì 2, 4 mm  J: 'J 沿い 3 

組絡の第 2 列間市の禁ji-3足心は先端で尖る o ÎjíJl拘 7干のfLti3'.4f[T;] o x1l 1Wít土利!良心情は良さのほ

lま lβ 情。休l土ム股lと小さい (2.2"'2.5 mm) 0 …...................... • Diac，αvus tenellus SιHEDL 

8, きい (3. O'~3 ， 4 mm)。前仰一行の孔は 3" 51目。迎f~の点列部 lこは短Tをそなえる。 j初頭の

龍号iR突起はよ三く延びる 0 ・……・・ぃ・・ ・ ー ・ ・……，……巴 Diacavus quadrifoveolatus SCHEDL 

さい (2. 5'~3. 0 mm  D. conzpactus dubiosus SCIl EDL では 2.4 mm)。前絢背の孔は 2 位。

迦鞘の点列 11111と短毛をそなえない。前 Q.llの能骨状突起は短い。…一.... Diacavus conz戸act附 SCHEDL

4. 一体は 4.1mm 以上。迎!尚の主I

亡

円
。

件、は 3.0mm 以下。;国車11 のI;!;半úf)は淡35相色p 点、ylj:'ilíは不明 11京， ylJI/Ð部は降起しない。 司・ 6

、J. 5 却のíE中総は後方 2/3 が隆起し，その内側は 11 '央近くから基万にかけ隆起する。がj絢背の

孔は 7~.10 f向。休iUま 4.1~5.1 mmo ..........一ー・ー一.......ー..Diacavus decenzsρinatus SCllEDL 

-1波部第 5 ?Mはほぼ均一に [Lqみ，降起を欠く。 T印刷背の孔は長，~， 8 個。 体長は 4. 1~'4. 3 mmo 

..Diac由民s bi争oγus SCHEDL 

6 ・ 1-lìíJJ淘 7-?の干しは 4 他。体長は 2. 8'~3. 0 mmo ・・ ...............・… 0 ・目 Diacavus philiρρinensis SCHEDL 

i i印刷閉ま孔を欠く。体長は 2. 6r~2. 8 mmo 一……一...・... .. • .. . .... Diacavus abdo開削lis SCIlEDL 

Diacavus tenellus SCHEDL 

SCHEDL, 1966, Kon tyû , 34 : 3f1, 42へ.43 (ò ，♀) 

体長は雄 2.2へ仏 51nm，雌 2. 3,,,2. 6 m m 0 117褐色ないし赤褐色。復恨は忠色。光れは強い。

I'ifj ;\1í は日弘、中!苛， r:-rうえ縦線は短く隆起ずるが， その河辺は U!Iむ。表向は鮫仇状，細lî，刻とやや長い|削毛

を叫nこそなえる c

，jíj，i対??のえさは幅の約 1 1/8 位。.{nlj ほは市j方で深くえぐられ2 その後方は膨らむ。背面は微細な絞!Ul状ョ

判長おjをE束手tîする。 中央縦はやや湿し前}おま T 芋:J仰と分岐し，後方は去縁l己主し， tこ1自に各 1 ~2 仏i

の子しをそなえる。

趨鞘の土えさは 1:訴の約 21/8 l'官。)去縁は 1:1主白状 iこ隆起する。イRìJ! 季は中央1'\15 の前方で11k大 rh~ となり前後[こ狭

まる。点列部は浅いが大きい点列からなり，後方ではやや深く凹む。タIj~'rl部は散期IltJ:鮫肌状，第 1 ， 3, 5 

列r:-.-~部は後)]で J)~まり nsí)えする。第 2 ， 4 ヂUG1lj 部は附毛列をはなはだff~ ，~こそなえ歩後方では鈍し、三角形状

の葉n 状矢臼となる o 9'¥ 6 列|笥行~Iíから外ノゲのものは 1 但の j染片状突起となり，いずれの突起も同IJもをそな

える。その剛毛の中の 1~2*は ßt く内ぶにはおがあ。肢却前 4 !ií';(:):郊 l肢を欠き，ち 5 í1iH立丸く 1111 み p 表urn

lと縦敏をそな X_ ， 周縁 iどは長毛をそなえる。

航の頭部は複眼の l什ノ'i!こ)字い毛E専をそなえる。とれば古;しれと長く延びp 先端は内ド方lこ泊がる。前釦の

Ilíjiま左右iこはやや慌いJ ゴii ごi! 11 がる.1';房をそなえる。中央縦糾!は I:}jの毛日刊jのとゴJまで延びるの触角は

l二方の毛房ーのよこぎ止する c 前j向背はやや長し、。 中央縦総の某方左手í tと 2'~ 3 恒!の孔をそなえる。 !i型新
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はわずかにj~ し基絃には詑怜状起を欠く。点列市は後万で!日iまず， i取な点刻のみ認められる。腹-(_~i~!君

5 節 l土中市多縦iご凹む0

ëtFlj対j穏:ラワンP ペデク。

分 析J. ブィ 1) t." ン会カンボゾア什

Diacavus quadr勀oveolatus SCHEDL 

SCHEDL, 1970, Kontyû , 38(4) : 369....370 (会)

体長はW 3.1…3.4 mm , illft 3 地 3 <30 6 mm 。ず'1::fらÜ， t友[肢は JJ\色多 ji[j :;{j, i'Jíìl向fIは茶褐色n JL沢は強

U、。

~fimjは ~~J く [1 1 尚 j ûíJ加は ~q く|時起するハ ljj央)ji Æ'wはやや長く羽11 く降!Ii) -t る。表而は絞JJJL状， W:JIJEを Jnti 1! j'

l , J ブj(こは i月析な点刻をぞ←なえるの

IlíJI]旬 i?の長さは i悩の約 11!df\o íJIIJ縁は fJíUjでやや深くえぐられp その後方は 0g~ く膨らむ。背 Ifíiは微細

な鮫肌状，側)i fどは羽lJかい点刻をそなえお。 [JíJ縁には IJ\点主IJYIJ と洲1)主をそ仕えあ。中央指i印刷土台J く， IJí山~i

r;J: 2 分岐し，後万は法縁 Jと i主 L/ ， í,TÜ Ilf1liと各 3 へ. 4 j河の子しをそなえる。

JH1同月の長さは!隠の約 1 5九倍。 )il殺は fjE骨状|盗!f!l:?.:-そなえる。側縁は後 1jlと広がる。 点列 ;'j.[jは点条とな

り[l1i~ハ微二色をそなえるが，中央市では弱まるの列 1~ll取は微細な鮫JllL状，ほとんど点、主IJは認められないο

部 1~ 3) 5 列問郊は後方ιで狭まる。郊 2， 4 7'U阿部は?を;iで丸く葉円状lこう見[刊し， その外ガに幅広い禁状

フミ起と少しjV_v ì~tJ\:突起をそなえる c いずれの突起もドrfiîfと|可~Eをそなえ， fj[lJh のものをぬさ突起には長

レ l:i，IIIEを右ずる。 nU-:\f)1~1 4 fYi)-の後縁 J乙は荷波状の級以りを欠く。第 5 üííは )Lいがやや深く問み，?廷かし、 ~(f~

放を tJ ずる。

I'íf の 11r-1 i~î~ \，j:主主 l限 l勾)i iて内ドノソに ;;'5 rtil する t弘、巳房とがJtfiの大眠法 i'-H)近くに 1'. 内ブjiこ 7で[!tγよる主房をそな

える。 11似戸j ば I.)j;とおーするの j]íJ lJí,û 1~の孔は)\{Wliと約 51問。_ij[鞘の l1、子Ij市は似く後 )jで消火する。 i税引と

は突起を欠;'k t]:i純 l乙丸まるけ版l'~:]jは ~J~J く I札11で I[J炎に縦の問みをそなえ，相;Li-どni--Eを 1ヰ~/I:-9-{)u

こ:;H主 1片手干:ラワン， セラヤ， サパ村。

分 ず[1 サノ斗

Diacavus compactus SCllEDL 

SCHEDL, 1966, Kontyû , 34 : 34, 40.~41 ((l)，♀) 

休長i土 Líl: 2, 5"3.0 mm , j昨 2. 7 .3 目 1 mnl。赤褐色，体下 rfriはJí~何色，後 nJ;U土黒色。 _yc;沢は強い。

頭部は弱い中的， r ド:)lと縦線は j沿いが強く隆起し，その ífiiJゴj は íQ く阿む。表面はf収納な絞JVL状， /J\ .r:i刻と

岡IJEを~J!巨布する。

前l陶 T-ÿの民 δ は陥の約 11/5 倍。虫IJ紋は前-j'fでやや深くえぐられヲ その i&}ii土丸く膨らむ。 1[1ぅIç縦総は

やや短く nij端は 2 分岐し ， j，Ui(立後縁に還し3 そのiJltljlこはれ 1" 2 何の孔ヰ三千1 ずるの 1;(iAi は微指11な鮫

JDUた，ノ]\点刻jをそなえ{; 0 白 íj総 lこばやや読な点主，1]と恥:ßを! 1 ずる。

組草IJíの長さは隔の約 2 fAo 入U#::土問くtJll'f8't~~ ~ζ降起する。 ~llJ縁は ltâilこ広がるの l'~伊JliU{立政な点列より

なり ， )iÇ~jj後方ーで川む。列 !Lt1 ~Trjは鮫肌状をなし， 節 2 ， 49iJ i閉店jßは弱く!年起する c 第1， 3, 5 タ1][阿部は後

方で狭まり ìT3 クミグ 乙 o ~\ 2, 491J 1出 m~は後方で葉Fけたに突 i1 ~しヲ .;(~ 6 列 !t:\J1i!)から {lllJ1i も葉J¥ lえに尖日!す
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る。 1括ii結第 4ω1こは薄1I交を欠く。第 5 節は i~~ くれrJみ，縦敏とやめ長い間1]毛をそなえる。

ltit の\ÏR却は複限内方から前プJに延びる長い毛房をそなえ，その先端は内下方に宵曲する。前顔の大加基

官近くには内トー方に曲がる毛房をそなえる。触角は上方の毛房の 1~， 1こ若~]'_ずる。中央:縦線は浅く山み，日íJ

湖沼では広く阻む。前向背はやや鰐く，中央縦線のま部両側にf各約 3 伺の孔を有 F る。題特の基紋lこは縦

l寝起を欠き， ~ll]縁は 1/3 より後方から弱く tたまる。点3ilJ i\15[ま不明|僚。後縁は尖起を欠き丸まる。腹部第 5

j~Jは崎く中両で中央は縦1([111 む。

寄 fjミ樹f~~ :ラワン， セラヤ。

分 布:フィリピン，サパ，モルッカ群島。

フィリピンから同時に記載された iffî祁 D. compactus dubiosus Sn王子mL は原開に比較して体が小さく

(2.4 mm)，煙草百の点刻がより疎である。

Diacavus decems戸inatus SCHEDL 

SCHEDL , 1百42 ， Kolonialforstl.乱Ifitt. ， 5 : 216 (苫); SCHEDL, 1966, Kontyû , 34 : 42 (♀) 

体長は ftrt 4. 1'~'5. 2 mm , !ftjl' 4. 5'~.4. 6 mmo 亦褐色p 複限は黒色。光沢は強い。

頭、却はほとんど平坦，触戸j着生部の内方から下方にかけて降起する。 中央縦和iíiは長く， !Ì íj知では明らわ

な隆起源となる。表面は鮫肌状，点刻は不明瞭で同1]毛を政訴J ずる。

古íj胸背の長さは 1誌の約 11/4 i氏。 lik縁中央は弱く突出して波状をなす。側縁はやや浅くえぐられ， その

後方は強く膨らむ。??而は微細な鮫肌状，ノJ\点刻を~J!i 1rîする。市íj縁 lとは不規則な列状の点主Ijと剛もぞそな

える c 某縁lとは %;i毛を街にそなえる。 lþ央縦線は基縁lζ達し，左右 iと会 3~4 仙の干しをそなえ， j)íj端は分

岐する。ノJ\有吉板とその Ji，J j互にはj豆毛を生ずる。

;也鞘の長さは阪の約 2 倍。誌縁は弱く隆起する。側縁は後方lと弱く狭まる。)~\列部は点条をなしり]らか

に阻み，微細な悶1mをそなえる c 貨í6 点ヂlJ昔15 より外ブJ の点列部は後方で消失する。列間部は弱く降起し，

微細な鮫肌状， 191 瞭な点刻を l'Jli 1こそなえる。第 1， 3, 4 列!間部は基縁に達せず基)jlζ点刻を銃社Jする。第

1 ダIJ間部は基方lこ点条をそなえる c 第 1 ， 3, 5 ヂIJ間部は後方で狭まる。 tI~' 2, 4, 6 列間部の先端は葉jT状

尖越となり不終~I，~J 1と裁断される。それらの外方には i司担の 2 突起をそなえる。腹部第 5 節は丸く深く凹

み，縦降起線をそなえ，表æは光沢を欠く，河辺市]半はiザ~ 4 節から延びた薄膜 iとおおわれ予長 ßをそなえ

る。

i慌の;項郎は I~自主く!王せられ， 複限内万:にζ内側 lにζご3育奇[的li]甘i した長しい、 E房与そそそなえる O 前顔阿{側H即則I]iには['，/万汀加Jピと芯仙

した T乏ミ房をそなえる o It1央縦線は旅より長い。触51] は|二方に若生する o fiíJJ向背の孔は片側にがj 18 f因。!Îl

鞘の後方は点列部が消失しごく弱く傾斜し，後縁は突起を火き単純に丸まる。腹部は弱い中高で組iL 同i

毛を常任:する。

寄生1吉村電:ラワン O

分 布:フィリピン，ベトブム，マラヤ Q
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Diacavus bψorus SCllEDL 

SCHEDL , 1942 , KolonialforstL Mitt. , 5 : 219 (合); BROWNE , 1961 , Sarawak Mus. JOl1rn. , 10: 318 (♀) 

体長は雄 4. 1 ~'4， 3 mm，雌 4， 2'~4. 4 mmo rl斉褐色，被服は黒色，姓l草~は後)].を残し淡黄褐~() fíj~l jJj ， 

肢は寅褐色p 体下回は黄#'l 0らないしn1j~褐{E~o )1(:沢はやや強い。

頭部はほとんど平坦，巾央縦ねは反く It1 ;1とで [II[む c 表]lil は微細な i~!lJL状をなし， ト~))は浅いがiリl[防!な点、

刻をそなえ，ばi~巳を叫!1lî 宇る。

前 l刷背の」之さは l悩の約 P/γ 倍。 jj\li!，誌はがL心で政くえぐられ， その後jJf才、)[く j膨らむ。背 I(川土 i!cii'!1IL1J\，

~JI!な小点刻をそなえ， Ilíj縁lζ は fJ切な点主Ijと短毛を !J '9~る υ 中:火縦訓iはややliiいが法縁 lこ i主し，イllil)jlこは存

1{間の子しを手j.r る。

組i梢の長さは悩の約 1 1九倍。 :1~q\誌の後々は弱く l盗起する ο 点列 (tì5(土点主iJが不明瞭であるがほく山んだ

点条をなすc 夕日 I:'，J 郎はげhでわず、かに降起し，鮫肌状，市 4 列|山部では正取な J.\tljが出められる。奇数のタ1]

l見JiÇ[q立後方で狭まり消失する 2， 4, 6, 7, 8 列 11肘~i\は後)J で荒川状の尖起となる。 J院内i節 4 加の校総

lこは薄膜状の縁取りをそなえ， '0fS 5 i1!J はメL く日 11み，周辺の前半には長モヂIJを有する c

雌の恵~î {;r:の中央縦線は8S3 し、がi三く細く I経~する。 後 i肢の内方Jとはやや短い…Ctfiをそなえ，その 111 :)Í!: è;[jの

ff干は長く内ノ'~I 1，ご青山する。 l]íj tiJi 側ノ加とはヒぶに~;;.; H11 した同広い毛房をそなえるの JiJ1;j'J(土 1.1JliJのじ房のょ

に者Ijょする ü r)ÎJ胸背はる干約七 中央;縦線の側ブ了lこは各 13 ífiil ぐらいの孔な告にそなえるの迎梢の刈 [I'，j;'市

には交互に続三己3iiJをそなえ，後縁は突起を欠さ単純に丸まる。!腹部í;fS 4 íll\は務肢をょにく，第 5 \11Jは LIJ 尚一ζ

ネ uζ浅く ~I]む。

寄生制限:ラワンヲサパラウンド u ック\メランチ，パデック υ

う}' :tr� :プィリピン，サノ勺サラワク，カリマンタン、ベトナム，ブJ ンポジア， ヒノレ--?，マラヤ，モ

jレッカ ~fí:li;j 0 

Diacavus philψ'pinensis SCHEDL 

SCHEDL , 1942 , KolonialforstL Mitt" 5 : 216〆 "217 (合); SC Il EDL , 1966, Kontyû , :l4 : 4, :l5 , 11.~42 (♀) 

体長は1ìI12.8へ，3. 1 mm , M:fl2. 8'~3. 1 mmo 武褐色，複眼は))よ白，頭部， u日 )1旬7i 泊料の Jlk/ii5 ， {'がiij は

黒褐色。 jC;沢はやや強い。

説i\1;はほとんど平JB" I!J:夫縦帝京はk く断続的に降起しラ LJJ央縦線と，Î'jJI)'J ci"f![: :\[j の!i\Hζ J]J I" 吋 E降起をそな

え為。表面は微細な鮫肌状で僚もをI1ミじ， J 万には小}!誠IJをそなえる。

1~líj)1印?干の J之さは!阪の約 11九倍。側縁は浅くえぐられ， その後)JLl: A く膨らむ。 f二'rriIí は i校卒 j な鮫肌状，

小J.\刻を隙にそなえるが illll万， lil; )jではやや悦になる。 IlíJ縁には点主IJyiJと短もをそなえる心中央:縦，*J~はや

や短心的方でT字形になり，後方ば却、縁lと述し，側)i(とは各 2~. 4 fi，';1 の孔をそなえる n

組鞘のJミさは ~I自のがo 2 1/8 倍。 1J11Lhーは後方 l乙広がる。 点、タiJ，!';lj は:'lliな点刻ヂiJからなり， 後方は illトむハタIJ!日j

i市は鮫肌状。 U~ 2 列 I:"j部は基方で前 3， 4 JiJ II'，j ::lj と述絡し出iまる υ 沼 3 タIJU社主[jは llkh で低くなる。お 4 列

iHl tl1は法)jで狭まるの第1， 3, 5 列|日J:':I;は後方で主たまり消火する。件々の佼械には先端jの松 I~r されたムR{)J1

状の 4 L'f:1 と外 )]1ζ三約!巳の 1 ]t J-l 状'x起をそなえる。 JJお'~i) :~'~ 4 f(jJ'の役総 (i~-~村英状 lと縁取られ， -~H 5 1'i[J('土日主

く IUj み， }c，ji立のJJ;とr 自(]) ~，とは cタiJ任命する。

雌の;複眼内ブ1](こは厚い:己房ーがあり，そのと外Jむのものは長く内下jJ Jこ「守的する c 前産自の大限、 UilQこは内
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上方iこ湾曲し， ITJ{室主 lと速する毛iぽを牛ずる。触角は上JTの毛房の uこ者Eとする。 ßíj JJíiJl 7干側誌の汚胸部はや

やì~~い。中央縦線の倒iJ方には各約 10 {回の ~&1な子し群をそなえる。旭鞘の点列部の点刻 l土地より小さい。第

2 列阿部から主主縁にわたる隆組は幅広い。交互の列間部にはl山な短毛の列をそなえるの後端iは突起を欠き

時1*，111と丸まる。腹部第 4H官の法!撲を火き，第 5 節lま中高で中央で縦lこ 1111む。

f}子生樹極:ラワン，ソラン材，セラヤ，カプー jレ，プディック p メランチ。

分 布:フィリピンヲサノ{，サラワク，カンボゾア，マラヤ。

Diacavus abdominalis SCHEDL 

SCHEDL, 1942, KolonialforstL Miu., 5 : 218 (ò ，♀) 

休良は雄 2. 6c~2. 8 mm , tW 2. 8'~2. 9 mm。淡褐色，頭部，前胸背， I'þ ・ 1支脈Jfl友板，魁!IiIj後方，腹部は

黒褐色，複目肢は黒色。 光沢はやや強い。表面は微細な鮫肌状，上方には浅いがI~l絞な点刻をそなえ，短毛

を疎生する。

前胸背の長さは 1[1高の約 P!s 倍。側縁はri方方で浅くえぐられ， その後方は丸く膨らむ。背面は徴細な鮫

肌状，小点主日を羽:布し，後Jj'の };~~t、刻は大きくなる。前縁には小点刻列とも列をそなえる。中央縦線は基絞

lと速い前端は分l吹い側方lζ孔を欠く。

趨梢の長さは招の約 21/7 倍。側縁はほとんど平行する。背面は小楯板の両側において圧せられ， その

外ゴJから f]rj縁にかけて弱く隆起する Q 点jlj部はほとんど不明瞭，後方突起日~i)近く lとなってやや凹む。後縁

の}十個.lJ Iとは 4{岡の幅広い2提起と外Jnζ三角形の突迫をそなえる。腹部第 4 節の後iまには薄肢をそなえ，第

5 節は深く 1111 み p 前半周辺部には毛列をそなえる。

雌の ITJll誌には複限内心 lこ内下方 lと主主的した宇?な毛房と大肥、基部の上方から生じた内j二Jn乙背曲した長い

も房ーを有する。触角は上方の毛房の1..1ζ着:とする。前絢背は短く，点刻は土佐よりやや明瞭ラ中央縦線の但IJ

:心1とは各 5~7{図の孔をそなえる。主E革plは堆より短し、。点(J'lj 部の点刻はややr~l際。後縁 lとは突起を欠き丸

まる。腹部第 4 i~Hま薄践を欠き，第 5 節は中高。

寄生樹種:ラワン，北ボルネオ材，セラヤ，ク jレイン，カプーノレョメランチO

分 布:フィリピンB サノ九サラワク，カリマンタン，マラヤ，モjレッカ群島。
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Platypod冝ae found � Imported Tl'opical Timbers 

from 80日th East Asia aml Others (仏lleoptera)

Ak�a NOBUじHl (1)

Summary 

Tirrιher suppl�s are supp冾lllented by importation from foreign counLrics in Jap乱n. fn 

1974, an annual yield of importεd tropical timber amounts to ahout 20,990 ,000 m3. It may raise 

to 呂bout 19 p訂cent of all demand for timber二 Numerous living larvae and adlllt日 of many 

spccies of th巴 Platypodidae have beεn collect日d from import日d timbers in ]apanese ports. The 

chief damage by these beetles is due to the black巴stained gal1巴 ries (pin holes) made in the 

sapwood or heartwood of trees felled for timber. A fundamentally important problem for 

]apanese for巴stry 﨎 the introduction anc1 establishment of thesεambrosia be日tles. B巴cause of 

thei了 secretiv己 habits. these b巴etles are particularly weH adapted to Japan巴日己叩vironment

y okohama Plant Protect卲n has kindly permitted me to 巴xamine Mr園 K. SATO'S collection 

of the Platypodidae collected from tropical timbers , most of which wcre identified by ProL DL 

Karl E. SCHEDL. 

I日 South East Asia, th巴 Platypodidae is one of the most complicated and diff�ult beetl巴

grou ps to classify for the 1乱ck of a complete key to sp巴cies. '1、hむ present study is 日 n attempt 

to make a te口tative key to speci記s of Platypodidae found in import巴d tropical timbers. Also 

notes 011 g己ographic呂1 distribution and host timbεrs ar巴 iロcluded. 1ミεcognized species in this 

pap巴r are ShOW11 as Table 1. This study m乱y be an important contribution not only to plant 

quarantine, but also to tropical forestry. 

Received April, 15, 1977 
11) Forest Protection Division 
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Table 1. Platypodidae coll巴cted from imported tropical timbers 

in Japanese ports 

Subfamili田 Gen巴ra

Crossotarsinae I Crossotarsus Crossofarsi ge持uznz

I Cγossotaγ51 むentγicoγ世i

I Crossotα叩 nitiduli
Cγossota:γsi coleo争tγαti

1 C. lecontei CHAPUIS 

C. laratensis BEESON 

I C. simplex M川
C. 河itens CHAPUIS 

I C. lacordairei CHAPUIS 

I C. emanciJうatus MURAYAMA 

Crossotarsi alternante-depressi C. octocostatus SCHEDL 

~ Cross仰rsi s14bdゆressi I C. reng的nsis N IIJIMA et 
MURAYAM!¥ 

C. externedenfat14s FAIRMAIRE 

Platypodinac Platy 戸 148 Platypi bihamati 

Platypi bi-cornuti 

Platypi inaequali凶costαtí

! Platypi hirtelli 

|Pfaty戸i sulcati 

Platy戸i dorso-sulcati 

I Platy戸i emarginati 

l 円u小xyurz

, PlatYlうi lunati 

Platypi 5e持lidepressi

Platypi opaci-caγi況αti

Platヲpi sig杭ati

Pla t.Vlう i truncatipenni 

i 内切i cupulati 

C. saltator SCHEDL 

P. hα matipennis SCHEDL 

P. quadriβssilis SCHEDL 

P. shoreanus bifurcus SCHEDL 

P恥 shoreanus mutilatus SCHEVL 

P. curtus CHAPUIS 

I p ρ仰抑a肝Tげ耐f
P. signatus CHAPUIS 

I P. pahangensis SCI!EDL 

P terebrans Sc四OL

P. porcellus SCIIEDL 

P. apicalis WHITE 

P. setaceus CHAPUIS 

P. histrix SCHEDL 

P. arduus SCHEDL 

P. niijimai MむRAYAMA

P刷 geminatus CHAPUIS 

I P. jansoni CHAPUIS 

P. australis CHAPUIS 

! P. planodeclivis SCIIEDL 

|p.1うtochoides SCHEDL 

P. biflexuosus SCHEDL 

P. obscurus SCHEDL 

P. 0抑eratus SCHEDL 

P. xylograPhus SιHEDL 

: P巴 solidus W ALKER 

I P. subdψ即時s S叩DL
P. contaminatus BLANDFORD 

j P. turcicus SCHEDL 

P. carbonescens BEESOK 

P白 indicus STROHMEYER 

I P. transformis SCHEVL 

P. falμlax SCHED町I

P. fo1'.所欣Fんcu仰fμα CHAPV 

P目 omeg.αSιHEDL
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Diacavus 

市川ー輸入付のナガキクイムシ科(IJlf iJ::1)

Species groups 

戸
。
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Sp巴cies

P. cu戸ulalus CHAPUlS 

P. leρidus CHAPLJlS 

P. Jうallidus CHAPUIS 

P. Cαliculus CllAPU IS 

P.lウseudocu戸ulatus
戸seudocupulatus SClIEllL 

P.lうseudocu戸ulatus su目daensis
SCHEDL 

p. ρiniPerda cambodianus 
SCHEDL 

P. muray，創刊aensis SCHEDL 

P. maritinus SCHEDL 

P. biuncus BLANDFORD 

P. ag百四tus SCHEDL 

iヨ anaticeþs SCH己DL

S“日obilis CHAPUIS 

D. quadバゆmat附 SCHEDL

D目 þ削dleburyi SCHEDL 

D. qui日quesρinαtus CHAPUIS 

D. minutissimus SCHEDL 

D. Jうusillimus CHAPUIS 

ρ. truncatus N IljlMA ct 
MURAYAMA 

D. lenellus SCHEDL 

D. quadrifoveolalus SCIIEDL 

D. comβactus SCIlEDL 

D. decemsβinatus SCHEDL 

D. biρorus SCHEDL 

D.lうhilijゆinensis SCHEOL 

D. abdominalis SCHEDL 




